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徳島東部都市計画

都市計画区域マスタープラン及び区域区分の見直しについて

１ 見直しの経緯

平成１６年５月に徳島東部都市計画区域の「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（徳

島東部都市計画区域マスタープラン）」を策定したが、本格的な人口減少や超高齢社会問題、

大規模地震災害への備え、地球環境問題の深刻化などの社会情勢の変化を踏まえ、このたび見

直しを行うこととした。

また、昭和４６年に「市街化区域と市街化調整区域の区域区分（線引き）」の都市計画を定

めて以来、５回の線引き見直しを行っており、今回、第６回の定期見直しを行う。

２ 都市計画区域マスタープラン

○都市計画区域マスタープランとは

都市計画法第６条の２に位置づけられている「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」

をいいます。

都市計画区域マスタープランは、当該都市における人口・産業の現状及び将来の見通し等

を勘案して、長期的視点に立った都市の将来像を明確にするとともに、その実現に向けての

大きな道筋を明らかにし、都市計画の基本的な方向性を示すものです。

また、都道府県が一市町村を越える広域的見地から区域区分をはじめとした都市計画の基

本的な方針を定めるものです。

○都市計画区域マスタープランの構成

①基本的考え方

②都市計画の目標（都市づくりの基本理念、地域ごとの市街地像）

③区域区分の決定の有無及び区域区分を定める方針

④主要な都市計画の決定方針（土地利用、都市施設、市街地開発事業、自然的環境の整備又

は保全）

３ 区域区分

○区域区分（線引き）とは

区域区分制度は、道路・公園・下水道などの基盤整備についての公共投資を効率的に行い

つつ、良質な市街地の形成を図る目的で、都市計画区域を市街化区域と市街化調整区域とに

区分するものです。

○見直しの考え方

①市街化区域の規模は、いたずらに拡大することのないよう適正に想定された人口及び産業

を適切に収容するものとする。

②既成市街地と連続し、現に市街地を形成している区域や計画的な市街化が見込まれる区域

のほか、インターチェンジ周辺で市街地を形成する区域を市街化区域に編入する。

③市街化区域の土地のうち、現に市街化されておらず、営農が継続されることが確実であり、

市街地整備の見込みがない土地の区域を市街化調整区域に編入する。

④地形地物の変動に伴い、区域区分の境界が不合理となったものについて変更する。
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４ これまでの経緯

○パブリックコメント（区域マスタープラン素案）

・募集期間：平成２９年６月１９日（月） ～ 平成２９年７月１８日（火）

・意見の提出者数：９名 件数：７１件

目標等に関すること ７件

区域区分（線引き）に関すること ３件

都市施設の整備に関すること ３０件

土地利用に関すること ７件

その他 ２４件

○説明会

・平成２９年７月１３日～７月２５日にかけて、県内７会場で開催

（徳島市、鳴門市、小松島市、阿南市、吉野川市、北島町、松茂町）

・参加者：延べ３９名

○素案の縦覧

・縦覧期間：平成２９年７月１３日（木）～７月２７日（木）

○公聴会

・平成２９年８月４日（金）に開催

・公述人：２名 傍聴者：２４名

・主な意見

都市計画区域に関すること １件

区域区分（線引き）に関すること ３件

都市施設の整備に関すること １件

土地利用に関すること １件

○国土交通大臣との事前協議

・平成２９年８月１７日～平成２９年１０月２０日

○案の広告・縦覧

・縦覧期間：平成２９年１０月１９日（木）～１１月２日（木）

・意見書の提出者数：３名

・主な意見

区域区分（線引き）に関すること ４件

都市施設の整備に関すること ２件

○市町への意見照会

・平成２９年１０月１９日付けで照会

・平成２９年１１月１５日～１２月１２日にかけて回答（全市町で意見なし）
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徳島東部都市計画
都市計画区域マスタープラン及び区域区分の見直しについて

都市計画基礎調査（都市計画法第6条の2）［平成25年度～平成26年度］

関係機関との事前協議（国・市町） ［平成27年度～平成28年度］

区域マスタープラン及び区域区分の見直し（素案）の作成

パブリックコメント（区域マスタープラン）
［H２９．６．１９～７．１８（30日間）］

９名の方から７１件のご意見

説明会（都市計画法第16条第1項）
［H２９．７．１３～７．２５（７会場）］

延べ３９名の方が参加

公聴会（都市計画法第16条第1項）
［H２９．８．４］
２名の方が公述

【国土交通大臣との事前協議】
［Ｈ２９．８．１７～Ｈ２９．１０．２０］

市町からの意見聴取
（都市計画法第18条第1項）

区域マスタープラン及び区域区分の見直し（案）の公告・縦覧
（都市計画法第17条第1項）

［Ｈ２９．１０．１９～１１．２］ ５名の方が縦覧

【国土交通大臣の同意】
（都市計画法第18条第3項）

【意見書の提出】
（都市計画法第17条第2項）
３名の方が意見書提出

徳島県都市計画審議会での審議（都市計画法第18条第1項）
［Ｈ２９．１２．１９］

区域マスタープラン及び区域区分の見直し（案）の作成

都市計画の変更（都市計画法第21条第1項）［３月下旬予定］

都市計画決定の告示・縦覧（都市計画法第20条第1項,第2項）［３月下旬予定］

素案縦覧（都市計画法第16条第1項）
［H２９．７．１３～７．２７（県・市町窓口）］

市町案（用途変更）事前協議
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［
目

標
等

］

番
号

い
た

だ
い

た
御

意
見

の
趣

旨
御

意
見

に
対

す
る

県
の

考
え

方

1

・
平

成
2
2
年

を
基

準
年

と
し

て
い

る
が

、
平

成
2
7
年

国
勢

調
査

の
結

果
は

公
表

さ
れ

て
お

り
、

本
計

画
案

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

人
口

等
の

デ
ー

タ
の

多
く

が
更

新
で

き
る

。
よ

り
実

態
に

即
し

た
計

画
と

す
る

た
め

、
基

準
年

を
平

成
2
7
年

、
目

標
年

次
を

平
成

4
7
年

と
し

、
で

き
る

限
り

掲
載

デ
ー

タ
を

新
し

い
も

の
に

更
新

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

(
1
)表

頭
の

年
次

表
記

が
、

「
基

準
年

（
H
2
2）

」
と

「
平

成
2
2
年

」
の

よ
う

に
混

在
し

て
い

る
の

で
、

全
体

の
表

記
に

合
わ

せ
「

平
成

2
7
年

（
基

準
年

）
」

と
統

一
修

正
。

(
2
)道

路
整

備
率

・
公

園
整

備
率

（
平

成
2
4
年

）
、

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
（

平
成

2
6
年

）
の

図
を

最
新

の
も

の
に

修
正

。

　
基

準
年

に
つ

い
て

は
、

基
礎

調
査

を
実

施
し

た
平

成
2
5
年

度
の

時
点

で
、

最
新

の
国

勢
調

査
年

次
で

あ
る

平
成

2
2
年

と
し

て
お

り
ま

す
。

表
中

の
年

次
表

記
に

つ
い

て
は

、
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
の

趣
旨

を
踏

ま
え

、
「

H
2
2（

基
準

年
）

」
に

統
一

す
る

と
と

も
に

、
道

路
整

備
率

、
公

園
整

備
率

、
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
7
年

度
末

時
点

の
デ

ー
タ

に
更

新
し

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

2

・
市

街
地

の
実

態
を

踏
ま

え
、

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

と
藍

住
都

市
計

画
区

域
は

一
体

の
都

市
と

し
て

計
画

（
線

引
き

都
市

計
画

区
域

）
と

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

し
か

し
、

今
回

の
見

直
し

で
の

修
正

は
時

間
の

制
約

上
難

し
い

と
考

え
る

の
で

、
暫

定
的

に
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
と

藍
住

都
市

計
画

区
域

を
1

つ
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
と

し
て

ま
と

め
て

計
画

す
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

一
例

と
し

て
和

歌
山

県
で

は
、

複
数

の
都

市
計

画
区

域
を

1
つ

に
し

た
圏

域
別

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

策
定

し
て

お
り

、
こ

の
手

法
が

参
考

に
な

る
と

考
え

る
。




　
藍

住
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

で
は

、
区

域
区

分
を

定
め

な
い

方
針

と
し

て
お

り
、

現
時

点
に

お
い

て
、

区
域

区
分

を
定

め
た

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

と
の

区
域

再
編

は
考

え
て

お
り

ま
せ

ん
。

各
地

域
の

多
様

性
や

独
自

性
を

尊
重

し
、

地
域

の
個

性
に

根
ざ

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
中

、
広

域
的

に
配

置
さ

れ
た

拠
点

間
の

交
流

や
連

携
の

強
化

も
必

要
と

考
え

て
お

り
、

当
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

で
は

、
今

後
、

広
域

都
市

計
画

区
域

や
区

域
区

分
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

と
の

方
向

性
を

示
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
計

画
を

考
え

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

　
　

平
成

２
９

年
６

月
１

９
日

（
月

）
～

平
成

２
９

年
７

月
１

８
日

（
火

）

２
　

意
見

の
提

出
者

数
と

件
数

　
　

・
　

都
市

施
設

の
整

備
に

関
す

る
こ

と
　

　
　

３
０

件

　
　

・
　

土
地

利
用

に
関

す
る

こ
と

　
　

　
　

　
　

　
７

件

「
“

新
未

来
”

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
（

素
案

）
」

に
係

る
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

実
施

結
果

１
　

意
見

の
募

集
期

間

　
○

　
提

出
者

数
：

９
名

　
　

・
　

そ
の

他
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
４

件

　
　

・
　

目
標

等
に

関
す

る
こ

と
　

　
　

　
　

　
　

　
７

件

　
　

・
　

区
域

区
分

（
線

引
き

）
に

関
す

る
こ

と
　

　
３

件

３
　

意
見

の
要

旨
等

　
○

　
件

　
　

数
：

７
１

件

1
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3

・
各

市
町

村
の

中
心

部
を

広
域

拠
点

・
副

次
拠

点
・

生
活

都
市

拠
点

と
位

置
付

け
て

い
る

こ
と

か
ら

、
拠

点
を

形
成

す
る

た
め

の
手

法
が

必
要

と
考

え
る

。
平

成
2
6
年

の
都

市
再

生
特

別
措

置
法

の
改

正
で

、
集

約
型

都
市

構
造

を
形

成
す

る
た

め
の

手
法

と
し

て
市

町
村

が
立

地
適

正
化

計
画

を
策

定
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

こ
で

、
拠

点
形

成
の

手
法

と
し

て
、

県
が

市
町

村
の

立
地

適
正

化
計

画
の

策
定

支
援

を
行

う
こ

と
を

本
計

画
に

記
載

す
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

　
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

は
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

し
ま

し
た

。
今

後
、

本
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
踏

ま
え

、
市

街
地

内
で

の
都

市
機

能
や

居
住

機
能

の
さ

ら
な

る
集

約
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
立

地
適

正
化

計
画

を
策

定
す

る
市

町
に

対
し

、
学

識
経

験
者

と
連

携
し

た
研

究
会

を
開

催
す

る
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

課
題

を
解

決
し

、
主

体
的

な
ま

ち
づ

く
り

が
実

施
さ

れ
る

よ
う

支
援

し
て

参
り

ま
す

。

4

・
8
市

町
が

足
並

み
を

そ
ろ

え
る

必
要

は
な

く
、

逆
に

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
、

長
所

を
好

き
勝

手
に

伸
ば

せ
ば

い
い

。
オ

ン
リ

ー
ワ

ン
が

8
つ

重
な

っ
て

魅
力

あ
る

本
区

域
が

で
き

る
。

足
並

み
を

そ
ろ

え
る

の
は

防
災

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
交

通
だ

け
で

良
い

。
木

の
枝

が
太

陽
光

を
求

め
て

好
き

勝
手

に
自

由
に

伸
び

る
、

し
か

し
な

が
ら

横
の

枝
に

は
気

を
使

っ
て

あ
い

だ
を

う
ま

く
あ

け
て

伸
び

て
行

く
。

自
由

勝
手

に
や

っ
て

も
秩

序
は

守
ら

れ
る

。
そ

ん
な

自
由

で
み

ず
み

ず
し

い
本

区
域

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

都
市

づ
く

り
の

理
念

と
し

て
、

地
域

の
主

体
と

な
る

市
町

の
独

自
性

や
多

様
性

を
尊

重
し

つ
つ

、
広

域
的

に
配

置
さ

れ
た

拠
点

間
の

交
流

や
連

携
の

強
化

に
よ

り
、

新
た

な
価

値
が

創
造

さ
れ

、
魅

力
と

活
力

に
あ

ふ
れ

る
都

市
づ

く
り

を
目

指
す

こ
と

を
掲

げ
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

5
・

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

内
に

お
い

て
、

自
然

災
害

に
強

い
街

づ
く

り
を

行
う

。




　
※

三
鷹

市
役

所
の

「
天

空
の

城
　

ラ
ピ

ユ
タ

計
画

の
街

づ
く

り
」

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

都
市

づ
く

り
の

理
念

と
し

て
、

あ
ら

ゆ
る

大
規

模
自

然
災

害
を

迎
え

撃
つ

た
め

、
公

共
施

設
の

耐
震

化
や

地
域

の
避

難
体

制
の

強
化

な
ど

防
災

・
減

災
対

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
発

災
後

の
迅

速
か

つ
円

滑
な

都
市

の
再

生
が

実
現

で
き

る
よ

う
復

興
ま

ち
づ

く
り

の
事

前
準

備
を

行
う

な
ど

、
震

災
時

死
者

ゼ
ロ

を
目

指
す

県
土

強
靱

化
を

推
進

し
、

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

を
行

う
こ

と
を

掲
げ

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

6

・
「

徳
島

東
部

都
市

計
画

マ
ス

タ
－

プ
ラ

ン
」

に
お

け
る

目
標

管
理

の
在

り
方




(
1
)徳

島
県

を
リ

－
ド

す
る

「
職

・
住

・
学

・
遊

」
の

総
合

的
な

機
能

が
備

わ
っ

た
高

次
元

都
市

機
能

の
都

市
社

会
資

本
基

盤
整

備
を

促
進

す
る

。



　
※

(
外

資
系

高
級

ホ
テ

ル
の

誘
致

，
ス

パ
・

リ
ゾ

－
ト

施
設

の
誘

致
，

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
オ

フ
イ

ス
の


誘
致

，
徳

島
大

学
に

お
け

る
総

合
大

学
化

等
)



(
2
)交

流
人

口
の

拡
大

と
地

域
間

連
携

の
推

進
を

図
る

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

網
の

交
通

社
会

整
備

基
盤

整
備

を
促

進
す

る
。



　

※
(
四

国
新

幹
線

の
実

現
，

四
国

8
の

字
高

速
道

路
の

完
成

等
)



(
3
)水

と
緑

が
映

え
る

ゆ
と

り
あ

る
居

住
環

境
に

基
づ

く
ま

ち
づ

く
り

の
整

備



(
4
)豊

か
な

自
然

資
源

・
歴

史
文

化
を

生
か

し
た

広
域

交
流

拠
点

の
形

成
を

図
る

。



　
※

(
阿

波
お

ど
り

会
館

，
阿

波
十

郎
衛

兵
屋

敷
，

鳴
門

市
ド

イ
ツ

館
，

藍
の

館
)



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

都
市

づ
く

り
の

理
念

と
し

て
、

・
す

べ
て

の
人

が
暮

ら
し

や
す

い
、

「
地

方
創

生
拠

点
連

携
型

」
の

都
市

づ
く

り
を

行
う

・
「

す
べ

て
の

人
命

を
守

る
」

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

を
行

う
・

豊
か

な
自

然
と

調
和

し
地

域
資

源
の

保
全

・
活

用
に

よ
る

環
境

に
優

し
い

都
市

づ
く

り
を

行
う

・
地

域
の

独
自

性
を

活
か

し
、

魅
力

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

都
市

づ
く

り
を

行
う

・
住

民
目

線
に

立
っ

た
創

造
性

豊
か

な
都

市
づ

く
り

を
行

う
こ

と
を

掲
げ

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

7
・

「
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
」

に
藍

住
町

(
徳

島
自

動
車

道
の

藍
住

I
C
周

辺
及

び
J
R
高

徳
線

の
J
R
勝

瑞
駅

周
辺

)
と

板
野

町
(
高

松
自

動
車

道
の

板
野

I
C
周

辺
及

び
あ

す
た

む
ら

ん
ど

徳
島

周
辺

)
を

追
加

編
入

す
る

。




　
※

平
成

3
0
年

度
に

高
松

自
動

車
道

の
完

全
四

車
線

化
の

工
事

が
完

成

　
都

市
圏

域
の

連
続

性
、

通
勤

・
通

学
等

の
日

常
生

活
圏

、
主

要
な

交
通

施
設

の
設

置
状

況
等

か
ら

総
合

的
に

判
断

し
、

一
体

の
都

市
と

し
て

整
備

、
開

発
及

び
保

全
す

る
必

要
の

あ
る

区
域

と
し

て
、

現
在

の
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
を

指
定

し
て

お
り

ま
す

。
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

今
後

、
広

域
都

市
計

画
区

域
や

区
域

区
分

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
と

の
方

向
性

を
示

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

計
画

を
考

え
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2

0210927
テキスト ボックス
 ６



［
区

域
区

分
（

線
引

き
）

］

番
号

い
た

だ
い

た
御

意
見

の
趣

旨
御

意
見

に
対

す
る

県
の

考
え

方

1

・
阿

南
駅

か
ら

東
部

エ
リ

ア
に

お
い

て
は

、
生

活
基

盤
の

整
備

が
市

内
で

も
っ

と
も

充
実

し
て

い
な

が
ら

、
富

岡
商

店
街

エ
リ

ア
で

は
、

店
舗

集
積

が
過

密
と

な
っ

て
お

り
、

又
、

阿
南

駅
東

部
エ

リ
ア

に
お

い
て

は
、

特
に

富
岡

小
学

校
か

ら
東

部
地

域
で

は
、

市
外

化
調

整
区

域
と

な
っ

て
お

り
、

住
宅

地
化

が
難

し
い

エ
リ

ア
と

な
っ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

良
好

な
街

区
を

整
備

す
る

た
め

の
都

市
計

画
道

路
周

辺
に

お
い

て
も

調
整

区
域

指
定

や
場

所
に

よ
っ

て
は

農
地

法
に

お
け

る
甲

種
農

地
の

指
定

が
な

さ
れ

る
な

ど
、

住
宅

地
化

の
歯

止
め

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
度

の
都

市
計

画
見

直
し

に
お

い
て

、
富

岡
東

部
エ

リ
ア

で
の

住
宅

店
舗

を
建

設
促

進
す

る
線

引
き

へ
の

見
直

し
、

そ
れ

と
並

行
し

て
農

地
法

に
よ

る
各

種
制

限
に

つ
い

て
も

見
直

し
す

べ
き

と
思

う
。

　
区

域
区

分
を

定
め

る
に

あ
た

っ
て

の
方

針
と

し
て

は
、

緑
地

等
自

然
環

境
の

整
備

又
は

保
全

に
配

慮
す

る
視

点
か

ら
優

良
な

農
地

等
と

の
健

全
な

調
和

を
図

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

区
域

区
分

の
見

直
し

の
方

針
と

し
て

は
、

市
街

化
区

域
編

入
に

あ
た

っ
て

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

の
実

施
な

ど
計

画
的

な
開

発
の

見
通

し
が

あ
る

こ
と

を
必

要
と

し
て

お
り

ま
す

。
さ

ら
に

は
、

市
町

が
策

定
す

る
地

域
別

の
あ

る
べ

き
市

街
地

像
等

を
示

し
た

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
と

整
合

が
図

ら
れ

る
必

要
が

あ
り

、
ま

た
、

住
宅

地
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
開

発
許

可
制

度
や

地
区

計
画

制
度

を
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。
今

回
は

、
素

案
ど

お
り

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

が
、

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
区

域
区

分
の

見
直

し
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2

・
都

市
計

画
区

域
全

体
の

市
街

化
区

域
の

面
積

の
み

を
掲

載
し

て
も

、
そ

れ
が

市
町

村
別

に
近

年
ど

う
い

う
傾

向
を

示
し

、
今

後
ど

の
よ

う
に

し
た

い
の

か
、

計
画

の
意

図
が

読
み

取
れ

な
い

。
例

え
ば

小
松

島
市

や
阿

南
市

の
四

国
横

断
自

動
車

道
の

新
設

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

周
辺

部
は

必
要

に
応

じ
て

市
街

化
区

域
に

編
入

す
る

、
一

方
で

既
存

市
街

化
区

域
縁

辺
部

の
市

街
化

が
望

め
な

い
農

地
や

山
林

等
は

市
街

化
調

整
区

域
に

編
入

す
る

（
逆

線
引

き
）

と
い

っ
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

区
域

の
増

減
の

結
果

と
し

て
、

市
街

化
区

域
の

規
模

を
ど

の
よ

う
に

想
定

す
る

か
を

示
す

事
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。




　
市

街
化

区
域

の
規

模
に

つ
い

て
は

、
本

区
域

に
お

け
る

人
口

及
び

産
業

の
見

通
し

に
基

づ
き

、
か

つ
市

街
化

の
現

況
及

び
動

向
を

勘
案

し
想

定
し

て
お

り
、

こ
の

範
囲

内
で

区
域

区
分

の
見

直
し

基
準

に
合

っ
た

地
区

を
見

直
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

へ
の

記
載

事
項

に
つ

い
て

は
、

都
市

計
画

運
用

指
針

に
沿

っ
た

も
の

と
し

て
お

り
ま

す
。

本
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
踏

ま
え

、
市

町
に

お
い

て
は

、
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
そ

の
中

で
地

域
別

の
あ

る
べ

き
市

街
地

像
が

示
さ

れ
る

と
と

も
に

、
地

域
別

の
土

地
利

用
や

都
市

施
設

の
整

備
の

方
針

等
が

示
さ

れ
て

お
り

ま
す

。

3

・
阿

南
市

は
都

市
計

画
に

よ
り

ほ
と

ん
ど

の
場

所
が

調
整

区
域

と
農

地
法

の
岩

盤
規

制
で

規
制

さ
れ

住
宅

等
を

建
築

す
る

事
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

。
そ

の
事

が
人

口
減

少
の

大
き

な
要

因
に

成
っ

て
い

る
。

特
に

新
し

い
市

庁
舎

の
あ

る
阿

南
市

の
中

心
地

富
岡

町
の

小
学

校
は

児
童

数
が

阿
南

市
の

平
均

よ
り

減
少

し
て

い
る

。
阿

南
市

が
人

口
を

増
や

す
施

策
と

し
て

他
地

域
よ

り
流

入
を

図
る

よ
り

子
育

て
世

代
を

受
入

れ
多

く
の

子
供

（
3
～

5
人

）
を

生
ん

で
も

ら
い

児
童

の
数

を
増

や
す

方
向

で
進

め
る

べ
き

と
考

え
て

い
る

。
そ

の
為

に
は

小
学

校
を

中
心

に
児

童
が

雨
の

日
も

歩
行

に
よ

り
安

全
に

通
学

し
親

も
安

心
出

来
る

距
離

に
住

宅
や

住
宅

団
地

の
形

成
が

必
要

で
あ

る
。

今
回

の
見

直
し

で
富

岡
小

学
校

だ
け

で
な

く
調

整
区

域
に

点
在

す
る

小
学

校
の

周
囲

は
住

宅
や

住
宅

団
地

が
形

成
し

や
す

い
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

と
し

て
欲

し
い

。

　
区

域
区

分
を

定
め

る
に

あ
た

っ
て

の
方

針
と

し
て

は
、

緑
地

等
自

然
環

境
の

整
備

又
は

保
全

に
配

慮
す

る
視

点
か

ら
優

良
な

農
地

等
と

の
健

全
な

調
和

を
図

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

区
域

区
分

の
見

直
し

の
方

針
と

し
て

は
、

市
街

化
区

域
編

入
に

あ
た

っ
て

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

の
実

施
な

ど
計

画
的

な
開

発
の

見
通

し
が

あ
る

こ
と

を
必

要
と

し
て

お
り

ま
す

。
さ

ら
に

は
、

市
町

が
策

定
す

る
地

域
別

の
あ

る
べ

き
市

街
地

像
等

を
示

し
た

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
と

整
合

が
図

ら
れ

る
必

要
が

あ
り

、
ま

た
、

住
宅

地
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

現
行

の
開

発
許

可
制

度
や

地
区

計
画

制
度

を
活

用
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。
今

回
は

、
素

案
ど

お
り

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

が
、

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
区

域
区

分
の

見
直

し
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

［
都

市
施

設
の

整
備

］

番
号

い
た

だ
い

た
御

意
見

の
趣

旨
御

意
見

に
対

す
る

県
の

考
え

方

1

・
本

県
に

お
い

て
発

生
が

懸
念

さ
れ

る
南

海
ト

ラ
フ

大
地

震
対

策
に

つ
い

て
は

各
種

の
防

災
対

策
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
が

、
住

民
に

差
し

迫
っ

て
い

る
自

然
災

害
と

し
て

、
那

賀
川

、
桑

野
川

の
洪

水
被

害
リ

ス
ク

が
最

も
高

い
と

思
う

。
２

０
１

４
年

8
月

洪
水

で
は

阿
南

市
内

に
お

い
て

も
多

く
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

て
い

ま
す

。
都

市
災

害
対

策
に

お
い

て
は

河
川

災
害

対
策

を
さ

ら
に

強
化

す
べ

き
と

思
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

気
候

変
動

等
に

伴
う

水
害

の
頻

発
・

激
甚

化
に

対
応

す
る

た
め

、
河

川
の

治
水

安
全

度
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

南
海

ト
ラ

フ
の

地
震

に
備

え
た

、
地

震
・

津
波

対
策

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

県
土

の
強

靱
化

を
図

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
優

先
的

に
概

ね
１

０
年

以
内

に
実

施
予

定
で

あ
る

主
要

な
事

業
に

那
賀

川
・

桑
野

川
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

3
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2

・
四

国
横

断
自

動
車

道
徳

島
阿

南
間

の
整

備
完

成
が

近
づ

い
て

い
る

が
、

現
在

県
南

へ
の

主
要

幹
線

道
路

国
道

5
5
号

と
高

速
道

路
を

ア
ク

セ
ス

す
る

道
路

計
画

が
図

示
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
に

思
う

。
現

状
で

四
国

横
断

自
動

車
道

が
完

成
供

用
さ

れ
た

場
合

、
国

道
5
5
号

を
利

用
し

て
き

た
車

両
の

多
く

は
、

阿
南

イ
ン

タ
ー

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
が

十
分

で
な

い
状

態
に

お
い

て
は

、
小

松
島

イ
ン

タ
ー

ま
で

移
動

し
て

高
速

道
路

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
に

な
る

。
国

道
5
5
号

か
ら

高
規

格
道

路
ま

で
の

ア
ク

セ
ス

道
路

計
画

の
着

工
は

1
0
年

以
上

先
で

は
な

く
、

高
規

格
道

路
完

成
ま

で
カ

ウ
ン

ト
ダ

ウ
ン

と
な

っ
て

い
る

今
回

の
都

市
計

画
素

案
に

計
上

し
、

市
民

へ
の

周
知

を
図

り
新

設
道

路
と

し
て

事
業

化
す

べ
き

と
思

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

交
流

人
口

の
拡

大
、

経
済

活
動

の
活

性
化

及
び

地
域

の
観

光
力

の
向

上
な

ど
、

地
方

創
生

の
礎

と
な

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

た
め

、
高

速
道

路
網

の
整

備
や

高
速

道
路

へ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

等
の

整
備

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
主

要
な

施
設

の
整

備
目

標
に

つ
い

て
は

、
現

状
で

の
事

業
計

画
や

将
来

見
通

し
等

を
勘

案
し

、
優

先
的

に
概

ね
１

０
年

以
内

に
実

施
予

定
で

あ
る

主
要

な
路

線
を

記
載

し
て

お
り

、
阿

南
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
の

渋
滞

緩
和

に
資

す
る

主
要

地
方

道
阿

南
勝

浦
線

の
整

備
を

位
置

付
け

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

3

・
県

庁
付

近
の

渋
滞

緩
和

の
た

め
の

道
路

建
設

は

今

後
と

も
進

め
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
以

下
の

項
目

も
併

せ
て

進
め

て
い

た
だ

き
た

い
。




(
1
)那

賀
川

橋
に

お
け

る
日

亜
化

学
へ

の
通

勤
渋

滞
の

緩
和

の
た

め
に

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

を
羽

ノ
浦

町
近

辺
に

増
設

さ
れ

た
い

。
那

賀
川

橋
直

近
で

事
故

多
発

区
間

も
あ

る
。

歩
道

整
備

な
ど

も
検

討
し

て
ほ

し
い

。




(
2
)J

R
高

架
に

と
も

な
っ

て
沖

浜
町

か
ら

二
軒

屋
に

抜
け

る
側

道
な

ど
を

整
備

し
、

朝
の

渋
滞

を
緩

和
す

る
こ

と
が

可
能

な
の

で
は

な
い

か
。



(
3
)沖

浜
町

付
近

の
信

号
を

よ
り

き
め

細
か

く
調

整
す

る
こ

と
を

お
願

い
し

た
い

。
絶

対
数

を
減

ら
す

こ
と

も
視

野
に

入
れ

て
ほ

し
い

。
一

方
通

行
区

間
を

増
や

す
こ

と
も

効
果

的
で

は
な

い
か

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

中
心

市
街

地
の

通
過

交
通

を
排

除
し

、
都

市
内

交
通

の
円

滑
な

分
散

を
図

る
た

め
、

徳
島

市
を

中
心

と
し

た
放

射
・

環
状

道
路

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

鉄
道

の
高

架
と

合
わ

せ
た

街
路

網
整

備
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

4
・

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

内
の

市
町

村
に

お
い

て
、

防
災

上
の

観
点

か
ら

「
地

域
防

災
拠

点
施

設
」

の
施

設
整

備
の

整
備

促
進

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

災
害

時
の

防
災

拠
点

と
な

る
公

共
施

設
の

耐
震

化
・

長
寿

命
化

や
支

援
物

資
が

集
積

で
き

る
防

災
拠

点
等

の
機

能
強

化
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

5

・
人

口
減

少
や

地
方

創
生

の
視

点
、

他
県

に
は

無
い

徳
島

の
魅

力
を

活
か

し
た

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

方
向

性
に

賛
成

で
あ

り
、

ま
た

地
震

や
気

象
災

害
の

防
災

視
点

が
活

き
て

い
て

よ
い

と
思

う
。

・
「

豊
か

な
自

然
と

調
和

し
、

地
域

資
源

の
保

全
・

活
用

に
よ

る
環

境
に

や
さ

し
い

都
市

づ
く

り
」

で
は

、



グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

に
つ

い
て

述
べ

て
い

る
が

、
も

っ
と

積
極

的
に

す
す

め
て

欲
し

い
と

思
う

。
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
に

つ
い

て
「

緑
化

」
は

狭
義

で
偏

り
過

ぎ
で

あ
る

。

例

え
ば

川
づ

く
り

や
土

砂
管

理
も

含
ま

れ
る

し
、

景
観

機
能

や
地

下
水

・
た

め
池

・
井

戸
の

利
用

や
水

循
環

の
シ

ス
テ

ム
の

持
続

的
な

活
用

、
自

然
環

境
が

有
す

る
機

能
を

引
き

出
す

事
を

広
く

指
す

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

気
候

変
動

に
よ

る
自

然
環

境
の

悪
化

を
防

止
す

る
た

め
、

魅
力

あ
る

都
市

空
間

や
水

辺
空

間
な

ど
に

お
け

る
地

域
の

個
性

あ
る

美
し

い
景

観
の

保
全

、
再

生
、

創
出

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

森
林

、
農

地
、

河
川

に
お

け
る

水
の

涵
養

機
能

の
維

持
、

向
上

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
健

全
な

水
循

環
の

維
持

、
回

復
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
取

り
組

み
に

関
す

る
記

述
に

つ
い

て
は

、
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
の

趣
旨

を
踏

ま
え

見
直

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

6
・

鳴
門

市
鳴

門
町

高
島

の
鳴

門
ウ

チ
ノ

海
総

合
公

園
と

塩
田

公
園

と
を

一
体

化
し

た
徳

島
県

立
都

市
公

園
と

し
て

の
都

市
公

園
整

備
を

行
う

。




　
※

全
国

の
例

　
兵

庫
県

播
州

赤
穂

市
の

「
兵

庫
県

立
赤

穂
海

浜
公

園
」

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

自
然

、
文

化
、

人
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
で

あ
る

都
市

公
園

に
つ

い
て

、
多

様
化

す
る

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
需

要
に

対
応

す
る

た
め

、
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
特

色
あ

る
緑

地
を

保
全

、
整

備
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

7

・
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
内

に
お

け
る

「
四

国
8
8
箇

所
霊

場
と

遍
路

道
」

の
木

製
カ

－
ド

レ
－

ル
化

へ
の

整
備

促
進

を
行

う
。




・

四
国

横
断

自
動

車
道

に
架

か
る

新
町

川
と

勝
浦

川
の

高
速

道
路

の
橋

梁
は

都
市

景
観

に
配

慮
し

て
、

伊
勢

湾
岸

自
動

車
道

の
「

名
港

ト
リ

ト
ン

」
の

よ
う

な
橋

梁
構

造
に

す
る

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

4
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8
・

徳
島

県
、

国
土

交
通

省
四

国
運

輸
局

徳
島

運
輸

支
局

、
徳

島
市

、
高

速
バ

ス
事

業
者

等
が

一
体

と
な

つ
て

、
J
R
徳

島
駅

前
高

速
バ

ス
タ

－
ミ

ナ
ル

の
整

備
促

進
を

行
う

。




　
※

全
国

の
例

　
J
R
高

松
駅

前
高

速
バ

ス
タ

－
ミ

ナ
ル

，
高

知
駅

北
口

高
速

バ
ス

バ
ス

タ
－

ミ
ナ

ル
等

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

9
・

鳴
門

運
動

総
合

公
園

を
埼

玉
県

大
宮

運
動

公
園

に
よ

う
に

整
備

促
進

を
行

う
。




　

※
埼

玉
県

立
大

宮
野

球
場

,　
N
A
CK

5
サ

ツ
カ

－
ス

タ
ジ

ア
ム

,
大

宮
陸

上
競

技
場

等

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

や
防

災
施

設
と

し
て

の
機

能
も

有
す

る
都

市
公

園
・

緑
地

を
計

画
的

に
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
健

康
で

安
全

か
つ

文
化

的
な

都
市

づ
く

り
に

努
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
0

・
マ

リ
ン

ピ
ア

沖
洲

に
「

徳
島

ト
ラ

ツ
ク

・
ス

テ
イ

シ
ョ

ン
」

(
徳

島
T
S
)を

開
業

す
る

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
1

・
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
内

の
「

道
の

駅
」

及
び

「
海

の
駅

」
に

お
け

る
地

域
交

流
施

設
の

整
備

促
進

を
行

う
。




　

※
全

国
の

実
例

　
長

野
県

の
「

信
州

交
流

の
駅

ネ
ツ

ト
ワ

－
ク

」
の

取
り

組
み



　

　
信

州
蕎

麦
の

蕎
麦

打
ち

体
験

な
ど




　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
2

・
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

の
「

訪
日

誘
客

支
援

空
港

」
の

認
定

を
受

け
て

「
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

に
お

け
る

国
際

空
港

化
」

の
ハ

－
ド

面
及

び
ソ

フ
ト

面
の

整
備

促
進

の
取

り
組

み
を

推
進

す
る

。




　
※

全
国

の
例

　
岩

手
県

営
い

わ
て

花
巻

空
港

の
国

際
線

専
用

旅
客

タ
－

ミ
ナ

ル
ビ

ル



　
※

香
港

航
空

に
よ

る
早

期
の

徳
島

=
香

港
線

の
就

航
,
タ

イ
ガ

－
エ

ア
台

湾
に

よ
る

徳
島

=台
北

線
の

開
設

,



シ
ル

ク
エ

ア
－

に
よ

る
徳

島
=
シ

ン
ガ

ポ
－

ル
線

の
開

設
,
セ

ブ
・

パ
シ

フ
イ

ツ
ク

航
空

に
よ

る
徳

島
=マ

ニ
ラ

線
の

開
設

,
エ

ア
ア

ジ
ア

X
に

よ
る

徳
島

=ク
ア

ラ
ル

プ
－

ル
線

の
開

設

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
3

・
「

徳
島

自
動

車
道

」
を

「
名

神
高

速
自

動
車

道
」

及
び

「
新

名
神

高
速

自
動

車
道

」
の

ダ
ブ

ル
フ

ル
ネ

ツ
ト

ワ
－

ク
網

に
組

み
込

ん
で

貰
え

る
よ

う
に

、
国

土
交

通
省

近
畿

地
方

整
備

局
並

び
に

西
日

本
高

速
道

路
関

西
支

社
に

要
望

す
る

。





・
一

般
県

道
亀

浦
港

櫛
木

線
(鳴

門
ス

カ
イ

ラ
イ

ン
)
の

四
方

見
橋

に
お

け
る

休
憩

施
設

の
整

備
促

進
を

行
う

。




・
撫

養
川

水
際

親
水

公
園

に
お

け
る

更
な

る
河

川
整

備
を

行
う

。



　
※

撫
養

川
水

際
親

水
公

園
で

の
「

と
く

し
ま

L
E
Dア

－
ト

フ
エ

ス
テ

イ
バ

ル
」

の
サ

テ
ラ

イ
ト

会
場

の
開

設



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
4

・
平

成
3
1
年

度
の

四
国

横
断

自
動

車
道

の
徳

島
東

I
C
の

開
業

を
視

野
に

入
れ

て
、

マ
リ

ン
ピ

ア
沖

洲
に

お
け

る
高

速
バ

ス
停

留
所

、
高

速
バ

ス
待

合
室

、
高

速
バ

ス
チ

ケ
ツ

ト
セ

ン
タ

－
、

駐
車

場
等

の
整

備
促

進
を

行
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

5
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1
5

・
「

徳
島

県
文

化
の

森
総

合
公

園
」

を
東

京
の

上
野

恩
賜

公
園

(
東

京
国

立
博

物
館

，
国

立
西

洋
美

術
館

，
国

立
科

学
博

物
館

，
上

野
の

森
美

術
館

，
東

京
都

美
術

館
，

東
京

藝
術

大
学

等
)
の

よ
う

な
「

総
合

芸
術

・
文

化
ゾ

－
ン

」
へ

の
整

備
促

進
を

行
う

。




　
※

「
徳

島
県

文
化

の
森

総
合

公
園

」
に

，
東

京
国

立
博

物
館

，
国

立
西

洋
美

術
館

，
国

立
科

学
博

物
館

，
東

京
都

美
術

館
の

サ
テ

ラ
イ

ト
施

設
を

開
設

す
る

。



　
※

「
徳

島
県

文
化

の
森

総
合

公
園

」
に

東
京

藝
術

大
学

の
サ

テ
ラ

イ
ト

・
キ

ヤ
ン

パ
ス

大
学

を
開

設
す

る
。

　
※

「
徳

島
県

文
化

の
森

総
合

公
園

」
の

野
外

劇
場

の
ド

－
ム

化
を

行
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
施

設
や

防
災

施
設

と
し

て
の

機
能

も
有

す
る

都
市

公
園

・
緑

地
を

計
画

的
に

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

健
康

で
安

全
か

つ
文

化
的

な
都

市
づ

く
り

に
努

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
6

・
徳

島
県

、
国

土
交

通
省

四
国

地
方

整
備

局
徳

島
河

川
国

道
事

務
所

、
徳

島
県

警
察

本
部

交
通

部
と

協
力

し
て

、
国

道
1
1
号

線
吉

野
川

バ
イ

バ
ス

に
お

け
る

バ
ス

専
用

レ
－

ン
の

運
用

時
間

帯
の

拡
充

を
図

る
。




・

徳
島

県
、

国
土

交
通

省
四

国
地

方
整

備
局

徳
島

河
川

国
道

事
務

所
、

国
土

交
通

省
四

国
運

輸
局

徳
島

運
輸

支
局

、
徳

島
バ

ス
等

が
協

力
し

て
、

国
道

1
1
号

線
吉

野
川

バ
イ

バ
ス

松
茂

ラ
ン

プ
に

お
け

る
パ

－
ク

ア
ン

ド
＆

バ
ス

ラ
イ

ド
の

施
設

の
充

実
を

図
る

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

バ
ス

路
線

網
の

再
編

や
パ

ー
ク

ア
ン

ド
バ

ス
ラ

イ
ド

の
推

進
な

ど
公

共
交

通
機

関
を

利
用

し
た

交
通

体
系

の
確

立
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
7

・
主

要
県

道
徳

島
空

港
線

の
西

伸
道

路
工

事
を

行
っ

て
、

主
要

県
道

徳
島

鳴
門

線
と

接
続

さ
せ

る
。




　

※
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

と
霊

山
寺

，
ド

イ
ツ

館
，

大
麻

比
古

神
社

と
の

交
通

ア
ク

セ
ス

の
強

化
を

図
る

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
8

・
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

の
更

な
る

空
港

整
備

を
防

衛
省

及
び

国
土

交
通

省
に

要
望

す
る

。



　

※

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
の

滑
走

路
の

長
さ

を
茨

城
空

港
及

び
小

松
空

港
と

同
等

な
2
7
00

m
へ

延
長

(
国

際
線

仕
様

の
ボ

－
イ

ン
グ

7
7
7-

2
00

E
Rの

離
発

着
を

可
能

に
す

る
。

)




　
※

国
際

航
空

貨
物

物
流

タ
－

ミ
ナ

ル
ビ

ル
の

整
備

促
進

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

1
9

・
「

徳
島

・
鳴

門
自

転
車

道
」

の
整

備
促

進
を

行
い

「
自

転
車

王
国

・
と

く
し

ま
」

、
「

サ
イ

ク
ル

王
国

・
と

く
し

ま
」

を
構

築
す

る
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2
0

・
徳

島
市

八
万

町
大

野
で

徳
島

南
環

状
道

路
大

野
I
C
と

国
道

5
5
号

徳
島

南
バ

イ
パ

ス
と

の
早

期
の

接
続

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

中
心

市
街

地
の

通
過

交
通

を
排

除
し

、
都

市
内

交
通

の
円

滑
な

分
散

を
図

る
た

め
、

徳
島

市
を

中
心

と
し

た
放

射
・

環
状

道
路

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
1

・
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

及
び

徳
島

小
松

島
港

周
辺

地
域

に
輸

入
促

進
基

盤
施

設
を

整
備

し
、

陸
海

空
の

一
体

的
な

物
流

流
通

拠
点

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
県

内
産

業
の

国
際

化
や

活
性

化
を

行
う

。



　
※

徳
島

F
A
Z(

徳
島

国
際

貿
易

セ
ン

タ
－

，
徳

島
国

際
物

流
流

通
タ

－
ミ

ナ
ル

等
)

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

重
要

港
湾

徳
島

小
松

島
港

及
び

橘
港

、
徳

島
飛

行
場

（
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

）
の

他
、

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

周
辺

の
流

通
拠

点
を

中
心

と
し

て
流

通
施

設
の

集
約

を
図

る
と

と
も

に
、

各
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

整
備

や
広

域
道

路
網

の
整

備
に

伴
い

、
そ

の
要

所
と

な
る

箇
所

に
流

通
施

設
を

配
置

す
る

方
針

と
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

6

0210927
テキスト ボックス
１０



2
2

・
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
内

の
徳

島
自

動
車

道
に

お
け

る
鳴

門
J
C
T～

藍
住

I
C
の

間
の

四
車

線
化

の
整

備
を

促
進

す
る

。




　
※

香
川

県
東

か
が

わ
市

・
さ

ぬ
き

市
及

び
兵

庫
県

南
あ

わ
じ

市
・

洲
本

市
の

市
民

を
徳

島
自

動
車

道
の

徳
島

I
C
又

は
藍

住
I
C
に

よ
つ

て
「

そ
ご

う
徳

島
店

」
，

「
イ

オ
ン

モ
－

ル
徳

島
」

，
「

ゆ
め

タ
ウ

ン
徳

島
」

に
引

き
付

け
る

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

交
流

人
口

の
拡

大
、

経
済

活
動

の
活

性
化

及
び

地
域

の
観

光
力

の
向

上
な

ど
、

地
方

創
生

の
礎

と
な

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

た
め

、
４

車
線

化
を

は
じ

め
と

す
る

高
速

道
路

網
の

整
備

や
高

速
道

路
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
等

の
整

備
を

行
う

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2
3

・
年

齢
、

性
別

、
障

害
の

有
無

を
問

わ
ず

、
生

き
生

き
と

働
き

暮
ら

し
や

す
い

、
優

し
い

バ
リ

ヤ
フ

リ
－

の
街

づ
く

り
に

基
づ

く
「

ユ
ニ

バ
－

サ
ル

な
街

づ
く

り
・

と
く

し
ま

」
を

進
め

る
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

快
適

で
安

全
な

生
活

環
境

の
形

成
を

図
る

た
め

、
高

齢
者

や
障

が
い

者
、

自
転

車
通

行
に

配
慮

し
た

広
幅

員
の

歩
道

整
備

を
行

う
な

ど
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
、

さ
ら

に
は

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2
4

・
J
A
バ

ン
ク

蔵
本

公
園

、
鳴

門
・

大
塚

ス
ポ

－
ツ

パ
ー

ク
、

徳
島

県
南

部
健

康
運

動
公

園
、

徳
島

小
松

島
港



和

田
島

緑
地

・
J
A
あ

い
さ

い
緑

地
等

に
お

け
る

地
域

防
災

都
市

公
園

化
の

整
備

促
進

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

地
震

、
津

波
に

よ
る

広
域

的
か

つ
大

規
模

な
災

害
に

対
応

す
る

た
め

、
広

域
防

災
拠

点
や

避
難

場
所

と
な

る
都

市
公

園
を

確
保

し
、

機
能

強
化

に
よ

り
地

域
防

災
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
緊

急
物

資
の

確
実

な
供

給
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
公

園
に

お
け

る
物

資
の

集
積

拠
点

機
能

を
強

化
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
5

・
都

市
計

画
道

路
の

「
住

吉
万

代
園

瀬
橋

線
」

の
事

業
の

着
手

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

中
心

市
街

地
の

通
過

交
通

を
排

除
し

、
都

市
内

交
通

の
円

滑
な

分
散

を
図

る
た

め
、

徳
島

市
を

中
心

と
し

た
放

射
・

環
状

道
路

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
優

先
的

に
概

ね
１

０
年

以
内

に
実

施
予

定
で

あ
る

主
要

な
施

設
に

都
市

計
画

道
路

「
住

吉
万

代
園

瀬
橋

線
」

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。

2
6

・
徳

島
市

南
福

島
町

の
「

徳
島

み
な

と
公

園
」

に
お

け
る

都
市

公
園

整
備

を
促

進
す

る
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

や
防

災
施

設
と

し
て

の
機

能
も

有
す

る
都

市
公

園
・

緑
地

を
計

画
的

に
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
健

康
で

安
全

か
つ

文
化

的
な

都
市

づ
く

り
に

努
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
7

・
主

要
地

方
道

「
徳

島
北

灘
線

」
の

卯
辰

峠
山

道
部

分
の

卯
辰

ト
ン

ネ
ル

の
事

業
着

手
化

で
「

道
の

駅
　

第
九

の
里

」
と

「
き

た
な

だ
　

海
の

駅
」

と
の

連
動

性
の

強
化

を
図

る
。




・

都
市

計
画

道
路

「
黒

山
中

山
線

」
の

早
期

の
全

線
開

通
で

、
主

要
地

方
道

「
鳴

門
公

園
線

」
と

主
要

地
方

道
「

瀬
戸

撫
養

線
」

と
か

ら
な

る
「

鳴
門

環
状

道
路

」
の

構
築

を
行

う
。




　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

地
域

活
性

化
施

策
等

を
支

援
す

る
道

路
整

備
を

促
進

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

優
先

的
に

概
ね

１
０

年
以

内
に

実
施

予
定

で
あ

る
主

要
な

施
設

に
都

市
計

画
道

路
「

黒
山

中
山

線
」

を
位

置
付

け
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
8

・
徳

島
小

松
島

港
沖

洲
埠

頭
に

お
け

る
旅

客
船

フ
エ

リ
－

タ
－

ミ
ナ

ル
基

地
化

の
港

湾
整

備
の

整
備

促
進

を
行

う
。




・

徳
島

小
松

島
港

赤
石

埠
頭

並
び

に
金

磯
埠

頭
に

お
け

る
大

型
国

際
ク

ル
－

ザ
－

客
船

タ
－

ミ
ナ

ル
基

地
化

と
国

際
貨

物
コ

ン
テ

ナ
タ

－
ミ

ナ
ル

基
地

化
の

港
湾

整
備

の
整

備
促

進
を

行
う

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2
9

・
徳

島
環

状
道

路
(
徳

島
東

環
状

道
路

，
徳

島
南

環
状

道
路

，
徳

島
北

環
状

道
路

，
徳

島
西

環
状

道
路

)
の

総
合

的
な

環
状

道
路

整
備

を
促

進
す

る
。

・
徳

島
市

川
内

町
の

徳
島

東
環

状
道

路
沿

い
の

徳
島

県
立

阿
波

十
郎

兵
衛

屋
敷

の
近

く
に

「
道

の
駅

・
阿

波
十

郎
兵

衛
屋

敷
の

里
」

の
開

業
を

行
う

。
併

せ
て

、
あ

い
あ

い
温

泉
の

移
転

開
業

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

中
心

市
街

地
の

通
過

交
通

を
排

除
し

、
都

市
内

交
通

の
円

滑
な

分
散

を
図

る
た

め
、

徳
島

市
を

中
心

と
し

た
放

射
・

環
状

道
路

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
い

た
だ

き
ま

し
た

御
意

見
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
課

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

7
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3
0

・
鳴

門
市

と
ド

イ
ツ

連
邦

共
和

国
の

友
愛

の
歴

史
と

歴
史

遺
産

を
活

用
し

て
の

、
鳴

門
市

大
麻

町
板

東
に

お
い

て
、

高
松

自
動

車
道

の
「

鳴
門

西
P
A
」

と
併

設
す

る
「

ば
ん

ど
う

ド
イ

ツ
村

公
園

ハ
イ

ウ
エ

－
オ

ア
シ

ス
」

の
整

備
促

進
を

行
う

。



　
※

ド
イ

ツ
風

レ
ス

ト
ラ

ン
，

ド
イ

ツ
軒

パ
ン

屋
，

ド
イ

ツ
式

ク
ア

ハ
ウ

ス
，

ド
イ

ツ
式

庭
園

等




・
平

成
3
1
年

度
の

四
国

横
断

自
動

車
道

の
徳

島
東

I
C
の

開
業

を
視

野
に

入
れ

て
、

徳
島

小
松

島
港

沖
洲

埠
頭

の
南

海
フ

エ
リ

－
と

オ
－

シ
ヤ

ン
東

九
フ

エ
リ

－
の

発
着

場
、

イ
オ

ン
モ

－
ル

徳
島

、
沖

洲
ト

ラ
ッ

ク
タ

－
ミ

ナ
ル

、
臨

港
道

路
と

の
ア

ク
セ

ス
・

利
便

性
の

向
上

に
よ

つ
て

、
陸

と
海

と
の

結
節

拠
点

の
機

能
強

化
を

図
る

。

・

平
成

3
0
年

3
月

に
マ

リ
ン

ピ
ア

沖
洲

に
開

業
す

る
「

徳
島

　
新

鮮
な

つ
と

く
市

」
を

四
国

地
方

整
備

局
へ

「
海

の
駅

」
の

指
定

に
向

け
て

申
請

を
行

う
。



　

※
「

き
た

な
だ

　
海

の
駅

」
の

例



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

［
土

地
利

用
］

番
号

い
た

だ
い

た
御

意
見

の
趣

旨
御

意
見

に
対

す
る

県
の

考
え

方

1

・
徳

島
小

松
島

港
沖

洲
埠

頭
周

辺
を

東
京

、
和

歌
山

、
福

岡
等

か
ら

の
「

徳
島

県
に

お
け

る
海

の
玄

関
口

」
、

「
徳

島
県

に
お

け
る

海
の

ゲ
－

ト
ウ

エ
－

」
と

し
て

の
街

づ
く

り
を

行
う

。




　
※

旅
客

フ
エ

リ
－

タ
－

ミ
ナ

ル
基

地
化

の
整

備
促

進
,
海

の
駅

の
整

備
促

進
,
マ

リ
－

ナ
の

整
備

,ビ
ジ

ネ
ス

ホ
テ

ル
の

開
業

,
海

浜
緑

浜
公

園
の

整
備

促
進

,
パ

タ
－

ゴ
ル

フ
場

の
整

備
促

進
,ド

ッ
グ

ラ
ン

の
整

備
促

進
,

大
江

戸
温

泉
物

語
の

開
業

等

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

2

・
鳴

門
市

を
関

西
圏

か
ら

の
「

徳
島

県
に

お
け

る
陸

の
玄

関
口

」
、

「
徳

島
県

に
お

け
る

陸
の

ゲ
－

ト
ウ

エ
－

」
と

し
て

の
街

づ
く

り
を

行
う

。



　
※

海
洋

性
リ

ゾ
－

ト
保

養
基

地
の

整
備

促
進

を
行

う
。



　

(
鳴

門
を

「
徳

島
の

逗
子

」
や

「
徳

島
の

葉
山

」
に

す
る

。
)



　
※

関
西

の
文

化
人

や
経

済
人

の
別

荘
地

の
誘

致
促

進



・
松

茂
町

を
首

都
圏

・
海

外
等

か
ら

の
「

徳
島

県
に

お
け

る
空

の
玄

関
口

」
、

「
徳

島
県

に
お

け
る

空
の

ゲ
－

ト
ウ

エ
－

」
と

し
て

の
街

づ
く

り
を

行
う

。



　
※

空
の

駅
の

整
備

促
進

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

機
関

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3

・
徳

島
市

蔵
本

町
及

び
庄

町
を

「
と

く
し

ま
総

合
メ

デ
イ

カ
ル

・
サ

イ
エ

ン
ス

ゾ
－

ン
」

に
基

づ
い

て
の

街
づ

く
り

を
行

う
。



　

※
徳

島
大

学
病

院
，

徳
島

県
立

中
央

病
院

，
徳

島
大

学
医

学
部

・
歯

学
部

・
薬

学
部

そ
の

他
周

辺
の

保
険

医
療

機
関

(
診

療
所

・
病

院
)
．

保
険

薬
局

等




・
石

井
町

を
「

と
く

し
ま

ア
グ

リ
・

サ
イ

エ
ン

ス
ゾ

－
ン

」
に

基
づ

い
て

の
街

づ
く

り
を

行
う

。




　
※

徳
島

県
立

農
林

水
産

総
合

技
術

支
援

セ
ン

タ
－

，
徳

島
島

県
立

農
業

大
学

校
等




　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

4
・

北
海

道
の

「
あ

い
の

里
・

北
海

道
教

育
大

学
」

に
お

け
る

学
園

都
市

の
ま

ち
づ

く
り

の
取

り
組

み
や

神
戸

の
「

神
戸

・
学

園
都

市
」

に
お

け
る

学
園

都
市

の
ま

ち
づ

く
り

の
取

り
組

み
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

「
鳴

門
教

育
大

学
・

学
園

都
市

化
構

想
」

の
学

園
都

市
の

ま
ち

づ
く

り
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。




　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

機
関

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
を

進
め

る
上

で
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

8

0210927
テキスト ボックス
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5

・
震

災
や

大
火

事
が

起
こ

っ
た

際
に

延
焼

を
防

い
だ

り
、

消
防

活
動

や
救

急
が

し
や

す
い

よ
う

に
4
m
未

満
の

狭
隘

道
路

の
廃

絶
に

向
け

て
の

取
り

組
み

な
ど

は
無

い
の

か
。



・

東
京

都
の

杉
並

区
な

ど
の

自
治

体
は

、
独

自
の

条
例

で
支

障
物

件
を

置
く

こ
と

を
禁

じ
て

お
り

行
政

代
執

行
で

排
除

す
る

と
な

っ
て

い
る

。
お

隣
の

和
歌

山
市

で
も

狭
隘

道
路

に
関

す
る

要
綱

が
平

成
2
6
年

度
に

制
定

さ
れ

た
。

V
S
東

京
な

ら
ば

、
市

街
地

の
狭

隘
道

路
み

た
い

な
生

活
道

路
と

い
っ

た
最

低
限

の
イ

ン
フ

ラ
も

整
え

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

　
県

で
は

住
宅

の
耐

震
化

や
老

朽
危

険
空

き
家

等
の

除
却

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

災
害

時
の

避
難

路
確

保
に

努
め

て
お

り
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
ご

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

6
・

徳
島

市
万

代
中

央
埠

頭
を

横
浜

・
赤

レ
ン

ガ
倉

庫
、

小
樽

運
河

・
倉

庫
街

、
神

戸
ハ

－
バ

－
ラ

ン
ド

等
を

参
考

に
し

な
が

ら
ウ

オ
－

タ
－

フ
ロ

ン
ト

の
ま

ち
づ

く
り

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

7

・
マ

リ
ン

ピ
ア

沖
洲

を
『

徳
島

の
臨

海
新

副
都

心
』

と
の

位
置

づ
け

、
ウ

オ
－

タ
－

フ
ロ

ン
ト

の
整

備
促

進
を

行
う

。

(
ス

－
パ

－
銭

湯
，

マ
リ

－
ナ

，
海

浜
緑

地
公

園
，

国
際

展
示

場
，

宿
泊

施
設

，
ア

ウ
ト

レ
ッ

ト
モ

－
ル

等
)



　
※

全
国

の
例

　
東

京
・

お
台

場
，

横
浜

み
な

と
み

ら
い

M
M
21

，
神

戸
ポ

－
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
等




　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
都

市
づ

く
り

を
進

め
る

上
で

参
考

に
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。

［
そ

の
他

］

番
号

い
た

だ
い

た
御

意
見

の
趣

旨
御

意
見

に
対

す
る

県
の

考
え

方

1
・

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

内
に

お
い

て
「

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

ご
み

処
理

広
域

化
計

画
」

を
策

定
し

て
、

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

内
の

す
べ

て
の

市
町

村
か

ら
出

る
す

べ
て

ゴ
ミ

は
、

鳴
門

市
瀬

戸
町

堂
浦

浦
代

の
鳴

門
市

ク
リ

－
ン

セ
ン

タ
－

に
お

い
て

一
括

で
の

ゴ
ミ

焼
却

処
分

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2

・
「

鳴
門

教
育

大
学

に
お

け
る

学
園

都
市

化
構

想
」

に
向

け
て

物
心

両
面

か
ら

の
支

援
を

行
う

。




　
※

鳴
門

教
育

大
学

に
お

け
る

学
部

四
年

間
と

大
学

院
前

期
修

士
課

程
の

二
年

間
を

合
わ

せ
た

六
年

間
一

貫
性

に
基

づ
く

鳴
門

教
育

大
学

院
大

学
へ

の
移

行



　
※

鳴
門

教
育

大
学

に
高

等
学

校
教

員
養

成
課

程
の

設
置



　

※
鳴

門
教

育
大

学
に

鳴
門

教
育

大
学

附
属

高
等

学
校

の
開

校



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

3

・
「

と
く

し
ま

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

図
書

館
シ

ス
テ

ム
」

、
「

と
く

し
ま

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

博
物

館
シ

ス
テ

ム
」

、
「

と
く

し
ま

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

美
術

館
シ

ス
テ

ム
」

、
「

と
く

し
ま

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

保
険

医
療

機
関

シ
ス

テ
ム

」
、

「
と

く
し

ま
ネ

ッ
ト

ワ
－

ク
学

校
教

育
シ

ス
テ

ム
」

、
「

と
く

し
ま

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

公
民

館
生

涯
学

習
シ

ス
テ

ム
」

、
「

と
く

し
ま

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

ケ
－

ブ
ル

テ
レ

ビ
シ

ス
テ

ム
」

の
整

備
促

進
を

行
う

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

9

0210927
テキスト ボックス
１３



4

・
徳

島
県

庁
統

計
デ

－
タ

課
内

に
総

務
省

統
計

局
並

び
に

独
立

行
政

法
人

「
統

計
セ

ン
タ

－
」

の
I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
オ

フ
イ

ス
の

開
設

を
行

う
。



　

※
総

務
省

統
計

局
並

び
に

独
立

行
政

法
人

「
統

計
セ

ン
タ

－
」

が
、

和
歌

山
市

の
「

南
海

和
歌

山
市

駅
ビ

ル
」

に
移

転
が

正
式

に
決

定




・
徳

島
県

庁
商

工
政

策
課

内
に

経
済

産
業

省
四

国
経

済
産

業
局

並
び

に

独

立
行

政
法

人
「

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

・
四

国
本

部
」

の
I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
オ

フ
イ

ス
の

開
設

を
行

う
。



　

※
独

立
行

政
法

人
「

中
小

企
業

基
盤

整
備

機
構

・
四

国
本

部
」

は
松

山
事

務
所

を
開

設
し

て
お

り
、

四
国

内
に

お
い

て
地

域
間

格
差

が
生

じ
て

い
る

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

5
・

上
勝

町
の

株
式

会
社

い
ろ

ど
り

の
事

務
所

内
に

徳
島

大
学

・
生

物
資

源
産

業
学

部
、

東
京

大
学

・
農

学
部

、
東

京
農

工
大

学
・

農
学

部
、

北
海

道
大

学
・

農
学

部
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
キ

ャ
ン

パ
ス

大
学

の
開

設
を

行
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

6

・
徳

島
大

学
常

三
島

キ
ャ

ン
パ

ス
に

東
京

大
学

(
理

学
部

,
工

学
部

,農
学

部
)
、

東
京

工
業

大
学

(
理

学
院

,工
学

院
,
物

質
工

学
院

,
情

報
理

工
学

院
,生

命
理

工
学

院
,
環

境
・

社
会

理
工

学
院

)
、

電
気

通
信

大
学

・
情

報
理

工
学

域
、

東
京

農
工

大
学

、
東

京
海

洋
大

学
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
キ

ャ
ン

パ
ス

大
学

の
開

設
を

行
う

。




・
徳

島
大

学
蔵

本
・

庄
町

キ
ャ

ン
パ

ス
に

東
京

大
学

(医
学

部
,
薬

学
部

)
、

東
京

医
科

歯
科

大
学

(医
学

部
,
歯

学
部

)
、

京
都

大
学

(
医

学
部

,薬
学

部
)
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
キ

ャ
ン

パ
ス

大
学

の
開

設
を

行
う

。




・
鳴

門
教

育
大

学
高

島
キ

ャ
ン

パ
ス

に
東

京
学

芸
大

学
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
キ

ャ
ン

パ
ス

大
学

の
開

設
を

行
う

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

7
・

阿
南

市
の

日
亜

化
学

本
社

工
場

内
に

徳
島

大
学

理
工

学
部

理
工

学
科

(
機

械
科

学
シ

ス
テ

ム
コ

－
ス

・
電

気
電

子
シ

ス
テ

ム
コ

－
ス

・
光

情
報

シ
ス

テ
ム

コ
－

ス
)
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
キ

ャ
ン

パ
ス

大
学

の
開

設
を

行
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

8

・
徳

島
県

庁
内

に
、

京
都

府
庁

内
の

「
文

化
庁

地
域

文
化

創
生

本
部

」
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
オ

フ
イ

ス
の

開
設

を
行

う
。



　


※
「

人
形

浄
瑠

璃
街

道
」

の
推

進
→

ユ
ネ

ス
コ

の
世

界
無

形
文

化
遺

産
へ

の
登

録
を

行
う

。



　
※

「
阿

波
歴

史
文

化
道

」
と

関
西

の
「

歴
史

街
道

」
の

一
体

化
・

融
合

化
を

図
る

。



　
※

「
四

国
8
8
箇

所
霊

場
と

遍
路

道
」

と
「

紀
伊

山
地

の
霊

場
と

参
詣

道
」

(
高

野
山

・
金

剛
峯

寺
)
の

一
体

化
・

融
合

化
を

図
る

。
→

「
『

空
海

』
が

結
ぶ

海
の

遍
路

道
と

参
詣

道
」



　

※
「

関
西

盆
踊

り
大

会
」

(
阿

波
お

ど
り

,
河

内
音

頭
お

ど
り

,丹
波

篠
山

デ
カ

ン
シ

ョ
お

ど
り

,
鳥

取
し

や
ん

し
ゃ

ん
傘

お
ど

り
等

)
を

大
阪

城
ホ

－
ル

で
の

開
催

を
行

う
。



　

※
「

紀
州

接
待

講
」

,
「

有
田

接
待

講
」

,
「

野
上

接
待

講
」

の
文

化
振

興
を

行
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

9
・

神
山

町
に

「
神

山
I
C
Tテ

レ
ワ

－
ク

在
宅

勤
務

推
進

セ
ン

タ
－

」
を

開
設

す
る

。




・
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
内

に
お

け
る

公
共

交
通

輸
送

機
関

の
改

善
の

た
め

に
名

古
屋

市
の

基
幹

バ
ス

制
度

を
採

り
入

れ
る

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
0

0210927
テキスト ボックス
１４



1
0

・
「

徳
島

ス
ポ

－
ツ

ヴ
イ

レ
ツ

ジ
」

を
日

本
サ

ツ
カ

－
協

会
並

び
に

日
本

プ
ロ

サ
ツ

カ
－

協
会

の
J
ヴ

イ
レ

ツ
ジ

の
認

定
に

向
け

て
、

ス
ポ

－
ツ

施
設

等
に

お
け

る
施

設
整

備
の

整
備

促
進

を
行

う
。



　

※
欧

州
の

サ
ツ

カ
－

ク
ラ

ブ
の

合
宿

キ
ヤ

ン
プ

地
の

誘
致

の
促

進





・
阿

南
市

を
「

光
L
E
D・

光
L
D
特

区
」

の
創

設
を

行
う

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
1

・
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
内

に
「

徳
島

東
部

経
済

技
術

開
発

特
区

」
を

創
設

し
て

、
海

外
か

ら
の

資
本

・
高

度
産

業
人

材
(
博

士
号

の
学

位
を

有
す

る
外

国
人

等
)
・

最
新

高
度

技
術

(航
空

宇
宙

工
学

等
)
・

情
報

を
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
内

に
呼

び
込

む
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
2

・
「

徳
島

自
動

車
道

」
並

び
に

「
神

戸
淡

路
鳴

門
自

動
車

道
」

を
中

心
に

「
高

速
道

路
大

国
　

徳
島

県
」

、
「

高
速

道
路

王
国

　
徳

島
県

」
に

す
る

。




　
※

愛
知

県
は

「
高

速
道

路
大

国
　

愛
知

県
」

,
「

高
速

道
路

王
国

　
愛

知
県

」

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
3

・
西

日
本

高
速

道
路

四
国

支
社

に
、

徳
島

自
動

車
道

の
イ

メ
－

ジ
色

を
ジ

ヤ
パ

ン
・

ブ
ル

－
の

「
阿

波
藍

色
」

に
指

定
す

る
よ

う
に

働
き

か
け

を
行

う
。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
4

・
櫓

櫂
船

が
動

力
船

に
取

っ
て

変
わ

ら
れ

て
か

ら
長

い
年

月
が

経
過

し
、

日
本

全
国

で
千

年
以

上
も

席
捲

し
て

き
た

日
本

独
自

の
櫓

漕
ぎ

文
化

が
衰

退
し

て
き

て
い

る
。

老
若

男
女

の
海

で
の

活
動

の
裾

野
を

広
げ

、
自

由
に

海
の

気
を

取
り

込
め

る
場

を
提

供
す

べ
き

と
思

う
。

幸
い

、
徳

島
小

松
島

港
の

赤
石

地
区

に
は

、
木

材
需

要
の

変
化

や
他

地
区

で
の

整
備

に
よ

り
、

現
在

で
は

、
不

用
と

な
っ

た
水

面
貯

木
場

９
．

４
h
a
(東

京
ド

ー
ム

２
個

分
に

相
当

)
が

、
静

穏
な

海
面

の
状

態
の

ま
ま

眠
っ

て
い

る
。

こ
こ

に
、

櫓
漕

ぎ
を

は
じ

め
と

す
る

櫂
、

棹
、

帆
等

の
基

本
技

術
の

習
得

が
可

能
な

「
和

船
文

化
体

験
セ

ン
タ

ー
」

を
計

画
で

き
な

い
か

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
5

・
四

国
横

断
自

動
車

道
の

津
田

I
C
と

併
設

す
る

津
田

P
A
(コ

ン
ビ

ニ
・

エ
ン

ス
ス

ト
ア

等
)
の

開
業

を
国

土
交

通
省

四
国

地
方

整
備

局
を

要
望

す
る

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
6

・
神

山
町

を
「

神
山

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

イ
ス

・
I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
特

区
」

の
指

定
を

行
う

。



　
※

一
般

財
団

法
人

・
日

本
総

合
研

究
所

ま
た

は
一

般
財

団
法

人
・

日
本

経
済

研
究

所
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
オ

フ
イ

ス
の

誘
致



　

※
ヤ

フ
－

ジ
ヤ

パ
ン

又
は

グ
－

グ
ル

日
本

法
人

等
の

I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

・
オ

フ
イ

ス
の

誘
致



　

※
電

気
通

信
大

学
・

情
報

理
工

学
部

の
I
C
Tサ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
大

学
の

誘
致

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
7

・
上

勝
町

を
「

上
勝

エ
コ

・
ツ

－
リ

ズ
ム

特
区

」
に

指
定

す
る

。




　
※

農
家

民
宿

に
お

け
る

旅
館

業
法

等
の

適
用

除
外



　

※
農

家
民

宿
に

お
け

る
濁

酒
の

製
造

免
許

の
規

制
緩

和



　
※

農
家

農
園

の
開

設
者

の
範

囲
の

拡
大



　

※
電

気
自

動
車

に
よ

る
観

光
用

レ
ン

タ
カ

－
事

業
の

実
施

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
1

0210927
テキスト ボックス
１５



1
8

・
総

務
省

四
国

総
合

通
信

局
及

び
N
H
K徳

島
放

送
局

の
協

力
を

得
て

「
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
」

内
に

お
い

て
「

徳
島

東
部

情
報

文
化

圏
テ

レ
ト

ピ
ア

」
を

発
展

さ
せ

て
「

徳
島

東
部

情
報

文
化

圏
4
K
・

8
K
ス

－
パ

－
ハ

イ
ビ

ヨ
ン

シ
テ

イ
」

の
構

築
を

図
る

。

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
9

・
鳴

門
市

島
田

島
を

「
鳴

門
I
R
健

康
保

養
特

区
」

の
指

定
を

行
う

。




　
※

リ
ゾ

－
ト

ホ
テ

ル
，

温
水

プ
－

ル
，

温
泉

ク
ア

ハ
ウ

ス
施

設
，

劇
場

，
ダ

ン
ス

ホ
－

ル
，

大
型

シ
ヨ

ピ
ン

グ
セ

ン
タ

－
，

レ
ス

ト
ラ

ン
等




　

※
ド

イ
ツ

の
バ

－
デ

ン
=バ

－
デ

ン
が

モ
デ

ル
ケ

－
ス

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
0

・
四

国
横

断
自

動
車

道
の

「
徳

島
東

I
C
」

の
正

式
名

称
を

地
域

の
特

色
や

地
域

の
特

性
を

考
慮

し
て

「
徳

島
港

I
C
」

又
は

「
徳

島
み

な
と

I
C
」

に
す

る
。




※

全
国

の
例

「
石

巻
港

I
C
」

(
三

陸
自

動
車

道
)
，

「
酒

田
み

な
と

I
C
」

(
日

本
海

東
北

自
動

車
道

)
，

「
門

司
港

I
C
」

(
関

門
自

動
車

道
)
，

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
1

・
徳

島
自

動
車

道
の

「
松

茂
ス

マ
－

ト
I
C
」

と
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

と
を

結
ぶ

県
道

・
徳

島
空

港
線

の
ア

ク
セ

ス
強

化
に

よ
る

利
便

性
の

向
上

で
、

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
か

ら
の

東
京

・
羽

田
便

や
季

節
運

航
便

の
札

幌
・

新
千

歳
便

の
利

用
促

進
を

行
う

。
香

川
県

東
か

が
わ

市
と

さ
ぬ

き
市

及
び

兵
庫

県
南

あ
わ

じ
市

と
洲

本
市

か
ら

の
利

用
促

進
。



　

※
平

成
2
9
年

度
末

に
神

戸
淡

路
鳴

門
自

動
車

道
の

「
洲

本
・

中
川

原
ス

マ
－

ト
I
C
」

が
開

業
し

て
、

洲
本

市
中

川
町

及
び

洲
本

市
五

色
町

か
ら

の
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
港

へ
の

利
便

性
が

向
上

す
る

。
　




・

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
臨

空
工

業
団

地
に

お
け

る
工

業
団

地
整

備
の

整
備

促
進

を
行

い
、

ア
メ

リ
カ

・
ボ

－
イ

ン
グ

社
や

欧
州

の
エ

ア
バ

ス
社

の
航

空
機

部
品

製
造

工
場

の
誘

致
を

行
う

。



　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
2

・
神

戸
淡

路
鳴

門
自

動
車

道
の

「
高

速
鳴

門
バ

ス
停

留
所

」
を

「
高

速
バ

ス
の

駅
」

に
す

る
。




　

※
全

国
の

例
　

京
都

縦
貫

自
動

車
道

の
「

高
速

長
岡

京
バ

ス
停

留
所

」

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
に

立
っ

た
都

市
の

将
来

像
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

の
大

き
な

道
筋

を
明

ら
か

に
す

る
、

都
市

計
画

の
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
り

、
素

案
ど

お
り

の
記

述
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

い
た

だ
き

ま
し

た
御

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

関
係

課
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

2
3

・
徳

島
自

動
車

道
の

「
松

茂
P
A
」

に
コ

ン
ビ

ニ
・

エ
ン

ス
ス

ト
ア

の
開

業
を

行
う

。



　
※

全
国

の
例

　
高

松
自

動
車

道
の

「
府

中
湖

P
A
」

、
松

山
自

動
車

道
の

「
入

野
P
A
」




・

高
松

自
動

車
道

の
「

鳴
門

西
P
A
」

に
ス

ナ
ッ

ク
コ

－
ナ

－
及

び
シ

ヨ
ツ

ピ
ン

グ
コ

－
ナ

－
の

開
業

を
行

う
。



　

※
全

国
の

例
　

高
知

自
動

車
道

の
「

馬
立

P
A
」

及
び

高
知

自
動

車
道

の
「

立
川

P
A
」

　
当

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、
中

長
期

的
視

点
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説明会概要

開催日 場 所 参加者 質疑応答

平成29年 徳島県庁 ７人 ○区域区分
7月13日(木) ・１０年先の計画にもかかわらず、既に形成され

た市街地しか市街化区域に編入していない理
由。

【県回答】
人口減少の中、いたずらに市街化区域を拡大で
きないため、部分的な変更としている。今は市
街地を集約化していく方向にある。

・幹線道路沿いの広い範囲で、市街化調整区域を
市街化区域に編入して欲しい。

【県回答】
市街化区域の拡大については、中心市街地の空
洞化問題などもあるため、市として将来のある
べき姿を考えながら検討する必要がある。

7月14日(金) 鳴門市役所 共 ２人 質疑なし
済会館

7月18日(火) 小松島市保健セ ８人 ○マスタープラン
ンター(ﾐﾘｶﾎｰﾙ) ・徳島東部都市計画区域に藍住町を入れて連携す

べき。
【県回答】

隣接する都市計画区域であり、両方の都市計画
区域のあり方を考えながら連携していく。

・コンパクトなまちづくりの手法として、立地適
正化計画の策定に向けた県の支援が必要。

【県回答】
徳島大学にも協力いただき、立地適正化計画策
定に向けた支援を行っている。

○区域区分
・小松島中学校付近の一部を市街化区域に入れる

理由。
【県回答】

まとまりのある市街地が形成されており、今後
も市街化区域として整備するため。

・小松島ＩＣ周辺は市街化調整区域であるが、何
らかの計画を入れて市街化区域に変更すべき。

【市回答】
現状は農振地域であり、地域の営農意欲も強い
ため、今回の見直しでは市街化区域に入れてい
ない。

【県回答】
現時点では開発計画等はないが、ＩＣができた
後に農林調整を経て地区計画を行うという手法
はある。
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7月19日(水) 阿南ひまわり会 １７人 ○マスタープラン
館 ・阿南ＩＣから旧国道５５号へのアクセス道路は

概ね１０年以内の実施予定路線に入っているの
か。

【県回答】
阿南ＩＣへのアクセス道路である都市計画道路
については今回入っていないが、今後の事業見
通しを踏まえ見直しを行っていく。

○区域区分
・国道５５号や都市計画道路の沿線では用途地域

の指定を行い建築を可能にするべき。
【市回答】

用途地域の指定には市街化区域への編入が必要
であるが、当エリアは圃場整備を行っており、
農林調整の面から難しい。

・今回、駅前の都市計画道路周辺の用途地域を見
直しているが、富岡小学校の東にある都市計画
道路周辺も線引きの見直しをするべき。

【市回答】
道路の供用開始が見えた段階で市街化区域への
編入を県に要望したい。

7月20日(木) 吉野川市役所 １人 ○区域区分
・農地を市街化区域に入れないで欲しい。
【県回答】

今回、吉野川市では区域区分の見直しは行わな
い。見直しにあたっては地元の方や市の意見を
聞いた上で行うことになる。

7月24日(月) 北島町役場 １人 質疑なし

7月25日(火) 松茂町総合会館 ３人 質疑なし

kanrisya
テキスト ボックス
１８



公 聴 会 記 録

１ 案件の内容

徳島東部都市計画区域の整備，開発及び保全の方針の変更（素案）

市街化区域及び市街化調整区域の区分の変更（素案）

２ 公聴会の日時及び場所

○ 日時：平成２９年８月４日（火） １４：００～１４：２５

○ 場所：徳島合同庁舎 東会議棟（徳島市新蔵町１丁目６７番地）

３ 意見を述べた者

小松島市在住の者：１名、阿南市在住の者：１名 計２名

４ 陳述された意見の要旨

別紙（意見の要旨）のとおり

５ その他公聴会の経過に関する事項

○ 公聴会の開催告示 平成２９年７月１３日（木）

○ 公述申出書の提出期限 平成２９年７月２８日（金）

○ 公聴会の開催 平成２９年８月 ４日（金）

○ 公聴会の傍聴者数 ２４人（一般傍聴者１９人、関係市町５人）

○ 公聴会の経過 １４：００～１４：０４ 開 会・議事次第

１４：０４～１４：０６ 議長挨拶・議事説明

１４：０６～１４：２４ 公 述

１４：２４～１４：２５ 閉 会
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（別紙）

陳述された意見の要旨

公述順序 公述人 意見の要旨

１ 小松島市在住者 ・ 徳島東部都市計画区域と藍住都市計画区域を一体の線引き

の都市計画区域として考えるのが妥当ではないか。しかし、

今回の見直しでは時間的に難しいため、徳島東部と藍住の都

市計画区域を一つの圏域マスタープランとして計画すること

を提案する。

・ 小松島市日開野町弥三次地区を市街化調整区域から市街化

区域に編入するという案が示されているが、小松島市の都市

計画マスタープランでは、バイパス沿いの市街化調整区域は

保全する区域として位置付けていることから、このエリアの

土地利用方針をきちんと小松島市の方で決めていただいた上

で編入すべきと考える。

・ 小松島インターチェンジ付近については阿南インターチェ

ンジのような土地利用の計画がないため、何らかの土地利用

計画を策定する必要があると考える。

２ 阿南市在住者 ・ 阿南市中心部における人口減少が顕著であり、中心市街地

の空洞化が現実となっている。コンパクトシティを促進する

ためにも公共インフラや民間施設がもっとも充実している阿

南市中心部において、住宅店舗等が建設可能な線引きへの見

直しと農地法による甲種農地の規制緩和について配慮いただ

きたい。

・ 富岡商店街が商業地域に指定されているが、店舗住宅など

が高度に集積されているため、当該地域での新店舗開発が難

しくなっている。そこで、国道５５号及び都市計画道路領家

日開野線の沿線において、住宅店舗等の新設が可能となる線

引きへの見直しと農地法による甲種農地の規制緩和を提案す

る。

・ 四国横断道開通後の阿南インターチェンジ周辺の交通渋滞

に懸念をいだいている。都市計画の見直しにおいて、阿南イ

ンターチェンジ周辺での道路整備の具現化と国道５５号との

アクセス道路について都市計画区域マスタープランに計上し

ていただき早期整備をお願いする。
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意見書の要旨

・変更案の縦覧期間：平成２９年１０月１９日（木）～１１月２日（木）

・意見書の提出者数：３名

意見書 意見書の要旨

１ 概ね１０年以内に実施する主要な施設に以下の道路（橋梁及び既設道路までの

接続）を追加

・南海トラフの地震等の緊急避難路のための道路の整備

（都）常三島住吉線（市道 南常三島・住吉線の神明橋架け替え）

（都）住吉万代園瀬橋線（住吉島川の橋梁及び既設道路への取り付け）

（理由）

私たちが住む住吉１丁目は、徳島市が指定する避難所である城東小学校までの

距離が遠いため、避難完了までの想定時間が津波到達予想時間とほぼ同じとなる

上、城東小学校の収容人員は不足し、津波避難ビルも数少なく、津波避難タワー

などの避難施設を新設できる土地もない。

以上のことから、私たちの町内会の多くの者は、避難先として避難距離が短い、

城東高校及び徳島大学工学部を希望している。

南海トラフ巨大地震が発生したとき、安全で安心な避難路を確保するため、都

市計画決定されている神明橋の架け替えと住吉島川に架かる橋梁の早期着工をお

願いする。

２ 吉野川市の区域区分を解消するべき。

（理由）

市街化区域では建物の建築は自由であるが、調整区域は法に定めた物以外は建

築が不可能である。このことから、市街化区域は地価が高いので敬遠されて、地

価の安い川島や山川方面に流れ、住環境や商工、工場などが旧鴨島町中心部から

遠のき異常な都市形成が醸し出されている。

３ １．阿南市中心部において住宅店舗等建設可能な線引きへの見直しと中心市街地

の甲種農地の規制緩和、立地適正化計画策定における土地利用計画について十

分な配慮を求める。

（理由）

阿南市中心部にある富岡地区の人口減少スピードが全市の減少率を上回ってい

る。その要因は都市計画線引きにより住宅建築可能区域が少なく、住宅新築抑制

が続いていることと考えている。

また、新築計画者に人気の高い富岡小学校周辺では、市街化調整区域に指定さ

れており、さらに農地法による甲種農地に指定され、住宅・店舗の新築が困難な

エリアとなっている。
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２．都市計画道路「領家日開野線」周辺部における市街化調整区域の見直しと甲

種農地の緩和を求める。

（理由）

建設が進む都市計画道路「領家日開野線」では、都市計画道路に接するエリア

が市街化調整区域で、農地法による甲種農地として指定されており、住宅・店舗

等の新築が困難となっている。

当該都市計画道路事業は、ほぼ完成が近づいており、又、富岡小学校から至近

の位置にあり、さらに大型ショッピングセンターからも数百メートルの恵まれた

位置にあることから、住宅、高齢者施設、店舗等の整備に期待が大きい。

３．阿南市中心部の国道５５号沿線や都市計画道路沿線における住宅店舗等の新

設が可能となる線引きへの変更と甲種農地の緩和を求める。

（理由）

阿南市では、富岡商店街が商業地域に指定されているが、店舗、住宅などが高

度に集積されているため、当該地域での新店舗開発が極めて難しくなっている。

又、新店舗展開においては、十分な駐車場確保が大きな課題となっている。消費

者にとって車が駐めやすい、買いやすい店舗計画のためには、富岡商店街近傍に

おける店舗新設が可能な都市計画への変更が急務となっている。

４．四国横断道路阿南インター周辺での道路整備の具現化と国道５５号と阿南イ

ンターとのアクセス道路計画（東西道路）について、都市計画マスタープラン

への計上と早期整備を求める。

（理由）

四国横断道路開通後における国道５５号とのアクセス道路計画が主要な施設の

整備目標に計上されておらず、四国横断道路開通後の阿南インター周辺での交通

渋滞や国道５５号との良好なアクセスに大きな懸念を抱いている。
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マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見
直

見
直
見
直

見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

し
の
ポ
イ
ン
ト

し
の
ポ
イ
ン
ト

し
の
ポ
イ
ン
ト

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢

「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」の
視
点

に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

時
代

時
代
時
代

時
代
の ののの
変
革

変
革
変
革

変
革
に
“
に
“
に
“
に
“
柔
軟

柔
軟
柔
軟

柔
軟
か
つ

か
つ
か
つ

か
つ
大
胆

大
胆
大
胆

大
胆
”
に
”
に”
に
”
に
対
応

対
応
対
応

対
応
し ししし
、 、、、
徳
島

徳
島
徳
島

徳
島
の ののの
「 「「「
新
未
来

新
未
来

新
未
来

新
未
来
」 」」」
を ををを
創
造

創
造
創
造

創
造
！ ！！！

●
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
都
市
計
画
の
重
要
度
は
一
層
増
大
し
、
都
市
の
あ
り
方
を
見
直
す
大
き
な
転
換
期

●
無
秩
序
な
開
発
に
よ
る
市
街
地
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
区
域
区
分
を
維
持

●
土
地
利
用
規
制
の
強
化
と
大
胆
な
緩
和
に
よ
る
防
災
・
減
災
・
地
域
活
性
化
推
進
、
ＩＣ
Ｔ
活
用
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
創
出

●
「
地
方
創
生
の
旗
手
・
徳
島
」
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
「
一
歩
先
の
未
来
」
を
見
据
え
た
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
の

も
と
、
現
行
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
高
次
元
へ
と
進
化

●
本
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
毎
年
点
検
を
行
い
、
新
し
い
考
え
方
を
取
り
入
れ
な
が
ら
見
直
し
を
実
施

●
豊
か
な
暮
ら
し
を
将
来
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
輝
く
未
来
を
切
り
拓
く
、
快
適
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

➣
住
民
目
線
に
立
っ
た
創
造
性
豊
か
な
都
市
づ
く
り

暮
ら
し
や
す
い
都
市
の
実
現
に
向
け
、
住
民
参
加
に
よ
る
都
市
計
画
提
案
制
度
の
活
用

新

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

➣
地
域
の
独
自
性
を
活
か
し
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

地
域
の
主
体
と
な
る
市
町
の
独
自
性
・
多
様
性
の
尊
重
と
地
域
間
交
流
・
連
携
の
強
化

新

交
流
・
連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造

➣
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
、
地
域
資
源
の
保
全
・
活
用
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
都
市
づ
く
り

気
候
変
動
に
配
慮
し
、
森
林
資
源
の
保
全
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
活
用

既
存
集
落
の
維
持
・
活
性
化
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
（
道
路
・
建
物
等
の
緑
化
）
に
よ
る
自
然
環
境
の
保
全

森
林
、
農
地
、
河
川
に
お
け
る
水
の
涵
養
機
能
の
向
上
に
よ
る
健
全
な
水
循
環
の
維
持
・
回
復

新新新
本
県
が
誇
る
自
然
環
境
を
次
代
へ
継
承

➣
「
す
べ
て
の
人
命
を
守
る
」
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
お
け
る
安
全
な
地
域
へ
の
居
住
誘
導
、
新
た
な
建
物
の
立
地
制
限

特
定
活
断
層
上
に
お
け
る
特
定
施
設
の
新
築
回
避
、
安
全
な
地
域
へ
の
移
転
に
配
慮

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
見
据
え
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
候
補
地
の
検
討
な
ど
平
時
か
ら
の
事
前
準
備

新新新

震
災
時
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
県
土
の
強
靱
化

➣
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
、
「
地
方
創
生
拠
点
連
携
型
」
の
都
市
づ
く
り

ＩＣ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
多
様
な
働
き
方
の
創
出
、
行
政
・
医
療
・
教
育
等
の
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
高
度
化

移
住
・
定
住
に
向
け
、
空
き
家
、
遊
休
施
設
を
活
用
し
た
移
住
交
流
施
設
・
定
住
促
進
住
宅
等
の
整
備

子
育
て
・
医
療
・
介
護
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
に
よ
る
快
適
で
効
率
的
な
生
活
環
境
の
確
保

四
国
横
断
自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
に
お
け
る
工
業
・
流
通
業
務
機
能
等
の
集
積
・
強
化

高
速
道
路
網
等
の
整
備
（
４
車
線
化
等
）
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
、
地
域
の
観
光
力
の
向
上

新新新 新新

地
方
を
創
生
し
、
交
通
＋
情
報
ネ
ッ
ト
で
連
携
強
化

2
0
年
先
の
姿
を
展
望
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徳
島

東
部

都
市

計
画

都
市

計
画

区
域

の
整

備
，

開
発

及
び

保
全

の
方

針

（
“

新
未

来
”

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
）

（
案

）

新
旧

対
照

表

平
成

２
９

年
１

２
月

徳
島

県
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案
平

成
２

４
年

５
月

徳
島
東
部
都
市
計
画

徳
島

東
部

都
市
計
画

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針

都
市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

（
“
新
未

来
”

徳
島
東
部
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

（
案
）

平
成
２
９
年
１
２
月

平
成

２
４
年
５
月

徳
島

県
徳

島
県

0210927
テキスト ボックス
２７



-
1

-

１
．
基
本

的
考

え
方

「
徳
島

東
部
都

市
計

画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
は

、
長

期
的

視
点

に
た

っ
た

都
市

の
将

来
像

を
明

確
に

し
、

そ

の
実
現
に

向
け
て

の
大

き
な

道
筋

を
示

す
も

の
と

し
て

、
平

成
１

６
年

５
月

に
策

定
し

、
そ

の
後

の
社

会
経

済
情

勢

の
変
化
に

対
応
す

べ
く

、
こ

れ
ま

で
に

３
度

の
見

直
し

を
行

い
、

都
市

の
健

全
な

発
展

と
秩

序
あ

る
整

備
を

図
っ

て

き
た
。

こ
の
間

も
、
本

県
を

取
り

巻
く

環
境

は
刻

一
刻

と
変

化
し

て
お

り
、

本
格

的
な

人
口

減
少

・
超

高
齢

社
会

問
題

や

進
行
す
る

東
京
一

極
集

中
、

切
迫

す
る

南
海

ト
ラ

フ
の

地
震

や
中

央
構

造
線

活
断

層
地

震
へ

の
備

え
、

さ
ら

に
は

、

地
球
環
境

問
題
の

深
刻

化
な

ど
、

様
々

な
課

題
に

直
面

し
て

い
る

。

こ
れ
ら

課
題
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
、

県
政

運
営

指
針

で
あ

る
「

新
未

来
『

創
造

』
と

く
し

ま
行

動
計

画
」

に

基
づ
き
、

各
種
条

例
の

制
定

を
は

じ
め

、
様

々
な

取
り

組
み

を
行

っ
て

き
た

。

こ
の
よ

う
に
、

社
会

経
済

情
勢

が
大

き
く

変
化

す
る

中
、

都
市

の
あ

り
方

を
見

直
す

大
き

な
転

換
期

を
迎

え
て

お

り
、
都
市

計
画
区

域
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
重

要
度

は
一

層
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

テ
ィ

ン
グ

の

視
点
に
立

ち
、
都

市
づ

く
り

の
理

念
、

土
地

利
用

の
方

針
等

に
つ

い
て

大
胆

な
見

直
し

を
行

っ
た

。

見
直
し

に
当
た

っ
て

は
、

無
秩

序
な

開
発

に
よ

る
市

街
地

の
拡

大
を

防
止

し
、

計
画

的
な

市
街

化
を

図
る

た
め

、

引
き
続
き

、
区
域

区
分

を
維

持
す

る
こ

と
と

し
、

土
地

利
用

規
制

の
強

化
と

大
胆

な
緩

和
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
る

、

大
規
模
地

震
に
備

え
た

防
災

・
減

災
対

策
、

雇
用

の
確

保
や

地
域

経
済

の
活

性
化

の
推

進
、

さ
ら

に
は

、
全

国
屈

指

の
光

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
環

境
を

活
か

し
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
に

よ
る

多
様

な
働

き
方

の
創

出
な

ど
、
「

地
方

創
生

の
旗

手

・
徳

島
」

と
し

て
の

こ
れ

ら
取

り
組

み
を

踏
ま

え
、
「

一
歩

先
の

未
来

」
を

見
据

え
た

、
新

た
な

ま
ち

づ
く

り
の

考

え
方
の
も

と
、
高

次
元

へ
と

進
化

し
た

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
を

示
す

こ
と

と
し

た
。

時
代
の

変
革
に

柔
軟

か
つ

大
胆

に
対

応
し

、
徳

島
の

「
新

未
来

」
を

創
造

す
る

た
め

、
本

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
は

、

毎
年
点
検

を
行
い

、
新

し
い

考
え

方
を

取
り

入
れ

な
が

ら
見

直
し

を
行

う
も

の
と

し
、

豊
か

な
暮

ら
し

を
将

来
世

代

に
引
き
継

ぎ
、
輝

く
未

来
が

切
り

拓
け

る
よ

う
、

快
適

で
安

全
・

安
心

な
ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

く
も

の
と

す

る
。

●
新
た
な
人
の

流
れ
を
つ
く
る
「消

費
者
庁
等
の
徳
島
移
転

」

●
「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」の

誘
致
拡
大

、
移
住
交
流
の
推
進

●
「
徳
島
東

IC
」
に
続
く
、
新
た
な
陸
海
空
の
結
節
点

「
津
田

IC
」
の
整
備

●
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た

｢す
だ
ち
く
ん
未
来
の
地
球
条
例

(愛
称

)」
の
制

定

●
燃
料
電
池

自
動
車
の
導
入

、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

●
治
水
に
加
え
、
利
水
、
水
循
環
、
環
境
等
の
概
念
を
含
む

｢未
来
へ
紡
ぐ

”
O

U
R
（あ

わ
）の

水
”
管
理
条
例

(愛
称

)｣
の
制
定

➣
「
安
全
安
心
・
強
靱
と
く
し
ま
」の

実
現

新
未
来
「創

造
」と

く
し
ま
行
動
計
画

●
震
災
時
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す

「
命
を
守
る
と
く
し
ま

-0
（
ゼ
ロ
）作

戦
条
例

(愛
称

)」
の

制
定

●
｢イ

エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
｣及

び
｢特

定
活
断
層
調
査
区
域
｣の

指
定

●
「
中
央
構
造
線
活
断
層
地
震
の
震

度
分
布
図
」の

公
表

➣
「環

境
首

都
・新

次
元
と
く
し
ま
」の

実
現

➣
「
ふ
る
さ
と
回
帰
・
加
速
と
く
し
ま
」の

実
現

時
代
の

変
革

に
“柔

軟
か

つ
大
胆

”に
対

応
し
、
徳

島
の

「新
未
来

」を
創

造
！

新
た
な
視
点
で
見
直
し
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２
．
都
市

計
画

の
目
標

１
．

都
市

計
画

の
目

標

2
-1

基
本

的
事

項
1
-
1基

本
的

事
項

1）
目
標
年

次
1
）

目
標

年
次

目
標

年
次

に
つ

い
て

は
、

平
成

２
２

年
を

基
準

年
と

し
て

、
都

市
づ

く
り

の
理

念
や

将
来

の
都

市
構

造
に

つ
い

目
標

年
次

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
７

年
を

基
準

年
と

し
て

、
都

市
づ

く
り

の
理

念
や

将
来

の
都

市
構

造
に

つ
い

て
は

、
お
お

む
ね
２

０
年

後
の

平
成

４
２

年
の

姿
を

展
望

し
方

針
を

策
定

す
る

。
て

は
、

概
ね

２
０

年
後
を

想
定

し
方

針
を

策
定

す
る

。

な
お

、
区

域
区

分
及

び
都

市
施

設
の

整
備

等
は

策
定

か
ら

お
お

む
ね

１
０

年
後

の
平

成
３

７
年

の
姿

と
し

て
策

区
域

区
分

及
び

都
市

施
設

の
整

備
等

は
上

記
方

針
の

も
と

に
、

平
成

３
２

年
の

姿
と

し
て

策
定

す
る

。

定
す

る
。

2）
範
囲

2
）

範
囲

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

（
以

下
、
「

本
区

域
」

と
い

う
）

は
徳

島
市

、
鳴

門
市

、
小

松
島

市
、

阿
南

市
、

吉
野

本
都

市
計

画
区

域
は

徳
島

市
、

鳴
門

市
、

小
松

島
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
、

石
井

町
、

松
茂

町
、

北
島

町
の

川
市

、
石
井

町
、
松

茂
町

、
北

島
町

の
５

市
３

町
の

行
政

区
域

の
全

域
も

し
く

は
一

部
を

範
囲

と
す

る
。

５
市

３
町

の
行

政
区

域
の

全
域

も
し

く
は

一
部

を
範

囲
と

す
る

。

区
域

市
町

村
名

範
囲

面
積

（
ha

）
区

域
市

町
村

名
範

囲
面

積
（

h
a）

徳
島

市
行

政
区
域

の
全

域
1
9,
1
39

徳
島

市
行

政
区

域
の

全
域

1
9
,1
3
9

鳴
門

市
〃

一
部

1
0,

5
15

鳴
門

市
〃

一
部

1
0
,4

9
5

小
松

島
市

〃
全

域
4,
5
37

小
松

島
市

〃
全

域
4
,5
1
1

徳
島

東
部

阿
南

市
〃

一
部

1
0,
1
38

徳
島

東
部

阿
南

市
〃

一
部

1
0
,1
3
8

都
市

計
画

吉
野

川
市

〃
一

部
3,
3
76

都
市

計
画

吉
野

川
市

〃
一

部
3
,
37
6

区
域

石
井

町
〃

全
域

2,
8
85

区
域

石
井

町
〃

全
域

2
,
88

3

松
茂

町
〃

全
域

1,
4
24

松
茂

町
〃

全
域

1
,
31

0

北
島

町
〃

全
域

8
74

北
島

町
〃

全
域

87
7

合
計

5
2,

8
88

合
計

5
2
,7

2
9

注
1
：
平
成

２
８

年
全

国
都

道
府

県
市

区
町

村
別

面
積

調
（

国
土

地
理

院
）

よ
り

都
市

計
画

区
域

（
平

成
１

７
年

国
勢

調
査

に
よ

る
）

の
面

積
を

算
定

。

2
-2

都
市
づ

く
り
の

基
本

理
念

1
-
2

都
市

づ
く

り
の

基
本

理
念

1）
現
状
と

課
題

1
）

現
状

と
課

題

本
区

域
は

、
県

都
徳

島
市

を
中

心
に

５
市

３
町

か
ら

な
り

、
そ

の
大

部
分

は
吉

野
川

、
勝

浦
川

、
那

賀
川

な
ど

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

は
、

県
都

徳
島

市
を

中
心

に
５

市
３

町
か

ら
な

り
、

そ
の

大
部

分
は

吉
野

川
、

勝
浦

の
沖

積
平

野
に

発
展

し
た

都
市

で
、

東
部

は
紀

伊
水

道
に

臨
み

、
北

部
、

南
部

は
山

々
の

緑
を

背
に

し
た

自
然

豊
川

、
那

賀
川

な
ど

の
沖

積
平

野
に

発
展

し
た

都
市

で
、

東
部

は
紀

伊
水

道
に

臨
み

、
北

部
、

南
部

は
山

々
の

緑
を

か
な

都
市
圏

で
あ
る

。
背

に
し

た
自

然
豊

か
な
都

市
圏

で
あ

る
。

本
区

域
の

面
積

は
県

全
体

の
約

１
３

％
に

す
ぎ

な
い

が
、

人
口

は
県

全
体

の
約

６
５

％
を

占
め

て
お

り
、

本
県

本
区

域
の

面
積

は
県

全
体

の
約

１
３

％
に

す
ぎ

な
い

が
、

人
口

は
県

全
体

の
約

６
４

％
を

占
め

て
お

り
、

本
県

の
行

政
、
経

済
、
文

化
の

中
心

地
域

で
あ

る
。

の
行

政
、

経
済

、
文

化
の

中
心

地
域

で
あ

る
。

主
な

都
市

と
し

て
は

、
阿

波
２

５
万

石
の

城
下

町
と

し
て

古
く

か
ら

栄
え

、
本

区
域

の
中

心
都

市
で

あ
る

県
都

主
な

都
市

と
し

て
は

、
阿

波
２

５
万

石
の

城
下

町
と

し
て

古
く

か
ら

栄
え

、
本

区
域

の
中

心
都

市
で

あ
る

県
都

徳
島

市
、

本
州

と
の

表
玄

関
に

位
置

し
交

流
拠

点
都

市
を

め
ざ

す
鳴

門
市

、
海

上
輸

送
の

流
通

拠
点

都
市

小
松

島
徳

島
市

、
本

州
と

の
表

玄
関

に
位

置
し

交
流

拠
点

都
市

を
め

ざ
す

鳴
門

市
、

海
上

輸
送

の
流

通
拠

点
都

市
小

松
島

0210927
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-
3

-

市
、

臨
海
工

業
開
発

の
拠

点
で

あ
る

阿
南

市
な

ど
が

あ
る

。
市

、
臨

海
工

業
開

発
の
拠

点
で

あ
る

阿
南

市
な

ど
が

あ
る

。

本
区

域
は

、
本

州
四

国
連

絡
道

路
の

開
通

に
伴

い
、

近
畿

圏
と

の
交

流
が

活
発

化
す

る
と

と
も

に
、

四
国

縦
貫

本
区

域
は

、
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
の

開
通

に
伴

い
、

近
畿

圏
と

の
交

流
が

活
発

化
す

る
と

と
も

に
、

四
国

自
動

車
道

、
四

国
横

断
自

動
車

道
、

重
要

港
湾

徳
島

小
松

島
港

、
橘

港
及

び
徳

島
飛

行
場

（
徳

島
阿

波
お

ど
り

空
縦

貫
自

動
車

道
、

四
国

横
断

自
動

車
道

、
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
及

び
徳

島
飛

行
場

等
、

陸
・

海
・

空
の

広
域

港
）

等
、

陸
・

海
・

空
の

広
域

交
通

体
系

の
整

備
と

あ
い

ま
っ

て
、

四
国

、
近

畿
、

中
国

地
方

と
の

人
、

物
、

情
交

通
体

系
の

整
備

と
あ

い
ま

っ
て

、
四

国
、

近
畿

、
中

国
地

方
と

の
人

、
物

、
情

報
の

交
流

の
結

節
点

と
し

て
、

報
の

交
流

の
結

節
点

と
し

て
、

ま
た

、
四

国
地

域
全

体
の

玄
関

と
し

て
の

役
割

が
益

々
増

大
す

る
こ

と
が

期
待

さ
ま

た
、

四
国

地
域

全
体

の
玄

関
と

し
て

の
役

割
が

益
々

増
大

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。

れ
て

い
る
。

近
年

で
は

、
少

子
高

齢
化

の
進

行
に

伴
う

人
口

の
減

少
、

経
済

活
動

に
お

け
る

低
成

長
の

長
期

化
、

中
心

市
街

一
方

、
今

後
の

都
市

づ
く

り
に

お
い

て
は

、
「

東
海

・
東

南
海

・
南

海
」

の
三

連
動

地
震

や
津

波
、

さ
ら

に
は

台

地
の

空
洞

化
、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

等
に

よ
る

地
球

温
暖

化
の

問
題

か
ら
、
今

後
の

都
市

づ
く

り
に

お
い

て
は

、
風

や
集

中
豪

雨
な

ど
の

自
然

災
害

か
ら

「
助

か
る

命
を

助
け

る
」

と
い

う
視

点
か

ら
取

り
組

む
こ

と
が

求
め

ら
れ

都
市

機
能

や
居

住
機

能
を

都
市

の
中

心
部

等
に

集
約

化
・

誘
導

を
図

る
と

と
も

に
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

及
び

情
て

い
る

。

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

結
び

連
携

を
強

化
す

る
集

約
型

都
市

構
造

の
形

成
や

、
都

市
中

心
部

の
慢

性
的

な
渋

滞
の

解
ま

た
、

少
子

高
齢

化
の

進
行

に
伴

う
人

口
の

減
少

、
経

済
活

動
に

お
け

る
低

成
長

の
長

期
化

及
び

温
室

効
果

ガ

消
に

向
け
た

、
効
率

的
な

交
通

基
盤

の
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

ス
の

排
出

等
に

よ
る

地
球

温
暖

化
な

ど
地

球
規

模
で

の
環

境
問

題
の

深
刻

化
等

か
ら

、
全

国
的

な
社

会
環

境
の

変

ま
た

、
南

海
ト

ラ
フ

の
地

震
、

中
央

構
造

線
活

断
層

地
震

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

等
に

よ
る

地
球

温
暖

化
に

化
に

応
じ

た
低

炭
素

都
市

づ
く

り
と

し
て

、
土

地
を

効
率

的
に

利
用

し
、

多
様

な
自

然
環

境
を

保
全

す
る

集
約

型

伴
う

気
候

変
動

等
に

よ
り

頻
発

す
る

台
風

や
集

中
豪

雨
、

深
刻

な
洪

水
・

渇
水

や
土

砂
災

害
に

よ
る

被
害

等
、

あ
都

市
構

造
の

形
成

が
要

請
さ

れ
て

い
る

。

ら
ゆ

る
大

規
模

自
然

災
害

か
ら

「
す

べ
て

の
人

命
を

守
る

」
と

い
う

視
点

や
、

発
災

後
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
都

市
本

区
域

は
広

域
で

あ
る

こ
と

か
ら

交
通

基
盤

の
整

備
が

重
要

な
課

題
で

あ
る

。
ま

た
、

一
方

で
は

日
常

生
活

圏

の
再

生
と

い
う

視
点

、
大

規
模

自
然

災
害

時
の

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
の

確
保

と
い

う
視

点
な

ど
か

ら
都

市
づ

く
り

に
の

広
域

化
が

進
む

な
か

で
、

都
市

中
心

部
で

は
市

街
地

の
空

洞
化

が
進

み
、

都
市

基
盤

施
設

の
効

率
的

な
整

備
、

取
り

組
む

こ
と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

都
市

機
能

の
集

積
効

果
の

維
持

強
化

及
び

自
然

環
境

と
の

調
和

保
全

を
図

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
は

、
近

年
の

気
候

変
動

に
よ

る
自

然
環

境
の

悪
化

や
生

物
多

様
性

の
損

失
が

懸
念

さ
れ

て
お

り
、

自
然

ま
た

、
地

方
の

多
様

な
価

値
観

や
地

域
の

個
性

に
根

ざ
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

な
か

、
広

域
都

市
計

画
区

環
境

の
適

切
な
保

全
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。
域

の
あ

り
方

の
検

討
も

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

こ
う

し
た

各
地

域
の

多
様

性
や

独
自

性
を

尊
重

し
、

個
性

に
根

ざ
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る

中
、

広
域

的
に

配
置

さ
れ

た
拠
点

間
の

交
流

や
連

携
を

強
化

し
た

広
域

都
市

計
画

区
域

の
検

討
が

必
要

と
な

っ
て

い
る

。

2)
都
市
づ

く
り
の

理
念

2
)

都
市

づ
く

り
の

理
念

本
区

域
は

、
県

都
徳

島
市

を
含

む
本

県
を

代
表

す
る

広
域

都
市

圏
で

あ
り

、
四

国
と

近
畿

の
結

節
点

と
し

て
の

徳
島

県
で

は
、

地
域

に
暮

ら
す

み
ん

な
が

住
み

や
す

い
ま

ち
づ

く
り

の
展

開
や

地
域

の
防

災
性

の
向

上
等

に
留

立
地

条
件

や
豊

か
な

自
然

環
境

を
活

か
し

、
広

域
交

流
拠

点
と

し
て

の
都

市
機

能
の

集
積

が
ゆ

と
り

あ
る

環
境

と
意

し
た

都
市

づ
く

り
を

目
指

し
て

い
る

。

共
生

す
る

都
市

圏
、

変
化

に
富

む
豊

か
な

自
然

を
活

か
し

て
都

市
と

農
山

漁
村

が
相

互
に

機
能

分
担

、
交

流
・

連
本

都
市

計
画

区
域

は
、

県
都

徳
島

市
を

含
む

本
県

を
代

表
す

る
広

域
都

市
圏

で
あ

り
、

四
国

と
近

畿
の

結
節

点

携
す

る
都

市
圏

を
実

現
す

る
た

め
、
「

ゆ
と

り
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

の
都

市
」

を
将

来
像

と
し

、
本

区
域

の
都

市
と

し
て

の
立

地
条

件
や

豊
か

な
自

然
環

境
を

活
か

し
、

広
域

交
流

拠
点

と
し

て
の

都
市

機
能

の
集

積
が

ゆ
と

り
あ

づ
く

り
の
理

念
を
次

の
と

お
り

定
め

る
。

る
環

境
と

共
存

す
る

都
市

圏
、

変
化

に
富

む
豊

か
な

自
然

を
活

か
し

て
都

市
と

農
山

漁
村

が
相

互
に

機
能

分
担

、

交
流

・
連

携
す

る
都

市
圏

を
実

現
す

る
た

め
、
「

ゆ
と

り
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

の
都

市
」

を
将

来
像

と
す

る
。

ま

・
す

べ
て

の
人

が
暮

ら
し

や
す

い
、
「

地
方

創
生

拠
点

連
携

型
」

の
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

た
、

以
下

の
点

を
都

市
づ

く
り

の
理

念
と

し
て

、
農

林
漁

業
と

の
健

全
な

調
和

を
図

り
つ

つ
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー

既
存

の
人

口
・

都
市

機
能

・
基

盤
集

積
を

生
か

し
た

効
率

的
な

都
市

経
営

を
進

め
る

た
め

、
従

来
の

拡
大

ク
の

整
備

や
都

市
機

能
の

充
実

を
図

る
も

の
と

す
る

。

・
拡

散
型

の
都

市
づ

く
り

を
転

換
し

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て

、
独

自
性

を
活

か
し

な
が

ら
「

地
方

創
生

」

を
図

り
つ

つ
、

子
育

て
・

医
療

・
介

護
等

の
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

集
約

に
よ

る
、

快
適

で
効

率
的

な
生

活
・

各
市

町
の

独
自

性
を

尊
重

し
つ

つ
、

広
域

的
な

連
携

を
強

化
す

る
。

環
境

を
重

視
し

た
、

持
続

可
能

な
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。
そ

れ
に

加
え

、
中

心
市

街
地

や
鉄

道
駅

周
辺

等
・

自
然

と
調

和
し

た
都

市
環

境
の

形
成

を
す

す
め

る
。

の
拠

点
を

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

ぶ
と

と
も

に
、

地
域

間
を

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
結

び
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
・

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

用
に
よ

り
多
様

な
働

き
方

の
創

出
、

行
政

・
医

療
・

教
育

等
の

サ
ー

ビ
ス

機
能

の
高

度
化

を
図

る
、
「

地
方

創
・

す
べ

て
の

人
が

暮
ら

し
や

す
い

、
集

約
型

都
市

構
造

の
形

成
を

図
る

。

生
拠
点

連
携
型

」
の

都
市

構
造

の
形

成
を

目
指

す
。

・
住

民
参

加
に

よ
る

都
市

づ
く

り
を

す
す

め
る

。

・
「
す

べ
て
の

人
命

を
守

る
」

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

あ
ら

ゆ
る

大
規

模
自

然
災

害
を

迎
え

撃
つ

た
め

、
公

共
施

設
の

耐
震

化
等

や
地

域
の

避
難

体
制

の
強

化
な
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ど
防

災
・

減
災

対
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

発
災

後
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
都

市
の

再
生

が
実

現
で

き
る

よ

う
復

興
ま

ち
づ

く
り

の
事

前
準

備
を

行
う

な
ど

、
震

災
時

死
者

ゼ
ロ

を
目

指
す

県
土

強
靱

化
を

推
進

し
、

安

全
で

安
心
し

て
暮

ら
せ

る
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

・
豊
か

な
自
然

と
調

和
し

、
地

域
資

源
の

保
全

・
活

用
に

よ
る

環
境

に
や

さ
し

い
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

既
存

集
落

の
維

持
・

活
性

化
に

加
え

、
豊

か
な

自
然

の
保

全
、

市
街

地
周

辺
部

に
お

け
る

農
業

生
産

基
盤

の
整

備
を

図
り

、
市

街
地

と
周

辺
部

の
自

然
・

田
園

が
健

全
に

調
和

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

展
開

す
る

と
と

も

に
、

森
林

な
ど

豊
富

な
資

源
の

保
全

や
、

水
・

太
陽

な
ど

再
生

可
能

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

の
活

用
に

よ
り

、

気
候

変
動

へ
配

慮
し

た
脱

炭
素

社
会

の
実

現
に

取
り

組
む

な
ど

、
本

県
が

誇
る

自
然

環
境

を
次

代
へ

継
承

す

べ
く

、
環
境

に
や

さ
し

い
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

・
地
域

の
独
自

性
を

活
か

し
、

魅
力

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

都
市

づ
く

り
を

行
う

。

地
方

分
権

改
革

の
推

進
に

よ
り

、
都

市
計

画
法

を
は

じ
め

と
す

る
権

限
が

国
か

ら
地

方
へ

移
譲

さ
れ

、
時

代
の

変
化

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

も
変

わ
り

つ
つ

あ
る

中
、

地
域

の
主

体
と

な
る

市
町

の
独

自
性

や
多

様
性

を

尊
重
し

つ
つ
、
広

域
的

に
配

置
さ

れ
た

拠
点

間
の

交
流

や
連

携
の

強
化

に
よ

り
、
新

た
な

価
値

が
創

造
さ

れ
、

魅
力
と

活
力
に

あ
ふ

れ
る

都
市

づ
く

り
を

目
指

す
。

・
住
民

目
線
に

立
っ

た
創

造
性

豊
か

な
都

市
づ

く
り

を
行

う
。

多
様

化
・

高
度

化
す

る
住

民
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
暮

ら
し

や
す

い
都

市
の

実
現

を
図

る
た

め
、

都
市

計
画

提
案

制
度
の

活
用

な
ど

、
積

極
的

な
住

民
参

加
を

得
な

が
ら

、
創

造
性

豊
か

な
都

市
づ

く
り

を
目

指
す

。

2
-3

地
域
ご

と
の
市

街
地

像
1-
3

地
域

ご
と

の
市

街
地

像

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

は
、

地
理

的
条

件
や

人
の

動
き

な
ど

周
辺

都
市

と
の

地
域

間
の

つ
な

が
り

か
ら

、
徳

島
圏

域
、

鳴
門

圏
域

、
小

松
島

圏
域

、
阿

南
圏

域
、

鴨
島

圏
域

に
区

分
さ

れ
る

。

・
徳

島
圏

域
は

、
徳

島
市

を
中

心
に

北
島

町
、

松
茂

町
、

石
井

町
か

ら
な

り
、

徳
島

市
の

中
心

市
街

地
で

は
本

県
の

経
済

、
教

育
、

文
化

、
行

政
な

ど
多

く
の

機
能

が
集

積
し

、
県

勢
発

展
の

牽
引

的
な

役
割

を
担

う
と

と

も
に

、
広

い
分

野
に

わ
た

り
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

拠
点

と
し

て
の

機
能

を
は

た
し

て
お

り
、

今

後
も

こ
う

し
た

都
市

機
能

の
充

実
強

化
を

図
る

。

・
鳴

門
圏

域
は
、
鳴

門
市

及
び

松
茂

町
か

ら
な

り
、
近

畿
圏

を
は

じ
め

と
す

る
広

域
交

通
の

玄
関

都
市

と
し

て
、

ま
た

、
瀬

戸
内

海
国

立
公

園
等

の
豊

富
な

観
光

資
源

を
活

か
し

た
広

域
交

流
の

拠
点

と
し

て
、

都
市

機
能

の

充
実

を
図

り
な

が
ら

産
業

・
文

化
交

流
ゾ

ー
ン

を
目

指
す

。

・
小

松
島

圏
域

は
、

四
国

東
部

を
代

表
す

る
港

湾
都

市
で

あ
る

小
松

島
市

を
中

心
に

、
海

上
輸

送
の

流
通

拠
点

と
し

て
、

ま
た

、
市

中
心

部
の

再
生

を
図

り
な

が
ら

交
通

・
物

流
・

文
化

の
活

気
あ

ふ
れ

る
都

市
づ

く
り

を

目
指

す
。

・
阿

南
圏

域
は

、
阿

南
市

、
那

賀
町

、
牟

岐
町

、
美

波
町

及
び

海
陽

町
か

ら
な

る
南

部
地

方
生

活
圏

の
中

心
都

市
と

し
て

、
都

市
機

能
の

充
実

と
と

も
に

産
業

と
自

然
環

境
の

共
生

を
図

り
な

が
ら

定
住

交
流

拠
点

都
市

を

目
指

す
。

・
鴨

島
圏

域
は

、
吉

野
川

市
、

阿
波

市
か

ら
な

る
中

央
広

域
市

町
村

圏
の

中
心

都
市

と
し

て
広

域
的

拠
点

機
能
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を
備

え
た

都
市

基
盤

の
整

備
に

努
め

な
が

ら
、

高
次

の
サ

ー
ビ

ス
機

能
の

充
実

を
図

る
。

・
各

市
町

の
中

心
市

街
地

は
、

市
民

の
日

常
生

活
の

拠
点

と
な

る
市

街
地

形
成

を
目

指
し

、
徳

島
市

中
心

部
と

役
割

分
担

を
図

り
な

が
ら

広
域

幹
線

道
路

の
整

備
を

進
め

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

の
都

市
づ

く
り

を
図

る
。

ま

た
、

そ
の

周
辺

部
で

は
、

農
地

や
森

林
、

河
川

の
保

全
を

行
い

な
が

ら
、

豊
か

な
田

園
環

境
や

自
然

環
境

と

調
和

し
た

住
み

よ
い

都
市

づ
く

り
を

目
指

す
。

1
-
4

将
来

の
都

市
構

造
、

主
要

な
機

能
の

配
置

1)
広
域
的

な
都
市

構
造

に
お

け
る

位
置

づ
け

1
)

広
域

的
な

都
市

構
造

に
お

け
る

位
置

づ
け

徳
島

市
の

市
街

地
は

、
本

県
の

経
済

、
教

育
、

文
化

、
行

政
な

ど
多

く
の

機
能

が
集

積
し

、
県

勢
発

展
を

牽
引

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

の
将

来
都

市
構

造
は

、
お

お
む

ね
以

下
の

よ
う

に
方

向
づ

け
ら

れ
る

。

す
る

と
と

も
に

、
広

い
分

野
に

わ
た

り
質

の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

お
り

、
今

後
も

こ
う

し
た

都
市

機
能

の

充
実

強
化
を

図
る
た

め
、

広
域

拠
点

と
し

て
位

置
づ

け
る

。
○

広
域

拠
点

と
し

て
、

徳
島

市
の

中
心

市
街

地
が

あ
り

、
本

都
市

計
画

区
域

の
中

心
的

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

ま
た

、
鳴

門
市

、
小

松
島

市
、

阿
南

市
、

吉
野

川
市

の
中

心
部

を
広

域
拠

点
に

次
い

で
都

市
機

能
が

集
積

す
る

○
副

次
的

な
拠

点
と

し
て

、
鳴

門
市

、
小

松
島

市
、

阿
南

市
、

旧
鴨

島
町

の
中

心
部

が
都

市
計

画
区

域
外

周
辺

町

副
次

拠
点

と
し

て
位

置
づ

け
、

石
井

町
、

松
茂

町
、

北
島

町
等

の
中

心
市

街
地

を
広

域
・

副
次

拠
点

を
補

完
す

る
村

も
含

め
た

生
活

圏
の

拠
点

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
る

。

生
活

都
市
拠

点
と
し

て
位

置
づ

け
る

。
○

生
活

拠
点

と
し

て
は

、
各

市
町

の
中

心
市

街
地

が
挙

げ
ら

れ
る

他
、

一
般

国
道

１
１

号
や

５
５

号
等

の
幹

線
道

こ
れ

ら
拠

点
間

の
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

及
び

利
活

用
を

図
る

と
と

も
に

、
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

広
域

路
沿

道
の

一
部

が
含

ま
れ

る
。

的
に

結
び

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
都

市
機

能
の

高
度

化
を

図
る

、
地

方
創

生
拠

点
連

携
型

の
都

市
構

造
○

広
域

根
幹

的
な

交
通

施
設

と
し

て
は

、
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
、

四
国

縦
貫

自
動

車
道

、
四

国
横

断
自

動
車

の
形

成
を
目

指
す
。

道
、

阿
南

安
芸

自
動

車
道

や
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
、

徳
島

飛
行

場
が

あ
る

。
ま

た
、

地
域

の
骨

格
道

路
と

し
て

は
、
一

般
国

道
１

１
号

や
５

５
号
、
１

９
２

号
や

徳
島

外
環

状
道

路
が

あ
り

、
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

2)
主
要
な

都
市
機

能
の

配
置

2
)

主
要

な
都

市
機

能
の

配
置

本
区

域
の

広
域

拠
点

で
あ

る
徳

島
市

の
中

心
市

街
地

で
は

、
広

域
的

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

周
辺

の
都

徳
島

市
の

中
心

市
街

地
を

広
域

的
な

拠
点

と
し

て
位

置
づ

け
、

商
業

や
業

務
、

文
化

や
交

流
等

の
高

次
都

市
機

市
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

広
域

圏
に

対
応

す
る

拠
点

的
な

商
業

や
業

務
、

文
化

や
交

流
等

の
高

次
都

市
機

能
の

整
能

の
整

備
を

図
る

。

備
及

び
防
災

機
能
の

強
化

を
図

る
。

ま
た

、
鳴

門
市

、
小

松
島

市
、

阿
南

市
、

旧
鴨

島
町

の
中

心
市

街
地

を
副

都
市

拠
点

と
し

て
位

置
づ

け
る

と
と

さ
ら

に
、

鳴
門

市
、

小
松

島
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
の

中
心

市
街

地
は

、
副

次
的

な
拠

点
と

し
て

、
ま

た
、

も
に

、
他

の
各

市
町

中
心

市
街

地
を

日
常

生
活

の
都

市
拠

点
と

し
て

位
置

づ
け

、
都

市
機

能
の

整
備

を
図

る
。

石
井

町
、

松
茂

町
、

北
島

町
等

の
中

心
市

街
地

に
つ

い
て

は
生

活
都

市
拠

点
と

し
て

、
商

業
、

医
療

、
福

祉
等

の

都
市

機
能

及
び
防

災
機

能
の

強
化

を
図

る
。

3)
主
要
な

土
地
利

用
の

方
針

3
)

主
要

な
土

地
利

用
の

方
針

各
市
町

の
駅
周

辺
や

中
心

市
街

地
を

商
業

業
務

地
と

し
て

位
置

づ
け

、
計

画
的

な
都

市
整

備
に

努
め

る
。

各
市

町
の

駅
周

辺
や
中

心
市

街
地

を
商

業
業

務
地

と
し

て
位

置
づ

け
、

計
画

的
な

都
市

整
備

に
努

め
る

。

工
業

地
等

に
つ

い
て

は
、

徳
島

市
や

小
松

島
市

、
阿

南
市

及
び

松
茂

町
の

臨
海

部
を

工
業

・
流

通
拠

点
と

し
て

工
業

地
等

に
つ

い
て

は
、

徳
島

市
、

小
松

島
市

、
阿

南
市

の
臨

海
部

を
工

業
・

流
通

拠
点

と
し

て
機

能
の

充
実

機
能

の
充
実

を
図
る

と
と

も
に

、
既

設
産

業
団

地
へ

の
企

業
の

集
積

を
図

る
。

を
図

る
と

と
も

に
、

既
設

産
業

団
地

へ
の

企
業

の
集

積
を

図
る

。

住
宅
地

に
つ
い

て
は

、
既

成
市

街
地

及
び

周
辺

既
存

集
落

等
の

居
住

環
境

の
整

備
を

図
る

。
住

宅
地

に
つ

い
て

は
、

既
成

市
街

地
及

び
周

辺
既

存
集

落
等

の
居

住
環

境
の

整
備

を
図

る
。

4)
広
域
根

幹
的
な

交
通

体
系

4
)

広
域

根
幹

的
な

交
通

体
系

本
区

域
の

交
通

連
携

を
強

め
る

た
め

、
既

存
の

本
州

四
国

連
絡

道
路

、
四

国
縦

貫
自

動
車

道
及

び
四

国
横

断
自

本
都

市
計

画
区

域
の

交
通

連
携

を
強

め
る

た
め

、
既

存
の

本
州

四
国

連
絡

高
速

道
路

や
四

国
縦

貫
自

動
車

道
、

動
車

道
に

加
え

、
四

国
横

断
自

動
車

道
の

南
伸

や
阿

南
安

芸
自

動
車

道
な

ど
、

広
域

的
な

都
市

軸
の

整
備

強
化

を
四

国
横

断
自

動
車

道
に

加
え

、
四

国
横

断
自

動
車

道
の

南
伸

や
阿

南
安

芸
自

動
車

道
に

よ
り

、
広

域
的

な
都

市
軸

図
る

。
の

整
備

強
化

を
図

る
。

こ
れ

ら
の

広
域

都
市

軸
と

連
動

し
て

、
本

区
域

の
骨

格
と

し
て

機
能

す
る

幹
線

道
路

と
し

て
、

一
般

国
道

１
１

こ
れ

ら
の

広
域

都
市

軸
と

連
動

し
て

、
本

区
域

の
骨

格
と

し
て

機
能

す
る

幹
線

道
路

と
し

て
、

一
般

国
道

１
１

0210927
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号
、

５
５
号

及
び
１

９
２

号
並

び
に

徳
島

外
環

状
道

路
な

ど
の

整
備

を
図

る
。

号
や

５
５

号
、

１
９

２
号

や
徳

島
外

環
状

道
路

な
ど

の
整

備
を

図
る

。
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３
．

区
域
区

分
の
決

定
の

有
無

及
び

区
域

区
分

を
定

め
る

方
針

２
．

区
域

区
分

の
決

定
の

有
無

及
び

区
域

区
分

を
定

め
る

方
針

3-
1

区
域
区

分
の
有

無
2
-1

区
域

区
分

の
有

無

本
区

域
は

、
昭

和
４

６
年

に
４

市
６

町
各

々
の

都
市

計
画

区
域

を
合

わ
せ

て
指

定
さ

れ
、

区
域

区
分

に
つ

い
て

徳
島

東
部

都
市

計
画

区
域

は
、

昭
和

４
６

年
に

４
市

６
町

各
々

の
都

市
計

画
区

域
を

合
わ

せ
て

指
定

さ
れ

、
区

も
、

昭
和
４

６
年
に

決
定

さ
れ

、
そ

の
後

５
回

の
見

直
し

を
経

て
現

在
に

至
っ

て
い

る
。

域
区

分
に

つ
い

て
も

、
昭

和
４

６
年

に
決

定
さ

れ
、

そ
の

後
４

回
の

見
直

し
を

経
て

現
在

に
至

っ
て

い
る

。

本
区

域
の

人
口

は
、

平
成

１
２

年
を

境
に

減
少

に
転

じ
、

今
後

も
減

少
傾

向
に

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
当

該
都

市
計

画
区

域
の

人
口

は
、

平
成

１
２

年
を

境
に

減
少

に
転

じ
、

今
後

も
減

少
傾

向
に

あ
る

と
考

え
ら

れ

る
。

世
帯
数

に
つ
い

て
は

、
今

後
も

引
き

続
き

増
加

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
世

帯
数

に
つ

い
て

は
、

世
帯

当
た

り
の

人
員

の
低

下
に

よ
り

、
平

成
２

２
年

頃
ま

で
は

増
加

し
た

も
の

の
、

今

後
は

減
少

に
転

じ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

出
典

：
国

勢
調

査
、

と
く

し
ま

人
口

ビ
ジ

ョ
ン

出
典

：
国

勢
調

査

52
1,

45
2

52
0,

18
3

51
3,

34
9

50
2,

06
0

49
0,

95
6

47
9,

07
5

47
5,

19
1

0

10
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

60
0,

00
0

平
成

12
年

平
成

17
年

平
成

22
年

平
成

27
年

平
成

32
年

平
成

37
年

平
成

42
年

人 口（ 人）

徳
島
東

部
都

市
計

画
区

域
人

口

18
9,

10
8

19
7,

76
1

20
2,

77
7

20
8,

59
5

21
2,

62
7

21
5,

75
7

21
8,

18
5

2.
79

2.
66

2.
55

2.
40

2.
28

2.
16

2.
05

0.
00

0.
50

1.
00

1.
50

2.
00

2.
50

3.
00

3.
50

4.
00

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

25
0,

00
0

平
成

12
年

平
成

17
年

平
成

22
年

平
成

27
年

平
成

32
年

平
成

37
年

平
成

42
年

世 帯 当 た り の 人 員 （ 人 ）

世 帯 数

世
帯
数

世
帯
規
模
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-
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-

産
業

の
見

通
し

と
し

て
は

、
工

業
出

荷
額

は
微

増
傾

向
に

あ
り

、
商

品
販

売
額

は
減

少
傾

向
に

あ
る

。
産

業
の

見
通

し
と

し
て

は
、

工
業

出
荷

額
、

商
品

販
売

額
は

と
も

に
微

増
傾

向
で

あ
り

、
今

後
急

激
な

増
加

は

見
込

め
な

い
状

況
で

あ
る

。

出
典

：
工

業
統

計

出
典

：
商

業
統

計

一
方

、
都

市
基

盤
の

整
備

状
況

に
つ

い
て

は
、

道
路

の
改

良
率

が
約

５
５

％
、

公
園

の
供

用
率

が
約

５
４

％
、

一
方

、
基

盤
整

備
状

況
に

つ
い

て
は

、
道

路
の

改
良

率
は

約
５

０
％

で
あ

り
、

下
水

道
は

特
に

そ
の

整
備

が
遅

汚
水

処
理
人

口
普
及

率
が

約
６

０
％

で
あ

り
、

い
ず

れ
も

遅
れ

て
い

る
。

れ
て

い
る

。

1,
85

7,
90

7

1,
54

1,
05

0
1,

48
9,

35
7

1,
41

7,
88

8

1,
20

3,
15

6
1,

33
6,

88
0

1,
28

4,
97

6
1,

23
5,

08
7

1,
18

7,
13

5

0
20

0,
00

0
40

0,
00

0
60

0,
00

0
80

0,
00

0
1,

00
0,

00
0

1,
20

0,
00

0
1,

40
0,

00
0

1,
60

0,
00

0
1,

80
0,

00
0

2,
00

0,
00

0

平
成

11
年

平
成

14
年

平
成

17
年

平
成

19
年

平
成

22
年

平
成

27
年

平
成

32
年

平
成

37
年

平
成

42
年

（ 百 万 円）

商
品

販
売

額
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※
道

路
整

備
率

、
公

園
整

備
率

、

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
は

、

平
成

２
７

年
度

末
現

在

こ
れ
ら

の
こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

・
本

区
域

で
は

、
人

口
が

減
少

に
転

じ
、

工
業

・
商

業
に

よ
る

新
た

な
土

地
需

要
も

少
な

い
こ

と
か

ら
、

市
街

・
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
で

は
、

人
口

が
減

少
に

転
じ

、
工

業
・

商
業

に
よ

る
新

た
な

土
地

需
要

も
少

な
い

化
圧

力
は

低
下

し
て

お
り

市
街

地
拡

大
の

可
能

性
も

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
徳

島
市

及
び

そ
の

周
辺

の
こ

と
か

ら
、

市
街

化
圧

力
は

低
下

し
て

お
り

市
街

地
拡

大
の

可
能

性
も

小
さ

い
と

考
え

ら
れ

る
が

、
徳

島
市

一
般

国
道

１
１

号
や

５
５

号
の

幹
線

道
路

沿
線

で
は

今
な

お
開

発
圧

力
が

残
っ

て
お

り
、

郊
外

へ
の

低
密

度
及

び
そ

の
周

辺
の

一
般

国
道

１
１

号
や

５
５

号
の

幹
線

道
路

沿
線

で
は

今
な

お
開

発
圧

力
が

残
っ

て
お

り
、

な
市
街

地
の
拡

大
と

周
辺

の
優

良
な

集
団

農
地

の
消

失
が

懸
念

さ
れ

る
。

郊
外

へ
の

低
密

度
な

市
街

地
の

拡
大

と
周

辺
の

優
良

な
集

団
農

地
の

消
失

が
懸

念
さ

れ
る

。

・
本

区
域

内
の

道
路

な
ど

都
市

基
盤

の
整

備
は

遅
れ

て
お

り
、

今
後

も
積

極
的

に
整

備
を

進
め

て
い

く
必

要
が

・
都

市
計

画
区

域
内

の
道

路
な

ど
都

市
基

盤
の

整
備

は
遅

れ
て

お
り

、
今

後
も

積
極

的
に

整
備

を
進

め
て

い
く

あ
り
、

財
政
が

厳
し

く
な

る
中

で
区

域
を

絞
っ

て
効

率
的

に
整

備
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

必
要

が
あ

り
、

財
政

が
厳

し
く

な
る

な
か

で
区

域
を

絞
っ

て
効

率
的

に
整

備
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

・
区

域
区

分
を

廃
止

し
た

場
合

、
市

街
化

調
整

区
域

で
あ

っ
た

と
こ

ろ
で

利
便

性
の

高
い

幹
線

道
路

沿
線

や
市

・
区

域
区

分
を

廃
止

し
た

場
合

、
市

街
化

調
整

区
域

で
あ

っ
た

と
こ

ろ
で

利
便

性
の

高
い

幹
線

道
路

沿
線

や
市

街
化

区
域

の
周

辺
で

開
発

が
進

む
こ

と
が

予
想

さ
れ

、
中

心
市

街
地

の
さ

ら
な

る
空

洞
化

の
進

行
や

新
た

な
街

化
区

域
の

周
辺

で
開

発
が

進
む

こ
と

が
予

想
さ

れ
、

中
心

市
街

地
の

さ
ら

な
る

空
洞

化
の

進
行

や
新

た
な

開
発
に

伴
う
基

盤
整

備
の

負
担

の
増

加
、
そ

れ
に

伴
う

基
盤

整
備

の
さ

ら
な

る
遅

れ
が

懸
念

さ
れ

る
。
ま

た
、

開
発

に
伴

う
基

盤
整

備
の

負
担

の
増

加
、
そ

れ
に

伴
う

基
盤

整
備

の
さ

ら
な

る
遅

れ
が

懸
念

さ
れ

る
。
ま

た
、

こ
れ

ま
で

開
発

が
規

制
さ

れ
て

い
た

市
街

化
調

整
区

域
で

利
便

性
の

高
い

地
域

は
地

価
が

上
昇

し
、

こ
れ

に
こ

れ
ま

で
開

発
が

規
制

さ
れ

て
い

た
市

街
化

調
整

区
域

で
利

便
性

の
高

い
地

域
は

地
価

が
上

昇
し

、
こ

れ
に

隣
接

す
る

市
街

化
区

域
で

あ
っ

た
と

こ
ろ

は
地

価
の

均
衡

化
に

よ
り

下
降

す
る

な
ど

地
価

に
変

動
を

与
え

る
隣

接
す

る
市

街
化

区
域

で
あ

っ
た

と
こ

ろ
は

地
価

の
均

衡
化

に
よ

り
下

降
す

る
な

ど
地

価
に

変
動

を
与

え
る

恐
れ
が

あ
り
、

経
済

へ
の

影
響

も
大

き
い

。
恐

れ
が

あ
り

、
経
済

へ
の

影
響

も
大

き
い

。

と
考

え
ら

れ
る

。
よ

っ
て

、
本

区
域

に
お

い
て

は
、

都
市

機
能

や
居

住
機

能
を

都
市

の
中

心
部

等
に

集
約

化
・

誘
と

考
え

ら
れ

る
。
よ

っ
て

、
徳

島
東

部
都

市
計

画
区

域
に

お
い

て
は

、
人

口
減

少
と

人
口

構
造

の
変

化
の

な
か

で
、

導
を

図
る

と
と

も
に

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
及

び
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

結
び

連
携

を
強

化
す

る
、

地
方

創
生

拠
土

地
を

効
率

的
に

利
用

し
、

多
様

な
自

然
環

境
を

保
全

す
る

集
約

型
都

市
構

造
の

実
現

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
低

点
連

携
型

の
都

市
構

造
の

実
現

を
目

指
し

て
お

り
、

低
密

度
な

市
街

地
の

拡
大

を
抑

え
、

効
率

的
な

基
盤

整
備

を
密

度
な

市
街

地
の

拡
大

を
抑

え
、

効
率

的
な

基
盤

整
備

を
行

い
、

既
成

市
街

地
の

活
力

と
魅

力
を

高
め

る
必

要
が

行
い

、
既

成
市

街
地

の
活

力
と

魅
力

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
こ

と
、

区
域

区
分

を
廃

止
し

た
場

合
の

負
の

影
響

が
あ

る
こ

と
、

区
域

区
分

を
廃

止
し

た
場

合
の

負
の

影
響

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
区

域
区

分
を

行
う

も
の

大
き

い
こ
と

か
ら
、

引
き

続
き

区
域

区
分

を
行

う
も

の
と

す
る

。
と

す
る

。

た
だ

し
、

各
地

域
の

多
様

性
や

独
自

性
を

尊
重

し
、

地
域

の
個

性
に

根
ざ

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
中

、
広

た
だ

し
、

地
方

の
多

様
な

価
値

観
や

地
域

の
個

性
に

根
ざ

し
た

ま
ち

づ
く

り
を

進
め

る
な

か
、

広
域

都
市

計
画

域
的

に
配

置
さ

れ
た

拠
点

間
の

交
流

や
連

携
の

強
化

も
必

要
で

あ
り

、
広

域
都

市
計

画
区

域
や

区
域

区
分

の
あ

り
区

域
の

あ
り

方
の

検
討

も
必

要
と

考
え

ら
れ

、
そ

の
中

で
、

区
域

区
分

に
つ

い
て

も
見

直
し

の
検

討
が

必
要

と
考

方
に

つ
い
て

検
討
を

行
う

も
の

と
す

る
。

え
ら

れ
る

。

供
用

54
%

未
供
用

46
%

公
園

整
備

率
供
用

未
供

用

改
良
済

55
%

概
成

済
14

%

未
改
良

31
%

道
路

整
備

率
改
良

済

概
成

済

未
改

良

下
水

道
22

%

農
業
集

落
排

水
施

設
等

1%

合
併

処
理
浄

化
槽

36
%

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
ト

1%

未
普
及

40
%

汚
水

処
理
人

口
普
及
率

下
水

道

農
業

集
落
排
水
施
設
等

合
併

処
理
浄
化
槽

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト

未
普

及
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-
1
2

-

3
-2

区
域
区

分
の
方

針
2
-
2

区
域

区
分

の
方

針

1)
配
置
さ

れ
る
お

お
む

ね
の

人
口

規
模

1
)

配
置

さ
れ

る
お

お
む

ね
の

人
口

規
模

本
区
域

内
に
お

け
る

人
口

を
次

の
と

お
り

想
定

す
る

。
本

都
市

計
画

区
域

内
に

お
け

る
人

口
を

次
の

と
お

り
想

定
す

る
。

年
次

年
次

Ｈ
２

２
（

基
準

年
）

Ｈ
３

７
Ｈ

４
２

基
準

年
（

Ｈ
１

７
）

Ｈ
３

２
Ｈ

３
７

人
口

人
口

都
市

計
画

区
域

内
人

口
5
13

,
34

9
人

4
7
9,

0
75

人
47

5
,1

9
1人

都
市

計
画

区
域

内
人

口
5
20

,
18

3
人

4
8
6,

8
00

人
46

8
,0

0
0人

市
街

化
区

域
人

口
3
43

,
85

3
人

3
2
0,

1
85

人
31

7
,4

4
7人

市
街

化
区

域
人

口
3
47

,
85

4
人

3
1
3,

0
00

人
29

4
,2

0
0人

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

1
69

,
49

6
人

1
5
8,

8
90

人
15

7
,7

4
4人

市
街

化
調

整
区

域
内

人
口

1
72

,
32

9
人

1
7
3,

8
00

人
17

4
,4

0
0人

注
）

Ｈ
２

２
人

口
は

、
国

勢
調

査
に

よ
る

注
）

Ｈ
１

７
人

口
は

、
国

勢
調

査
に

よ
る

2)
配
置
さ

れ
る
お

お
む

ね
の

産
業

規
模

2
)

配
置

さ
れ

る
お

お
む

ね
の

産
業

規
模

本
区
域

内
に
配

置
さ

れ
る

お
お

む
ね

の
産

業
規

模
を

次
の

と
お

り
設

定
す

る
。

本
都

市
計

画
区

域
内
に

配
置

さ
れ

る
お

お
む

ね
の

産
業

規
模

を
次

の
と

お
り

設
定

す
る

。

区
分

単
位

Ｈ
２

２
（

基
準

年
）

Ｈ
３

７
区

分
単

位
基

準
年

（
Ｈ

１
７

）
Ｈ

３
２

生
産

規
模

工
業

出
荷

額
億

円
1
3
,6

3
8

14
,
31

0
生

産
規

模
工

業
出

荷
額

億
円

12
,
87

7
1
4,

0
00

商
品

販
売

額
〃

1
2
,0

3
2

12
,
35

1
商

品
販

売
額

〃
14

,
95

9
1
6,

1
00

第
一

次
人

口
人

1
5
,3

0
1

14
,
21

0
第

一
次

人
口

人
18

,
68

8
1
2,

7
00

第
二

次
人

口
〃

5
4
,1

5
3

50
,
29

1
第

二
次

人
口

〃
61

,
84

0
5
4,

7
00

産
業

人
口

第
三

次
人

口
〃

16
2
,7

2
1

1
51

,
11

5
産

業
人

口
第

三
次

人
口

〃
1
70

,
06

6
1
6
8,

6
00

計
〃

23
2
,1

7
5

2
15

,
61

6
計

〃
2
50

,
59

4
2
3
6,

0
00

注
１
）

い
ず
れ

も
行

政
区

域
全

体
の

数
字

で
あ

る
。

注
１

）
い

ず
れ

も
行

政
区

域
全

体
の

数
字

で
あ

る
。

注
２
）

Ｈ
３
７

の
各

数
値

は
Ｈ

２
２

国
勢

調
査

結
果

に
よ

る
推

計
値

で
あ

る
。

注
２

）
商

品
販

売
額

の
基

準
年

は
Ｈ

１
９
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-
1
3

-

3)
市
街
化

区
域
の

規
模

と
現

在
の

市
街

地
と

の
関

係
3
)

市
街

化
区

域
の

規
模

と
現

在
の

市
街

地
と

の
関

係

本
区

域
に

お
け

る
人

口
及

び
産

業
の

見
通

し
に

基
づ

き
、

か
つ

市
街

化
の

現
況

及
び

動
向

を
勘

案
し

、
平

成
本

都
市

計
画

区
域

に
お

け
る

人
口

及
び

産
業

の
見

通
し

に
基

づ
き

、
か

つ
市

街
化

の
現

況
及

び
動

向
を

勘
案

し
、

３
７

年
時

点
で

市
街

化
し

て
い

る
区

域
及

び
当

該
区

域
に

隣
接

し
お

お
む

ね
１

０
年

以
内

に
優

先
的

か
つ

計
画

的
平

成
３

２
年

時
点

で
市

街
化

し
て

い
る

区
域

及
び

当
該

区
域

に
隣

接
し

お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

優
先

的
か

つ
計

市
街

化
を

図
る

べ
き

区
域

を
市

街
化

区
域

と
す

る
こ

と
と

し
、

市
街

化
区

域
の

お
お

む
ね

の
規

模
を

次
の

と
お

り
画

的
市

街
化

を
図

る
べ

き
区

域
を

市
街

化
区

域
と

す
る

こ
と

と
し

、
市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

を
次

の
と

想
定

す
る
。

お
り

想
定

す
る

。

年
次

Ｈ
２

２
（

基
準

年
）

Ｈ
３

７
年

次
平

成
１

７
年

平
成

３
２

年

市
街

化
区
域

の
規

模
約

８
，

７
９

７
ha

約
８
，

８
０

３
h
a

市
街

化
区

域
の

規
模

約
８

，
７

８
４

h
a

約
８

，
７

９
７

h
a

４
．

主
要

な
都

市
計
画

の
決

定
の

方
針

３
．

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

4
-1

土
地
利

用
に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
3
-
1

土
地

利
用

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

1)
土
地
利

用
の
基

本
方

針
1
)

土
地

利
用

の
基

本
方

針

地
方

創
生

拠
点

連
携

型
の

都
市

構
造

の
形

成
に

努
め

る
た

め
、

都
市

的
土

地
利

用
と

自
然

的
土

地
利

用
を

明
確

「
東

日
本

大
震

災
」

が
多

く
の

生
命

・
財

産
を

奪
い

、
建

築
物

、
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
、

社
会

基
盤

施
設

な
ど

に
甚

に
し

、
効

率
的

な
都

市
活

動
や

安
全

性
・

利
便

性
の

高
い

生
活

環
境

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

、
ス

プ
ロ

ー
ル

の
大

な
被

害
を

も
た

ら
し

た
と

い
う

教
訓

を
踏

ま
え

、
自

然
災

害
か

ら
「

助
か

る
命

を
助

け
る

」
と

い
う

視
点

、
さ

抑
制

や
自
然

環
境
の

保
全

・
調

和
を

図
る

も
の

と
す

る
。

ら
に

は
大

規
模

災
害

発
生

後
の

速
や

か
な

「
復

旧
・

復
興

」
の

視
点

か
ら

、
地

域
の

地
形

・
地

質
な

ど
の

自
然

条

ま
た

、
東

日
本

大
震

災
や

熊
本

地
震

な
ど

の
教

訓
を

踏
ま

え
、

切
迫

す
る

南
海

ト
ラ

フ
の

地
震

な
ど

、
あ

ら
ゆ

件
、

人
口

分
布

や
土

地
利

用
の

現
状

、
さ

ら
に

は
地

域
住

民
の

意
向

も
十

分
に

踏
ま

え
た

、
用

途
配

置
の

見
直

し

る
大

規
模

自
然

災
害

か
ら

「
す

べ
て

の
人

命
を

守
る

」
と

い
う

視
点

や
、

発
災

後
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
都

市
の

再
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
特

性
に

応
じ

た
方

針
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。

生
と

い
う

視
点

か
ら

、
地

域
の

地
形

・
地

質
な

ど
の

自
然

条
件

、
人

口
分

布
や

土
地

利
用

の
現

状
、

さ
ら

に
は

地

域
住

民
の

意
向

も
十

分
に

踏
ま

え
た

、
用

途
配

置
の

見
直

し
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
特

性
に

応
じ

た
土

地
利

用

の
方

針
を
定

め
る
も

の
と

す
る

。

2)
主
要
用

途
の
配

置
の

方
針

2
)

主
要

用
途

の
配

置
の

方
針

業
務

地
に

つ
い

て
は

、
徳

島
市

に
お

い
て

は
県

庁
及

び
市

役
所

を
中

心
と

し
た

一
般

国
道

１
１

号
、

５
５

号
及

業
務

地
に

つ
い

て
は

、
徳

島
市

に
お

い
て

は
県

庁
及

び
市

役
所

を
中

心
と

し
た

一
般

国
道

１
１

号
周

辺
地

区
に

び
１

９
２

号
周

辺
地

区
に

本
区

域
の

業
務

機
能

の
中

枢
核

と
し

て
の

業
務

地
を

配
置

し
、

そ
の

他
の

都
市

に
お

い
本

地
区

の
業

務
機

能
の

中
枢

核
と

し
て

の
業

務
地

を
配

置
し

、
そ

の
他

の
都

市
に

お
い

て
は

、
市

役
所

や
町

役
場

て
は

、
市

役
所

や
町

役
場

を
中

心
と

す
る

地
区

に
業

務
地

を
配

置
し

、
各

地
域

の
中

心
核

と
し

て
都

市
機

能
の

充
を

中
心

と
す

る
地

区
に

業
務

地
を

配
置

し
、

各
地

域
の

中
心

核
と

し
て

都
市

機
能

の
充

実
を

図
る

。

実
を

図
る
。

商
業

地
に

つ
い

て
は

、
徳

島
市

に
お

い
て

は
、

徳
島

駅
前

地
区

か
ら

新
町

・
紺

屋
町

地
区

の
商

業
集

積
地

に
本

商
業

地
に

つ
い

て
は

、
徳

島
市

に
お

い
て

は
、

徳
島

駅
前

地
区

か
ら

新
町

・
紺

屋
町

地
区

の
商

業
集

積
地

に
本

区
域

の
中

心
商

業
核

と
し

て
の

商
業

地
を

配
置

す
る

ほ
か

、
そ

の
周

辺
部

及
び

主
要

幹
線

道
路

沿
い

に
、

購
買

需
地

区
の

中
心

商
業

核
と

し
て

の
商

業
地

を
配

置
す

る
ほ

か
、

そ
の

周
辺

部
及

び
主

要
幹

線
道

路
沿

い
に

、
購

買
需

要
に

対
応

し
た

商
業

地
を

配
置

す
る

。
そ

の
他

の
都

市
に

お
い

て
は

、
地

域
の

核
と

し
て

鉄
道

駅
周

辺
や

主
要

幹
要

に
対

応
し

た
商

業
地

を
配

置
す

る
。

そ
の

他
の

都
市

に
お

い
て

は
、

地
域

の
核

と
し

て
鉄

道
駅

周
辺

や
主

要
幹

線
道

路
沿
い

に
、
周

辺
地

域
の

購
買

需
要

に
応

じ
た

商
業

地
を

配
置

す
る

。
線

道
路

沿
い

に
、

周
辺
地

域
の

購
買

需
要

に
応

じ
た

商
業

地
を

配
置

す
る

。

工
業

地
に

つ
い

て
は

、
臨

海
部

等
に

計
画

的
に

整
備

、
配

置
さ

れ
て

き
た

工
業

地
の

適
切

な
維

持
を

図
る

も
の

工
業

地
に

つ
い

て
は

、
臨

海
部

等
に

計
画

的
に

整
備

、
配

置
さ

れ
て

き
た

工
業

地
の

適
切

な
維

持
を

図
る

も
の

と
す

る
が

、
今

後
、

産
業

構
造

の
変

化
等

に
よ

り
用

途
転

換
が

望
ま

れ
る

工
業

用
地

等
に

つ
い

て
は

地
区

計
画

の
と

す
る

が
、

産
業

構
造

の
変

化
等

に
よ

り
用

途
転

換
が

望
ま

れ
る

工
業

用
地

等
に

つ
い

て
は

地
区

計
画

の
活

用
や

活
用

や
用
途

地
域
の

見
直

し
に

よ
り

、
土

地
の

有
効

活
用

を
図

る
。

用
途

転
換

に
よ

り
、

土
地

の
有

効
活

用
を

図
る

。

流
通

業
務

地
に

つ
い

て
は

、
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
及

び
橘

港
、

徳
島

飛
行

場
（

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
）

流
通

業
務

地
に

つ
い

て
は

、
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
、

徳
島

飛
行

場
等

の
流

通
拠

点
を

中
心

と
し

て
集

約
を

の
他

、
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
の

流
通

拠
点

を
中

心
と

し
て

集
約

を
図

る
と

と
も

に
、

各
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
図

る
と

と
も

に
、

各
拠

点
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

整
備

や
広

域
道

路
網

の
整

備
に

伴
い

、
そ

の
要

所
と

な
る

箇
所

に
流

の
整

備
や
広

域
道
路

網
の

整
備

に
伴

い
、

そ
の

要
所

と
な

る
箇

所
に

流
通

施
設

を
配

置
す

る
。

通
施

設
を

配
置

す
る

。
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住
宅

地
に

つ
い

て
は

、
中

心
市

街
地

に
お

い
て

は
、
商

業
や

業
務

と
の

用
途

の
複

合
化

を
す

す
め

る
と

と
も

に
、

住
宅

地
に

つ
い

て
は

、
中

心
市

街
地

に
お

い
て

は
、

商
業

や
業

務
と

の
用

途
の

複
合

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

既
成

市
街

地
に

お
い

て
は

、
比

較
的

高
密

度
な

住
宅

地
を

配
置

し
、

周
辺

部
に

は
比

較
的

低
密

度
な

住
宅

地
を

配
既

成
市

街
地

に
お

い
て

は
、

比
較

的
高

密
度

な
住

宅
地

を
配

置
し

、
周

辺
部

に
は

比
較

的
低

密
度

な
住

宅
地

を
配

置
す

る
。

置
す

る
。

3)
市
街
地

に
お
け

る
建

築
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

方
針

3
)

市
街

地
に

お
け

る
建

築
物

の
密

度
の

構
成

に
関

す
る

方
針

ａ
）

住
宅

地
ａ

）
住

宅
地

都
市

周
辺

部
の

市
街

地
は

居
住

環
境

及
び

防
災

面
か

ら
低

層
低

密
度

な
住

宅
地

を
基

本
と

す
る

が
、

中
心

市
都

市
周

辺
部

の
市

街
地

は
居

住
環

境
及

び
防

災
面

か
ら

低
層

低
密

度
な

住
宅

地
を

基
本

と
す

る
が

、
中

心
市

街
地

及
び

そ
の

近
隣

市
街

地
に

つ
い

て
は

、
地

域
特

性
に

応
じ

て
土

地
利

用
の

高
度

化
、

複
合

化
を

図
る

こ
と

街
地

及
び

そ
の

近
隣

市
街

地
に

つ
い

て
は

、
地

域
特

性
に

応
じ

て
土

地
利

用
の

高
度

化
、

複
合

化
を

図
る

こ
と

と
し
、

住
宅
も

中
高

層
化

し
比

較
的

高
密

度
な

構
成

と
す

る
。

と
し

、
住

宅
も

中
高

層
化

し
比

較
的

高
密

度
な

構
成

と
す

る
。

ｂ
）

商
業

地
ｂ

）
商

業
地

Ｊ
Ｒ

の
主

要
駅

周
辺

や
幹

線
道

路
沿

線
等

従
前

か
ら

の
中

心
市

街
地

は
、

商
業

の
み

な
ら

ず
業

務
、

文
化

、
Ｊ

Ｒ
の

主
要

駅
周

辺
や

幹
線

道
路

沿
線

等
従

前
か

ら
の

中
心

市
街

地
は

、
商

業
の

み
な

ら
ず

業
務

、
文

化
、

娯
楽
、

交
流
の

拠
点

と
し

て
、

地
域

特
性

に
応

じ
て

土
地

の
高

度
利

用
を

図
る

。
娯

楽
、

交
流

の
拠

点
と

し
て

、
地

域
特

性
に

応
じ

て
土

地
の

高
度

利
用

を
図

る
。

ｃ
）

工
業

地
ｃ

）
工

業
地

工
業

地
は

比
較

的
低

密
度

な
利

用
を

図
り

敷
地

内
緑

化
や

景
観

な
ど

地
区

内
外

へ
の

環
境

に
配

慮
し

た
密

度
工

業
地

は
比

較
的

低
密

度
な

利
用

を
図

り
敷

地
内

緑
化

や
景

観
な

ど
地

区
内

外
へ

の
環

境
に

配
慮

し
た

密
度

構
成
と

す
る
。

構
成

と
す

る
。

4)
市
街
地

に
お
け

る
住

宅
建

設
の

方
針

4
)

市
街

地
に

お
け

る
住

宅
建

設
の

方
針

ａ
）
既
成

市
街
地

の
定

住
人

口
確

保
ａ

）
既

成
市

街
地

の
定

住
人

口
確

保

徳
島
市

な
ど
の

中
心

市
街

地
に

お
い

て
は

、
商

業
機

能
の

郊
外

へ
の

展
開

に
よ

り
人

口
が

減
少

傾
向

に
あ

り
、

徳
島

市
な

ど
の

中
心

市
街

地
に

お
い

て
は

、
商

業
機

能
の

郊
外

へ
の

展
開

に
よ

り
人

口
が

減
少

傾
向

に
あ

り
、

再
開

発
事

業
等

に
よ

り
職

・
遊

・
住

近
接

に
対

応
し

た
都

市
型

住
宅

の
供

給
を

促
進

し
定

住
人

口
の

確
保

を
図

再
開

発
事

業
等

に
よ

り
職

・
遊

・
住

近
接

に
対

応
し

た
都

市
型

住
宅

の
供

給
を

促
進

し
定

住
人

口
の

確
保

を
図

る
。

る

ま
た

、
移

住
・

定
住

の
促

進
に

向
け

、
空

き
家

の
利

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

遊
休

施
設

の
活

用
に

よ
る

移

住
交
流

施
設
や

定
住

促
進

住
宅

等
の

整
備

を
行

う
。

5)
市
街
地

の
土
地

利
用

の
方

針
5
)

市
街

地
に

お
い

て
特

に
配

慮
す

べ
き

問
題

等
を

有
す

る
市

街
地

の
土

地
利

用
の

方
針

ａ
）
都
市

防
災
に

関
す

る
方

針

南
海

ト
ラ

フ
の

地
震

等
に

よ
り

、
津

波
被

害
が

発
生

す
る

恐
れ

の
あ

る
区

域
に

つ
い

て
は

、
避

難
路

や
津

波
ａ

）
地

域
防

災
に

関
す

る
方

針

避
難

ビ
ル

な
ど

避
難

施
設

を
確

保
し

、
特

定
避

難
困

難
地

域
の

解
消

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

特
に

都
市

的
土

「
助

か
る

命
を

助
け

る
」

と
い

う
視

点
か

ら
、

津
波

災
害

が
発

生
す

る
恐

れ
の

あ
る

地
域

に
つ

い
て

は
、

避

地
利

用
の

多
い

地
域

で
は

、
都

市
機

能
を

維
持

す
る

た
め

、
建

物
の

耐
震

化
、

耐
浪

化
及

び
高

層
化

に
つ

い
て

難
路

や
防

災
公

園
、

津
波

避
難

ビ
ル

な
ど

避
難

施
設

の
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
長

期
的

視
点

に
立

ち
、

医
療

検
討
す

る
。

施
設

、
社

会
福

祉
施

設
等

の
災

害
時

要
援

護
者

が
利

用
す

る
都

市
施

設
配

置
や

用
途

配
置

の
見

直
し

に
努

め
る

。

ま
た

、
災

害
時

の
防

災
拠

点
と

な
る

公
共

施
設

の
耐

震
化

・
長

寿
命

化
や

支
援

物
資

が
集

積
で

き
る

防
災

施

設
等

の
機

能
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
医

療
施

設
、

社
会

福
祉

施
設

等
の

要
配

慮
者

が
利

用
す

る
施

設
の

災
害

リ
ス
ク

の
低
い

地
域

へ
の

立
地

誘
導

な
ど

、
都

市
施

設
の

配
置

や
用

途
地

域
の

見
直

し
に

努
め

る
。

さ
ら

に
は

、
大

規
模

自
然

災
害

の
発

災
後

、
迅

速
か

つ
円

滑
な

都
市

の
再

生
を

実
現

す
る

た
め

、
復

興
ま

ち

づ
く

り
計

画
を

見
据

え
、

応
急

仮
設

住
宅

の
建

設
候

補
地

の
検

討
を

進
め

る
な

ど
平

時
か

ら
事

前
準

備
や

合
意

形
成

に
努

め
る

と
と

も
に

、
ま

ち
づ

く
り

の
整

備
手

法
や

防
災

・
減

災
対

策
の

優
先

度
に

つ
い

て
、

事
前

に
検

討
し
て

お
く
。
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ｂ
）
土
地

の
高
度

利
用

に
関

す
る

方
針

ｂ
）

土
地

の
高

度
利

用
に
関

す
る

方
針

徳
島

駅
前

周
辺

等
各

市
町

の
「

顔
」

と
な

る
既

成
市

街
地

に
つ

い
て

、
再

開
発

事
業

等
を

通
じ

て
土

地
の

高
徳

島
駅

前
周

辺
等

各
市

町
の

「
顔

」
と

な
る

既
成

市
街

地
に

つ
い

て
、

再
開

発
事

業
等

を
通

じ
て

土
地

の
高

度
利

用
を

促
進

し
、

商
業

・
業

務
の

み
な

ら
ず

、
住

居
、

文
化

、
娯

楽
等

高
次

な
都

市
機

能
を

有
し

た
市

街
地

度
利

用
を

促
進

し
、

商
業

・
業

務
の

み
な

ら
ず

、
住

居
、

文
化

、
娯

楽
等

高
次

な
都

市
機

能
を

有
し

た
市

街
地

と
し
て

再
生
す

る
。

と
し

て
再

生
す

る
。

ｃ
）
用
途

転
換
、

用
途

純
化

又
は

用
途

の
複

合
化

に
関

す
る

方
針

ｃ
）

用
途

転
換

、
用

途
純

化
又

は
用

途
の

複
合

化
に

関
す

る
方

針

地
域

の
特
性

に
応

じ
て

、
住

宅
・

商
業

・
工

業
の

混
在

を
抑

制
し

、
適

切
な

都
市

環
境

の
実

現
を

図
る

た
め

、

用
途
の

純
化
も

視
野

に
入

れ
、

居
住

環
境

の
改

善
に

努
め

る
。

ま
た

、
公

共
交

通
機

関
や

医
療

・
福

祉
施

設
、

利
便

施
設

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
中

心
市

街
地

等
に

つ
い

て
公

共
交

通
機

関
や

医
療

・
福

祉
施

設
、

利
便

施
設

等
が

整
備

さ
れ

て
い

る
中

心
市

街
地

等
に

つ
い

て
は

、
用

は
、

用
途

の
複

合
化

に
よ

り
、

居
住

の
促

進
を

図
り

、
効

率
的

な
都

市
の

形
成

を
図

る
。

今
後

、
産

業
構

造
の

途
の

複
合

化
に

よ
り

、
居

住
の

促
進

を
図

り
、

効
率

的
な

都
市

の
形

成
を

図
る

。
産

業
構

造
の

変
化

等
に

よ
り

変
化

等
に

よ
り

用
途

転
換

が
望

ま
れ

る
工

業
用

地
等

に
つ

い
て

は
、

地
区

計
画

の
活

用
や

用
途

地
域

の
見

直
し

用
途

転
換

が
望

ま
れ

る
工

業
用

地
等

に
つ

い
て

は
、

地
区

計
画

の
活

用
や

用
途

転
換

に
よ

り
、

土
地

の
有

効
利

に
よ
り

、
土
地

の
有

効
利

用
を

図
る

。
用

を
図

る
。

ｄ
）
居
住

環
境
の

改
善

又
は

維
持

に
関

す
る

方
針

ｄ
）

居
住

環
境

の
改

善
又

は
維

持
に

関
す

る
方

針

道
路

幅
員

が
狭

く
、

老
朽

化
し

た
木

造
住

宅
が

密
集

す
る

地
域

等
に

お
い

て
は

、
地

震
時

の
建

物
倒

壊
に

よ

る
道

路
閉

塞
や

火
災

の
延

焼
を

防
止

す
る

た
め

、
防

火
地

域
の

指
定

や
建

築
物

の
不

燃
化

を
促

進
す

る
と

と
も

道
路

幅
員

が
狭

く
、

老
朽

化
し

た
木

造
住

宅
が

密
集

す
る

地
域

等
に

お
い

て
は

、
土

地
区

画
整

理
事

業
等

の

に
、
土

地
区
画

整
理

事
業

等
の

活
用

に
よ

り
、

安
全

・
安

心
な

ま
ち

づ
く

り
を

行
う

。
活

用
に

よ
り

、
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
を

行
う

。

ま
た

、
空

き
家

に
つ

い
て

は
、

実
情

を
踏

ま
え

、
不

良
な

空
き

家
を

除
却

す
る

と
と

も
に

、
健

全
な

空
き

家

に
つ
い

て
は
移

住
・

定
住

に
向

け
た

利
活

用
を

進
め

る
。

ｅ
）
市
街

化
区
域

内
の

緑
地

又
は

都
市

の
風

致
の

維
持

に
関

す
る

方
針

ｅ
）

市
街

化
区

域
内

の
緑

地
又

は
都

市
の

風
致

の
維

持
に

関
す

る
方

針

徳
島

市
の

城
山

等
、

市
街

地
に

お
け

る
貴

重
な

緑
は

積
極

的
に

保
全

を
図

る
と

と
も

に
、

賑
わ

い
の

あ
る

都
徳

島
市

の
城

山
等

、
市

街
地

に
お

け
る

貴
重

な
緑

は
積

極
的

に
保

全
を

図
る

と
と

も
に

、
賑

わ
い

の
あ

る
都

心
の
景

観
や
ま

ち
な

か
の

自
然

と
調

和
し

た
景

観
づ

く
り

に
努

め
る

。
心

の
景

観
や

ま
ち

の
自

然
を

活
か

し
た

景
観

づ
く

り
に

努
め

る
。

ま
た

、
市

街
地

内
の

道
路

や
公

園
等

の
緑

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
公

共
施

設
や

民
有

敷
地

内
に

お
け

る
ま

た
、

市
街

地
内

の
道

路
や

公
園

等
の

緑
化

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

公
共

施
設

や
民

有
敷

地
内

に
お

け
る

建
築

物
の

屋
上

等
の

緑
化

を
促

進
し

、
新

た
な

緑
の

創
出

に
努

め
、

緑
の

多
い

良
好

な
都

市
環

境
の

形
成

を
図

建
築

物
の

屋
上

等
の

緑
化

を
促

進
し

、
新

た
な

緑
の

創
出

に
努

め
、

緑
の

多
い

良
好

な
都

市
環

境
の

形
成

を
図

る
。

る
。

な
お

、
市

街
化

区
域

内
農

地
に

つ
い

て
は

、
良

好
な

都
市

環
境

の
形

成
や

防
災

の
観

点
か

ら
、

維
持

の
必

要
な

お
、

市
街

化
区

域
内

農
地

に
つ

い
て

は
、

良
好

な
都

市
環

境
の

形
成

の
観

点
か

ら
も

、
保

全
を

視
野

に
入

の
あ

る
農

地
に

つ
い

て
は

、
生

産
緑

地
制

度
の

活
用

な
ど

、
保

全
を

視
野

に
入

れ
な

が
ら

、
計

画
的

な
利

用
を

れ
な

が
ら

、
計

画
的

な
利

用
を

図
る

。

図
る
。

6)
市
街
化

調
整
区

域
の

土
地

利
用

の
方

針
6
)

市
街

化
調

整
区

域
の

土
地

利
用

の
方

針

ａ
）
都

市
防

災
に
関

す
る

方
針

洪
水

、
雨

水
出

水
に

よ
る

浸
水

被
害

や
土

砂
災

害
が

発
生

す
る

恐
れ

の
あ

る
区

域
に

つ
い

て
は

、
安

全
な

地
ａ

）
災

害
防

止
の

観
点

か
ら

必
要

な
市

街
化

の
抑

制
に

関
す

る
方

針

域
へ

の
居

住
誘

導
や

新
た

な
建

物
の

立
地

制
限

な
ど

、
市

街
化

を
抑

制
し

つ
つ

、
地

域
の

特
性

を
踏

ま
え

た
土

土
砂

災
害

が
発

生
す

る
恐

れ
の

あ
る

地
域

や
、

洪
水

時
に

浸
水

、
冠

水
の

あ
る

地
域

及
び

津
波

災
害

が
発

生

地
利
用

規
制
の

検
討

を
行

う
。

す
る

恐
れ

の
あ

る
地

域
に

つ
い

て
は

、
今

後
と

も
市

街
化

を
抑

制
し

つ
つ

、
砂

防
事

業
や

河
川

改
修

事
業

等
を

ま
た

、
津

波
に

よ
る

浸
水

被
害

が
発

生
す

る
恐

れ
の

あ
る

区
域

に
つ

い
て

は
、

安
全

な
地

域
へ

の
居

住
誘

導
施

行
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
防

止
に

努
め

る
。

や
新

た
な

建
物

の
立

地
制

限
な

ど
、

市
街

化
を

抑
制

し
つ

つ
、

大
規

模
既

存
集

落
が

形
成

さ
れ

た
地

域
で

は
、

津
波

避
難

タ
ワ

ー
な

ど
避

難
施

設
の

確
保

や
建

物
の

耐
浪

化
等

に
よ

り
、

特
定

避
難

困
難

地
域

の
解

消
や

、
集

落
維
持

が
継
続

で
き

る
地

域
の

形
成

に
努

め
る

。
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な
お

、
災

害
リ

ス
ク

の
低

い
地

域
は

、
必

要
に

応
じ

て
浸

水
被

害
が

想
定

さ
れ

る
地

域
か

ら
の

移
転

の
候

補

地
と
す

る
な
ど

検
討

を
行

う
。

さ
ら

に
は

、
中

央
構

造
線

活
断

層
地

震
な

ど
直

下
型

地
震

に
よ

る
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
た

め
、

特
定

活

断
層

の
直

上
で

は
、

多
数

の
人

が
利

用
す

る
施

設
及

び
危

険
物

貯
蔵

施
設

等
の

特
定

施
設

の
新

築
等

を
回

避
す

る
な

ど
、

土
地

利
用

の
適

正
化

を
図

る
と

と
も

に
、

特
定

活
断

層
調

査
区

域
に

立
地

す
る

建
築

物
を

安
全

な
地

域
へ
移

転
で
き

る
よ

う
配

慮
す

る
。

ｂ
）
優
良

な
農
地

と
の

健
全

な
調

和
に

関
す

る
方

針
ｂ

）
優

良
な

農
地

と
の

健
全

な
調

和
に

関
す

る
方

針

本
区

域
に

お
い

て
、

担
い

手
へ

の
農

地
の

集
積

・
集

約
化

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
特

性
に

応
じ

た
農

業
本

都
市

計
画

区
域

に
お

い
て

、
農

産
物

の
生

産
地

と
し

て
良

好
に

機
能

し
て

い
る

優
良

農
地

等
に

つ
い

て
は

生
産

基
盤

の
整

備
を

推
進

す
る

等
、

食
料

の
安

定
供

給
に

不
可

欠
な

優
良

農
地

の
保

全
・

有
効

活
用

に
十

分
配

今
後

と
も

保
全

を
図

り
、

農
業

生
産

の
環

境
保

全
に

つ
い

て
十

分
配

慮
を

行
う

。

慮
す

る
。

ｃ
）
自
然

環
境
形

成
の

観
点

か
ら

必
要

な
保

全
に

関
す

る
方

針
ｃ

）
自

然
環

境
形

成
の

観
点

か
ら

必
要

な
保

全
に

関
す

る
方

針

本
区

域
の

海
岸

線
に

は
、

瀬
戸

内
海

国
立

公
園

や
室

戸
阿

南
海

岸
国

定
公

園
が

存
在

し
、

自
然

海
岸

の
景

勝
本

都
市

計
画

区
域

の
海

岸
線

に
は

、
瀬

戸
内

海
国

立
公

園
や

室
戸

阿
南

海
岸

国
定

公
園

が
存

在
し

、
自

然
海

地
と

し
て

優
れ

て
お

り
、

ま
た

、
徳

島
市

の
眉

山
、

徳
島

市
と

小
松

島
市

に
わ

た
る

日
峰

山
、

阿
南

の
津

乃
峰

岸
の

景
勝

地
と

し
て

優
れ

て
お

り
、

ま
た

、
徳

島
市

の
眉

山
や

小
松

島
市

の
日

ノ
峯

、
阿

南
の

津
ノ

峰
な

ど
山

山
な

ど
山

地
・

丘
陵

地
の

自
然

景
勝

地
も

存
在

す
る

。
こ

れ
ら

豊
か

な
自

然
の

中
に

あ
っ

て
、

多
く

の
人

が
集

地
丘

陵
地

の
自

然
景

勝
地

も
存

在
す

る
。

こ
れ

ら
お

お
ら

か
な

自
然

の
な

か
に

あ
っ

て
、

多
く

の
人

が
集

ま
る

ま
る
景

勝
地
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

景
観

や
環

境
の

維
持

、
保

全
に

努
め

る
。

景
勝

地
に

つ
い

て
は
、

今
後

も
景

観
や

環
境

の
維

持
、

保
全

に
努

め
る

。

ｄ
）
秩
序

あ
る
都

市
的

土
地

利
用

の
実

現
に

関
す

る
方

針
ｄ

）
秩

序
あ

る
都

市
的

土
地

利
用

の
実

現
に

関
す

る
方

針

平
成

３
７

年
に

想
定

さ
れ

る
市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

で
は

、
同

年
に

目
標

と
す

る
市

街
化

区
域

人
平

成
３

２
年

に
想

定
さ

れ
る

市
街

化
区

域
の

お
お

む
ね

の
規

模
が

、
同

年
に

目
標

と
す

る
市

街
化

区
域

人
口

口
の

一
部

を
受

け
入

れ
ら

れ
な

い
が

、
今

後
、

市
街

化
区

域
内

の
未

利
用

地
や

空
き

家
を

最
大

限
活

用
す

る
な

の
範

囲
内

で
あ

る
た

め
、

市
街

化
調

整
区

域
か

ら
市

街
化

区
域

へ
の

随
時

編
入

は
行

わ
な

い
。

ど
、

集
約

型
都

市
構

造
の

形
成

に
努

め
、

次
回

の
見

直
し

ま
で

の
間

は
市

街
化

調
整

区
域

か
ら

市
街

化
区

域
へ

の
随
時

編
入
は

行
わ

な
い

。

ま
た

、
市

街
化

調
整

区
域

に
お

い
て

良
好

な
住

宅
市

街
地

の
計

画
的

整
備

が
行

わ
れ

る
区

域
や

四
国

横
断

自
ま

た
、

市
街

化
調

整
区

域
に

お
い

て
良

好
な

住
宅

市
街

地
の

計
画

的
整

備
が

行
わ

れ
る

区
域

、
土

地
利

用
の

動
車

道
の

整
備

に
伴

い
、

工
業

・
流

通
業

務
機

能
の

集
積

・
維

持
・

強
化

が
図

ら
れ

る
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

動
向

等
か

ら
不

良
な

街
区

の
環

境
が

形
成

さ
れ

る
恐

れ
が

あ
る

区
域

に
つ

い
て

は
、

各
市

町
の

土
地

利
用

構
想

辺
区

域
、

土
地

利
用

の
動

向
等

か
ら

不
良

な
街

区
の

環
境

が
形

成
さ

れ
る

恐
れ

が
あ

る
区

域
に

つ
い

て
は

、
各

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
、

整
備

の
必

要
性

に
応

じ
て

地
区

計
画

の
導

入
を

図
る

も
の

と
す

る
。

市
町

の
土

地
利

用
構

想
と

の
整

合
を

図
り

つ
つ

、
周

辺
の

農
業

地
域

、
森

林
地

域
の

保
全

を
考

慮
し

な
が

ら
、

整
備
の

必
要
性

に
応

じ
て

地
区

計
画

等
の

導
入

を
図

る
も

の
と

す
る

。

ま
た

、
市

街
化

調
整

区
域

の
建

築
形

態
に

つ
い

て
は

、
周

辺
環

境
と

調
和

し
た

基
準

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
ま

た
、

市
街

化
調

整
区

域
の

建
築

形
態

に
つ

い
て

は
、

周
辺

環
境

と
調

和
し

た
基

準
を

定
め

る
こ

と
に

よ
り

今
後
と

も
良
好

な
環

境
を

維
持

す
る

。
今

後
と

も
良

好
な

環
境

を
維

持
す

る
。

4
-2

都
市
施

設
の
整

備
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

3
-
2

都
市

施
設

の
整

備
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

1)
交
通
施

設
の
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
1
)

交
通

体
系

の
整

備
方

針

ａ
）
基
本

方
針

ａ
）

交
通

施
設

の
整

備
方

針

本
区

域
は

、
本

県
の

経
済

・
文

化
・

行
政

の
集

積
地

で
あ

り
、

四
国

縦
貫

自
動

車
道

、
四

国
横

断
自

動
車

道
本

都
市

計
画

区
域

は
、

本
県

の
経

済
・

行
政

・
文

化
の

集
積

地
で

あ
り

、
本

州
四

国
連

絡
高

速
道

路
や

四
国

及
び

本
州

四
国

連
絡

道
路

の
高

速
交

通
網

の
整

備
に

よ
り

、
四

国
の

玄
関

都
市

と
し

て
重

要
な

交
通

の
結

節
点

縦
貫

自
動

車
道

等
の

高
速

交
通

網
の

整
備

に
よ

り
、

四
国

の
玄

関
都

市
と

し
て

重
要

な
交

通
の

結
節

点
と

し
て

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

今
後

、
高

速
道

路
網

、
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
及

び
橘

港
、

徳
島

飛
行

の
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
今

後
、

高
速

道
路

網
、

重
要

港
湾

徳
島

小
松

島
港

及
び

徳
島

飛
行

場
等

、
陸

・
海

場
（

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
）
等

、
陸

・
海

・
空

の
広

域
的

根
幹

的
な

交
通

網
の

整
備

に
よ

り
交

流
が

拡
大

し
、

・
空

の
広

域
的

根
幹

的
な

交
通

網
の

整
備

に
よ

り
交

流
が

拡
大

し
、

近
畿

圏
を

は
じ

め
全

国
と

の
結

び
つ

き
が

近
畿

圏
を

は
じ

め
全

国
と

の
結

び
つ

き
が

一
層

深
ま

り
、

本
区

域
の

果
た

す
役

割
が

増
大

す
る

こ
と

が
見

込
ま

い
っ

そ
う

深
ま

り
、

本
都

市
計

画
区

域
の

果
た

す
役

割
が

増
大

す
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
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れ
る
。

ま
た

、
区

域
内

の
道

路
網

に
つ

い
て

は
、

災
害

の
際

に
は

緊
急

輸
送

路
や

避
難

路
と

し
て

の
役

割
も

果
た

し
ま

た
、

区
域

内
の

交
通

網
に

つ
い

て
は

、
災

害
の

際
に

は
緊

急
輸

送
路

や
避

難
路

と
し

て
の

役
割

も
果

た
し

て
い

る
中
、
一

般
国

道
１

１
号

と
１

９
２

号
の

交
差

点
等

、
主

要
道

路
が

徳
島

市
の

市
街

地
を

経
由

す
る

た
め

、
て

い
る

な
か

、
一

般
国

道
１

１
号

と
１

９
２

号
の

交
差

点
等

、
主

要
道

路
が

徳
島

市
の

市
街

地
を

経
由

す
る

た

交
通
渋

滞
が
大

き
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

。
め

、
交

通
渋

滞
が

大
き

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の
よ

う
な
背

景
や

課
題

か
ら

以
下

の
整

備
方

針
等

に
基

づ
き

交
通

体
系

の
整

備
を

図
る

。
こ

の
よ

う
な

背
景
や

課
題

か
ら

以
下

の
基

本
方

針
に

基
づ

き
交

通
体

系
の

整
備

を
図

る
。

○
交
通

体
系
の

整
備

の
方

針
○

交
通

体
系

の
方

針

・
交

流
人

口
の

拡
大

、
経

済
活

動
の

活
性

化
及

び
地

域
の

観
光

力
の

向
上

な
ど

、
地

方
創

生
の

礎
と

な
る

広
域

交
・

近
畿

が
近

く
な

る
、

四
国

、
徳

島
が

小
さ

く
な

る
広

域
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

実
現

す
る

た
め

高
速

交
通

道
路

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

た
め

、
高

速
道

路
網

や
高

速
道

路
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路
等

の
整

備
を

行
う

。
網

の
整

備
、

交
流

人
口

の
拡

大
や

地
域

産
業

の
活

性
化

の
促

進
の

た
め

高
速

交
通

道
路

網
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

路

・
中

心
市

街
地

の
通

過
交

通
を

排
除

し
、

都
市

内
交

通
の

円
滑

な
分

散
を

図
る

た
め

、
徳

島
市

を
中

心
と

し
た

放
の

整
備

を
行

う
。

射
・

環
状

道
路

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

徳
島

市
中

心
部

に
お

い
て

鉄
道

の
高

架
化

を
進

め
、

踏
切

除
却

・
中

心
市

街
地

か
ら

通
過

交
通

を
排

除
し

、
都

市
内

交
通

の
円

滑
な

分
散

を
図

る
た

め
、

徳
島

市
を

中
心

と
し

た

に
よ

る
安

全
性

の
向

上
、

高
架

と
合

わ
せ

た
街

路
網

整
備

を
図

る
。

ま
た

、
バ

ス
路

線
網

の
再

編
や

パ
ー

ク
ア

放
射

・
環

状
道

路
の

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
徳

島
市

中
心

部
に

お
い

て
鉄

道
の

高
架

化
を

進
め

、
踏

切
解

ン
ド

バ
ス

ラ
イ

ド
の

推
進

な
ど

、
公

共
交

通
機

関
を

利
用

し
た

交
通

体
系

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

時
差

出
勤

消
に

よ
る

安
全

性
の

向
上

、
高

架
と

合
わ

せ
た

街
路

網
整

備
を

図
る

。
ま

た
、

バ
ス

路
線

網
の

再
編

や
パ

ー
ク

等
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

Ｔ
Ｄ

Ｍ
）

施
策

を
推

進
し

渋
滞

の
解

消
を

図
る

な
ど

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

ア
ン

ド
バ

ス
ラ

イ
ド

、
バ

ス
レ

ー
ン

の
設

置
等

、
公

共
交

通
機

関
を

利
用

し
た

交
通

体
系

を
確

立
す

る
と

と
も

の
抑
制

等
に
資

す
る

地
域

環
境

の
整

備
及

び
改

善
を

推
進

す
る

。
に

、
時

差
出

勤
等

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
Ｔ

Ｄ
Ｍ

）
施

策
を

推
進

し
渋

滞
の

解
消

を
図

る
な

ど
、

温
室

効

・
快

適
で

安
全

な
生

活
環

境
の

形
成

を
図

る
た

め
、

中
心

市
街

地
内

の
公

共
公

益
施

設
を

結
ぶ

道
路

等
は

、
無

電
果

ガ
ス

の
排

出
の

抑
制

等
に

資
す

る
地

域
環

境
の

整
備

及
び

改
善

を
推

進
す

る
。

柱
化

や
植

樹
帯

の
整

備
を

図
り

、
高

齢
者

や
障

が
い

者
、

自
転

車
通

行
に

配
慮

し
た

広
幅

員
の

歩
道

整
備

を
行

・
快

適
で

安
全

な
生

活
環

境
の

形
成

を
図

る
た

め
、

中
心

市
街

地
内

の
公

共
公

益
施

設
を

結
ぶ

道
路

等
は

、
電

線

う
な
ど

、
バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
、

さ
ら

に
は

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

図
る

。
の

地
中

化
や

植
樹

帯
の

整
備

を
図

り
、

高
齢

者
や

障
害

者
、

自
転

車
通

行
に

配
慮

し
た

広
幅

員
の

歩
道

整
備

を

・
地

域
活
性

化
施
策

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

道
路

の
整

備
を

行
う

。
行

う
な

ど
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
、

さ
ら

に
は

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

図
る

。

・
高

速
道

路
網

等
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
４

車
線

化
等

に
よ

る
安

全
性

、
快

適
性

及
び

防
災

機
能

の
向

上
に

配
・

地
域

活
性

化
施

策
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
道

路
の

整
備

を
行

う
。

慮
す
る

と
と
も

に
、

環
境

の
保

全
に

も
十

分
配

慮
す

る
。

・
地

震
、

津
波

等
に

よ
る

災
害

に
対

応
す

る
た

め
、

緊
急

輸
送

路
と

し
て

指
定

さ
れ

た
道

路
の

機
能

強
化

を
図

る

・
長

期
間

未
着

手
と

な
っ

て
い

る
都

市
計

画
道

路
に

つ
い

て
は

、
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

等
都

市
を

取
り

巻
く

環
と

と
も

に
、

交
通

機
能

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
避

難
場

所
や

防
災

拠
点

と
し

て
の

機
能

も
検

討
す

る
。

境
の

変
化

に
応

じ
、

必
要

性
・

実
現

性
の

観
点

か
ら

、
適

時
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
・

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
等

都
市

を
取

り
巻

く
環

境
の

変
化

に
応

じ
、

必
要

性
・

実
現

性
の

観
点

か
ら

、
適

時
適

切
に

都
市

計
画

道
路

の
見

直
し

を
行

う
。

○
計
画

水
準

○
計

画
水

準

・
整

備
方

針
に

基
づ

き
、

土
地

利
用

と
整

合
し

た
道

路
の

整
備

を
計

画
的

、
効

率
的

に
進

め
る

た
め

、
都

市
内

道
・

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
土

地
利

用
と

整
合

し
た

道
路

の
整

備
を

計
画

的
、

効
率

的
に

進
め

る
た

め
、

都
市

内
道

路
の
目

標
と
す

べ
き

整
備

水
準

と
し

て
、

主
要

幹
線

道
路

、
幹

線
道

路
及

び
補

助
幹

線
道

路
の

市
街

地
面

積
１

k
路

標
べ

き
整

備
水

準
と

し
て

、
主

要
幹

線
道

路
、

幹
線

道
路

及
び

補
助

幹
線

道
路

の
市

街
地

面
積

１
k
m
2あ

た
り

m
2
あ

た
り
の

延
長

密
度

を
次

の
と

お
り

と
す

る
。

の
延

長
を

次
の

と
お

り
と

す
る

。

年
次

Ｈ
２

２
（

基
準

年
）

Ｈ
３

７
年

次
平

成
１

７
年

平
成

３
２

年

目
標
水

準
１

.
４

５
k
m

１
.５

３
k
m

目
標

水
準

１
．

４
４

k
m

１
．

４
７

k
m

ｂ
）
主
要

な
施
設

の
配

置
の

方
針

ｂ
）

主
要

な
施

設
の

配
置

の
方

針

○
道
路

○
道

路

・
四

国
横

断
自

動
車

道
、

阿
南

安
芸

自
動

車
道

の
整

備
及

び
広

域
高

速
道

路
網

に
接

続
す

る
元

町
沖

洲
線

の
ア

ク
・

四
国

横
断

自
動

車
道

、
阿

南
安

芸
自

動
車

道
の

整
備

及
び

広
域

高
速

道
路

網
に

接
続

す
る

元
町

沖
洲

線
等

ア
ク

セ
ス
道

路
の
整

備
を

推
進

す
る

。
セ

ス
道

路
の

整
備

を
推

進
す

る
。

・
徳

島
外

環
状

道
路

、
内

環
状

道
路

の
２

つ
の

環
状

道
路

と
（

都
）
東

吉
野

町
北

沖
洲

線
（（

県
）
沖

ノ
洲

埠
頭

線
）

・
徳

島
外

環
状

道
路

、
内

環
状

道
路

の
２

つ
の

環
状

道
路

と
東

吉
野

町
北

沖
洲

線
等

の
放

射
道

路
を

計
画

的
、

体

等
の
放

射
道
路

を
計

画
的

、
体

系
的

に
整

備
す

る
。

系
的

に
整

備
す

る
。

・
鳴

門
ウ

チ
ノ

海
総

合
公

園
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

で
あ

る
（

都
）

黒
山

中
山

線
（
（

主
）

鳴
門

公
園

線
）

等
、

地
域

活
・

鳴
門

ウ
チ

ノ
海

総
合

公
園

等
へ

の
ア

ク
セ

ス
道

で
あ

る
鳴

門
公

園
線

等
、

地
域

活
性

化
施

策
を

支
援

す
る

道
路

性
化
施

策
を
支

援
す

る
道

路
の

整
備

を
促

進
す

る
。

の
整

備
を

推
進

す
る
。

・
大

規
模
自

然
災
害

時
の

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
を

確
保

す
る

た
め

、
緊

急
輸

送
道

路
等

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

0210927
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耐
震
化

の
推
進

な
ど

機
能

強
化

を
図

る
。

○
鉄
道

○
鉄

道

・
踏

切
に

よ
る

交
通

渋
滞

の
解

消
と

通
行

の
安

全
化

、
円

滑
化

を
図

る
だ

け
で

な
く

市
街

地
整

備
の

面
で

も
大

き
・

交
通

渋
滞

の
解

消
と

通
行

の
安

全
化

、
円

滑
化

を
図

る
だ

け
で

な
く

市
街

地
整

備
や

都
市

防
災

の
面

で
も

大
き

な
効

果
を

も
た

ら
す

徳
島

駅
西

か
ら

文
化

の
森

駅
付

近
ま

で
の

鉄
道

の
高

架
化

を
行

う
。

特
に

徳
島

市
中

心
部

な
効

果
を

も
た

ら
す

徳
島

駅
西

か
ら

文
化

の
森

駅
付

近
ま

で
の

鉄
道

の
高

架
化

を
行

う
と

と
も

に
、

県
外

と
の

で
は

、
鉄

道
の

高
架

化
に

合
わ

せ
て

実
施

す
る

街
路

網
整

備
に

よ
っ

て
市

街
地

の
分

断
を

解
消

し
、

救
急

活
動

広
域

交
通

や
県

内
の

生
活

交
通

の
主

要
公

共
交

通
機

関
と

し
て

、
さ

ら
に

輸
送

機
能

向
上

の
た

め
高

速
化

を
図

の
迅

速
化

や
避

難
路

の
確

保
、

ま
た

津
波

浸
水

に
対

し
て

は
高

架
駅

が
一

時
避

難
場

所
に

な
る

な
ど

、
都

市
防

る
。

災
機
能

の
強
化

を
図

る
。

・
県

外
と

の
広

域
交

通
や

県
内

の
生

活
交

通
の

主
要

公
共

交
通

機
関

と
し

て
、

さ
ら

に
輸

送
機

能
向

上
の

た
め

高

速
化
を

図
る
。

○
そ

の
他

○
そ

の
他

・
今

後
の

海
上

輸
送

需
要

へ
の

対
応

や
広

域
高

速
道

路
網

の
整

備
に

伴
い

、
港

湾
計

画
に

基
づ

き
、

本
県

の
総

合
・

今
後

の
海

上
輸

送
需

要
へ

の
対

応
や

広
域

高
速

道
路

網
の

整
備

に
伴

い
、

港
湾

計
画

に
基

づ
き

、
本

県
の

総
合

的
な

流
通

港
湾

と
し

て
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
の

整
備

を
行

い
、

ま
た

、
重

要
港

湾
橘

港
を

工
業

開
発

拠
点

的
な

流
通

港
湾

と
し

て
重

要
港

湾
徳

島
小

松
島

港
の

整
備

を
行

い
、

ま
た

、
重

要
港

湾
橘

港
を

工
業

開
発

拠
点

港
湾
と

し
て
整

備
を

進
め

る
。

港
湾

と
し

て
整

備
を
進

め
る

。

・
公

共
交

通
の

利
用

促
進

に
向

け
て

、
交

通
管

理
シ

ス
テ

ム
や

バ
ス

専
用

レ
ー

ン
等

の
維

持
・

活
用

、
パ

ー
ク

ア
・

輸
送

効
率

の
向

上
に

向
け

て
、

交
通

管
理

シ
ス

テ
ム

や
バ

ス
専

用
レ

ー
ン

等
の

維
持

・
活

用
、

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ン
ド

ラ
イ

ド
シ

ス
テ

ム
の

充
実

化
や

駐
車

場
、

自
転

車
駐

輪
場

の
整

備
等

を
促

進
す

る
。
（

削
除

）
ラ

イ
ド

シ
ス

テ
ム

の
充

実
化

や
駐

車
場

、
自

転
車

駐
輪

場
の

整
備

等
を

促
進

す
る

。
ま

た
、

利
便

性
の

向
上

の

た
め

高
速

バ
ス

タ
ー
ミ

ナ
ル

等
の

整
備

を
図

る
。

ｃ
）
主
要

な
施
設

の
整

備
目

標
ｃ

）
主

要
な

施
設

の
整

備
目

標

優
先
的

に
お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

実
施

す
る

こ
と

を
予

定
す

る
主

要
な

施
設

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

優
先

的
に

お
お

む
ね
１

０
年

以
内

に
実

施
す

る
こ

と
を

予
定

す
る

主
要

な
施

設
は

次
の

と
お

り
と

す
る

。

○
道
路

○
道

路

・
広

域
交
流

の
た
め

の
道

路
と

そ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備
・

広
域

交
流

の
た

め
の
道

路
と

そ
の

ア
ク

セ
ス

道
路

の
整

備

（
都
）

阿
南
鳴

門
線

（
四

国
横

断
自

動
車

道
（

阿
南

IC
～

徳
島

J
CT

）
、

四
国

横
断

自
動

車
道

（
阿

南
～

鳴
門

）

阿
南
安

芸
自
動

車
道

(
桑

野
道

路
、

福
井

道
路

）
）

（
削

除
）

一
般

国
道

５
５

号
阿

南
道

路

阿
南

安
芸

自
動

車
道

、
桑

野
道

路
、

福
井

道
路

（
削

除
）

一
般

国
道

４
３

８
号

上
八

万
バ

イ
パ

ス

（
削
除

）
（

主
）

徳
島

空
港

線

（
都
）

か
ち
ど

き
橋

橘
線

（（
国

）
５

５
号

阿
南

道
路

）
（

主
）

小
松

島
港

線

（
都
）

江
田
小

松
島

港
線

（（
主

）
小

松
島

港
線

）

（
都
）

津
田
新

浜
本

町
線

（（
県

）
津

田
イ

ン
タ

ー
線

）

（
主
）

阿
南
勝

浦
線

（
主

）
阿

南
勝

浦
線

（
主
）

阿
南
小

松
島

線

（
都
）

元
町
沖

洲
線

（
（

県
）

徳
島

東
イ

ン
タ

ー
線

）

・
都

市
部

の
渋
滞

緩
和

の
た

め
の

道
路

の
整

備
・

都
市

部
の

渋
滞

緩
和

の
た

め
の

道
路

の
整

備

（
都
）

徳
島
南

環
状

線
（（

国
）

１
９

２
号

徳
島

南
環

状
道

路
）

一
般

国
道

１
９

２
号

徳
島

南
環

状
道

路

（
都
）

徳
島
西

環
状

線
（（

主
）

徳
島

環
状

線
）

（
主

）
徳

島
環

状
線

（
削
除

）
（

都
）

芝
生

日
ノ

峰
線

（
都
）

徳
島
東

環
状

線
（（

主
）

徳
島

環
状

線
）

（
都

）
徳

島
東

環
状

線

（
都
）

住
吉
万

代
園

瀬
橋

線
（
（

県
）

宮
倉

徳
島

線
の

一
部
等

）
（

都
）

住
吉

万
代

園
瀬

橋
線

（
都
）

元
町
沖

洲
線

（
（

主
）

沖
ノ

洲
徳

島
本

町
線

）
（

都
）

元
町

沖
洲

線

0210927
テキスト ボックス
４５



-
1
9

-

（
都
）

東
吉
野

町
北

沖
洲

線
（
（

県
）

沖
ノ

洲
埠

頭
線

）
（

都
）

東
吉

野
町

北
沖

洲
線

・
地

域
活

性
化
施

策
等

を
支

援
す

る
道

路
の

整
備

・
地

域
活

性
化

施
策

等
を

支
援

す
る

道
路

の
整

備

（
都
）

黒
山
中

山
線

（
（

主
）

鳴
門

公
園

線
）

（
主

）
鳴

門
公

園
線

○
鉄
道

○
鉄

道

・
徳

島
駅

西
か
ら

文
化

の
森

駅
付

近
の

Ｊ
Ｒ

高
徳

線
及

び
牟

岐
線

の
鉄

道
高

架
化

の
促

進
・

徳
島

駅
西

か
ら

文
化

の
森

駅
付

近
の

Ｊ
Ｒ

高
徳

線
及

び
牟

岐
線

の
鉄

道
高

架
化

の
促

進

○
空
港

・
港
湾

○
空

港
・

港
湾

・
重

要
港

湾
徳
島

小
松

島
港

の
整

備
・

重
要

港
湾

徳
島

小
松

島
港

の
整

備

・
重

要
港

湾
橘
港

の
整

備
・

重
要

港
湾

橘
港

の
整

備

0210927
テキスト ボックス
４６



-
2
0

-

・

2)
下
水
道

及
び
河

川
の

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

2
)下

水
道

及
び

河
川

の
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

ａ
）
基
本

方
針

ａ
）

基
本

方
針

○
基
本

方
針

○
基

本
方

針

0210927
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1

-

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

、
自

然
環

境
保

全
の

観
点

か
ら

、
市

街
化

の
動

向
に

対
応

し
て

、
下

水
道

、
浄

化
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
、

自
然

環
境

保
全

の
観

点
か

ら
、

市
街

化
の

動
向

に
対

応
し

て
、

下
水

道
、

浄
化

槽
及
び

集
落
排

水
施

設
等

汚
水

処
理

施
設

の
効

果
的

か
つ

総
合

的
な

整
備

を
推

進
す

る
。

槽
及

び
集

落
排

水
施

設
等

汚
水

処
理

施
設

の
効

果
的

か
つ

総
合

的
な

整
備

を
推

進
す

る
。

気
候

変
動

等
に

伴
う

水
害

の
頻

発
・

激
甚

化
に

対
応

す
る

た
め

、
河

川
の

治
水

安
全

度
を

向
上

さ
せ

る
と

と
吉

野
川

、
那

賀
川

、
勝

浦
川

な
ど

県
内

を
流

れ
る

大
小

の
河

川
に

つ
い

て
、

都
市

化
に

伴
う

流
域

の
保

水
、

も
に

南
海

ト
ラ

フ
の

地
震

に
備

え
た

、
地

震
・

津
波

対
策

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

県
土

の
強

靱
化

を
図

る
。

遊
水

機
能

の
低

下
等

に
よ

り
、

河
川

の
治

水
安

全
度

の
低

下
や

水
辺

環
境

の
悪

化
が

み
ら

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

ま
た

、
防

災
上

支
障

の
な

い
限

り
、

現
況

の
豊

か
な

自
然

環
境

に
配

慮
し

、
自

然
と

調
和

し
た

良
好

な
水

辺
こ

と
か

ら
、

氾
濫

を
防

止
し

災
害

に
対

す
る

安
全

度
を

高
め

る
た

め
、

治
水

対
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

防

空
間
の

整
備
と

保
全

に
努

め
る

。
災

上
支

障
の

な
い

限
り

、
現

況
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

配
慮

し
、

自
然

と
調

和
し

た
良

好
な

水
辺

空
間

の
整

備

と
保

全
に

努
め

る
。

○
計
画

水
準

○
計

画
水

準

「
と

く
し

ま
生
活

排
水

処
理

構
想

20
1
7」

に
示

す
平

成
3
7
年

度
の

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
を

目
標

に
徳

島
市

、
本

区
域

に
お

け
る
平

成
2
1
年

度
末

の
下

水
道

普
及

人
口

は
、

徳
島

市
で

約
7
3,
0
00

人
、

吉
野

川
市

で
約

1

阿
南

市
、

吉
野

川
市

及
び

旧
吉

野
川

流
域

下
水

道
関

連
１

市
２

町
で

引
き

続
き

公
共

下
水

道
の

整
備

を
促

進
す

6
,
0
0
0
人

、
旧

吉
野

川
流

域
下

水
道

関
連

１
市

２
町

で
約

6
,
0
0
0
人

で
あ

り
、

平
成

2
2
年

度
末

に
供

用
開

始
し

た

る
と
と

も
に
、

小
松

島
市

に
お

い
て

も
早

期
供

用
を

目
指

す
。

阿
南

市
の

公
共

下
水
道

事
業

も
含

め
、

引
き

続
き

整
備

を
促

進
し

普
及

率
の

向
上

に
努

め
る

。

本
区

域
の

河
川

に
つ

い
て

、
計

画
規

模
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

河
川

整
備

を
実

施
す

る
と

と
ま

た
、

小
松

島
市

に
お

け
る

公
共

下
水

道
事

業
に

お
い

て
も

、
早

期
供

用
を

目
指

し
て

整
備

を
図

る
と

と
も

も
に
、

避
難
時

間
の

確
保

な
ど

の
地

震
・

津
波

対
策

を
計

画
的

に
進

め
る

。
に

普
及

率
の

向
上

に
努

め
る

。

処
理

人
口

普
及

率
は

、
「

徳
島

県
汚

水
処

理
構

想
（

H
2
3
年

度
策

定
予

定
）
」

に
定

め
る

平
成

3
2年

目
標

値
を

目

指
し

、
整

備
を

進
め
る

。

吉
野

川
や

那
賀

川
に

お
い

て
下

流
部

の
内

水
対

策
や

堤
防

補
強

等
に

よ
り

治
水

安
全

度
の

向
上

を
図

る
。

そ

の
他

の
中

小
河

川
に

つ
い

て
は

、
都

市
河

川
を

中
心

に
計

画
規

模
の

降
雨

に
よ

る
流

水
を

安
全

に
流

下
で

き
る

よ
う

河
床

掘
削

、
築
堤

、
護

岸
の

新
設

・
改

良
を

推
進

す
る

。

ｂ
）
主
要

な
施
設

の
配

置
の

方
針

ｂ
）

主
要

な
施

設
の

配
置

の
方

針

○
下

水
道

○
下

水
道

公
共
下

水
道
に

つ
い

て
は

、
徳

島
市

他
４

市
２

町
で

都
市

計
画

決
定

さ
れ

て
い

る
6
,6
8
4h
a
を

主
体

に
管

渠
整

公
共

下
水

道
に

つ
い

て
は

、
徳

島
市

他
４

市
２

町
で

都
市

計
画

決
定

さ
れ

て
い

る
6
,
57
6h
a
を

主
体

に
管

渠
整

備
と

処
理

場
建

設
の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

整
備

を
進

め
、

旧
吉

野
川

流
域

下
水

道
に

つ
い

て
も

藍
住

町
、

板
野

備
と

処
理

場
建

設
の

バ
ラ

ン
ス

の
と

れ
た

整
備

を
進

め
、

旧
吉

野
川

流
域

下
水

道
に

つ
い

て
も

藍
住

町
、

板
野

町
を
含

む
約

4
,
52
4
ha

に
お

い
て

整
備

を
進

め
、

普
及

率
の

向
上

を
図

る
。

町
を

含
む

約
4
,
50
0
ha

に
お

い
て

整
備

を
進

め
、

普
及

率
の

向
上

を
図

る
。

ま
た

、
地

震
・

津
波

に
よ

る
災

害
時

に
お

い
て

も
、

汚
水

処
理

機
能

の
維

持
又

は
早

期
回

復
を

図
る

た
め

、

下
水
道

施
設
の

耐
震

化
及

び
津

波
対

策
を

推
進

す
る

。

○
河
川

○
河

川

本
区

域
の

河
川

に
つ

い
て

、
計

画
規

模
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
、

築
堤

や
河

道
掘

削
等

の
河

川
本

区
域

に
は

一
級

河
川

吉
野

川
と

い
っ

た
大

河
川

か
ら

極
め

て
小

規
模

な
河

川
ま

で
多

数
存

在
す

る
が

、
区

整
備

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

地
震

・
津

波
対

策
と

し
て

河
川

堤
防

の
嵩

上
げ

や
液

状
化

対
策

な
ど

を
実

施
す

域
の

ほ
と

ん
ど

は
河

口
付

近
の

平
坦

地
で

堤
内

地
が

低
く

内
水

排
除

に
課

題
を

も
つ

河
川

も
あ

る
。

現
在

こ
れ

る
。

ら
の

河
川

を
中

心
に
改

修
事

業
を

実
施

し
て

お
り

、
事

業
進

捗
を

図
る

こ
と

に
よ

り
浸

水
等

被
害

を
防

止
す

る
。

ま
た

、
水

環
境

改
善

に
取

り
組

む
こ

と
に

よ
り

、
安

全
面

だ
け

で
な

く
水

質
浄

化
等

う
る

お
い

の
あ

る
水

辺
ま

た
、

新
町

川
等

の
市

街
地

内
の

河
川

に
お

い
て

水
環

境
改

善
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

安
全

面
だ

け
で

空
間
を

創
出
し

良
好

な
都

市
空

間
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

な
く

水
質

浄
化

等
う
る

お
い

の
あ

る
水

辺
空

間
を

創
出

し
良

好
な

都
市

空
間

づ
く

り
を

推
進

す
る

。

○
海
岸

○
海

岸

本
区

域
の

海
岸

に
お

い
て

は
、

地
震

・
津

波
及

び
高

潮
等

に
対

す
る

防
災

・
減

災
対

策
と

し
て

、
既

存
の

海
沿

岸
部

に
お

い
て

は
、

津
波

・
高

潮
に

対
す

る
防

災
・

減
災

対
策

と
し

て
、

既
存

の
海

岸
保

全
施

設
の

改
修

岸
保
全

施
設
の

改
修

や
液

状
化

対
策

な
ど

を
推

進
す

る
。

を
推

進
す

る
。

ｃ
）
主
要

な
施
設

の
整

備
目

標
ｃ

）
主

要
な

施
設

の
整

備
目

標

優
先
的

に
お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

実
施

す
る

こ
と

を
予

定
す

る
主

要
な

事
業

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

優
先

的
に

お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

実
施

す
る

こ
と

を
予

定
す

る
主

要
な

事
業

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

○
下

水
道

○
下

水
道

公
共

下
水
道

事
業

徳
島

市
、

鳴
門

市
、

小
松

島
市

、
阿

南
市

、
吉

野
川

市
、

公
共

下
水

道
事

業
徳

島
市

、
鳴

門
市

、
小

松
島

市
、

阿
南

市
、

吉
野

川
市

、
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松
茂

町
、

北
島

町
松

茂
町

、
北

島
町

旧
吉

野
川
流

域
下

水
道

事
業

旧
吉

野
川

流
域

下
水

道
事

業

○
河
川

○
河

川

直
轄

河
川
改

修
事

業
吉

野
川

、
旧

吉
野

川
、

今
切

川
、

那
賀

川
、

桑
野

川
直

轄
河

川
改

修
事

業
吉

野
川

、
、

那
賀

川

広
域

河
川
改

修
事

業
飯

尾
川

、
西

大
堀

川
、

園
瀬

川
、

多
々

羅
川

、
広

域
河

川
改

修
事

業
園

瀬
川

、
多

々
羅

川
、

飯
尾

川
、

西
大

堀
川

、

桑
野

川
、

岡
川
、

勝
浦

川
桑

野
川

、
岡

川
、

撫
養

川
、

勝
浦

川

総
合

流
域
防

災
事

業
田

野
川

、
政

所
谷

川
、

立
江

川
、

大
津

田
川

、
福

井
川

、
苅

屋
川

総
合

流
域

防
災

事
業

田
野

川
、

政
所

谷
川

、
立

江
川

、
大

津
田

川
、

福
井

川
、

苅
屋

川

河
川

管
理
施

設
長

寿
命

化
事

業
新

町
川

、
多

々
羅

川
、

冷
田

川
、

飯
尾

川
、

大
谷

川
、

新
池

川
、

出
島

川
、

蛭
地
川

、
苅

屋
川

、
立

江
川

、
田

野
川

、
芝

生
川

、

新
堀

川
、

豊
ノ
本

川
、

太
田

川
、

打
樋

川
（

徳
島

）
、

打
樋

川

（
阿

南
）

地
震

高
潮
対

策
河

川
事

業
撫

養
川

、
大

谷
川

、
福

井
川

、
苅

屋
川

、
立

江
川

、
新

堀
川

、
紀

伊
水

道
地

震
高

潮
対

策
河

川
事

業
新

池
川

、
田

野
川

豊
ノ

本
川

、
多
々

羅
川

、
冷

田
川

、
勝

浦
川

○
海
岸

○
海

岸

海
岸

侵
食
対

策
事

業
坂

野
地

区
海

岸
、

今
津

地
区

海
岸

直
轄

海
岸

保
全

施
設
整

備
事

業
撫

養
港

海
岸

津
波

・
高
潮

危
機

管
理

対
策

緊
急

事
業

撫
養

港
海

岸
、

徳
島

小
松

島
港

海
岸

、

坂
野

地
区

海
岸

、
今

津
地

区
海

岸
、

富
岡

港
海

岸
、

橘
港

海
岸

海
岸

浸
食

対
策

事
業

今
津

・
坂

野
海

岸

海
岸

堤
防
等

老
朽

化
対

策
緊

急
事

業
堂

の
浦

地
先

海
岸

、
小

池
地

先
海

岸
、

高
島

地
先

海
岸

、
津

波
・

高
潮

危
機

管
理

対
策

緊
急

事
業

徳
島

小
松

島
港

海
岸

、
鳴

門
海

岸
、

撫
養

港
海

岸
、

三
ツ

石
地

区
海

岸
、

福
池

地
先

海
岸

、
鳴

門
地

先
海

岸
、

今
津

・
坂

野
海

岸
、

橘
港

海
岸

撫
養

港
海

岸
、

栗
津

港
海

岸
、

松
茂

地
区

海
岸

、
老

朽
化

対
策

緊
急

事
業

徳
島

小
松

島
港

海
岸

、
橘

港
海

岸

今
切

港
海

岸
、

小
松

地
先

海
岸

、
徳

島
小

松
島

港
海

岸
、

坂
野

地
区

海
岸

、
今

津
地

区
海

岸
、
中

島
港

海
岸

、
富

岡
港

海
岸

、

見
能

林
地

区
海

岸
、

橘
港

海
岸

3)
そ
の
他

の
都
市

施
設

の
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
3
)

そ
の

他
の

都
市

施
設

の
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針

ａ
）
基
本

方
針

ａ
）

基
本

方
針

健
康

で
文

化
的

な
都

市
生

活
及

び
機

能
的

な
都

市
活

動
の

向
上

を
図

る
た

め
、

社
会

動
向

や
人

口
動

態
に

対
健

康
で

文
化

的
な

都
市

生
活

及
び

機
能

的
な

都
市

活
動

の
向

上
を

図
る

た
め

、
社

会
動

向
や

人
口

動
態

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

長
期

的
な

展
望

に
立

っ
て

都
市

基
盤

施
設

と
一

体
的

、
系

統
的

に
各

都
市

施
設

の
整

備
を

応
す

る
と

と
も

に
、

長
期

的
な

展
望

に
立

っ
て

都
市

基
盤

施
設

と
一

体
的

、
系

統
的

に
各

都
市

施
設

の
整

備
を

図
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
高

齢
者

や
障

が
い

者
を

は
じ

め
不

特
定

多
数

の
人

が
利

用
す

る
都

市
施

設
に

つ
い

図
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
高

齢
者

や
障

害
者

を
は

じ
め

不
特

定
多

数
の

人
が

利
用

す
る

都
市

施
設

に
つ

い
て

て
は
、

バ
リ
ア

フ
リ

ー
化

、
さ

ら
に

は
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
化

を
推

進
す

る
。

は
、

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
、

さ
ら

に
は

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

推
進

す
る

。

ｂ
）
主
要

な
施
設

の
配

置
の

方
針

ｂ
）

主
要

な
施

設
の

配
置

の
方

針

○
廃
棄

物
処
理

施
設

○
ご

み
処

理
施

設
等

ご
み

処
理

に
つ

い
て

は
、

今
後

も
循

環
型

社
会

の
構

築
に

向
け

て
、

ご
み

の
発

生
抑

制
、

分
別

に
つ

い
て

啓
ご

み
処

理
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

循
環

型
社

会
の

構
築

に
向

け
て

、
ご

み
の

発
生

抑
制

、
分

別
に

努
め

る
と

発
す
る

と
と
も

に
、

ご
み

の
再

利
用

化
、

再
資

源
化

を
推

進
す

る
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
。

と
も

に
、

ご
み

の
再

利
用

化
、

再
資

源
化

を
推

進
す

る
施

設
の

整
備

を
図

る
。

ま
た

、
廃

棄
物

処
理

施
設

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

長
期

的
展

望
に

立
ち

、
広

域
的

、
効

率
的

な
処

理
体

制
ま

た
、

廃
棄

物
処

理
施

設
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
長

期
的

展
望

に
立

ち
、

広
域

的
、

効
率

的
な

処
理

体
制

の
構
築

や
、
地

域
住

民
の

理
解

と
協

力
が

得
ら

れ
る

よ
う

環
境

に
配

慮
し

た
施

設
整

備
を

推
進

す
る

。
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

理
解

と
協

力
が

得
ら

れ
る

よ
う

技
術

面
や

環
境

面
で

の
充

実
に

努
め

る
。
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市
街
地

開
発
事

業
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
方

針
3
-
3

市
街

地
開

発
事

業
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
方

針

1)
主
要
な

市
街
地

開
発

事
業

の
決

定
の

方
針

1
)

主
要

な
市

街
地

開
発

事
業

の
決

定
の

方
針

Ｊ
Ｒ

駅
周

辺
等

の
中

心
市

街
地

に
お

い
て

、
商

業
機

能
の

郊
外

化
等

に
よ

り
空

き
店

舗
の

増
加

が
見

ら
れ

る
地

Ｊ
Ｒ

駅
周

辺
等

の
中

心
市

街
地

に
お

い
て

、
商

業
機

能
の

郊
外

化
等

に
よ

り
空

き
店

舗
の

増
加

が
見

ら
れ

る
地

区
に

つ
い

て
は

市
街

地
再

開
発

事
業

等
に

よ
り

土
地

の
高

度
利

用
、

都
市

機
能

の
複

合
化

を
進

め
、

魅
力

あ
る

市
区

に
つ

い
て

は
市

街
地

再
開

発
事

業
等

に
よ

り
土

地
の

高
度

利
用

、
都

市
機

能
の

複
合

化
を

進
め

、
魅

力
あ

る
市

街
地

、
商
店

街
と
し

て
再

生
を

図
る

。
街

地
、

商
店

街
と

し
て
再

生
を

図
る

。

既
成
市

街
地
に

お
い

て
は

、
細

街
路

が
未

整
備

の
地

区
や

老
朽

化
し

た
木

造
住

宅
が

密
集

し
た

地
区

が
見

ら
れ

、
既

成
市

街
地

に
お

い
て

は
、
細

街
路

が
未

整
備

の
地

区
や

老
朽

化
し

た
木

造
住

宅
が

密
集

し
た

地
区

が
見

ら
れ

、

こ
の

よ
う

な
地

区
に

お
い

て
は

、
土

地
区

画
整

理
事

業
や

地
区

計
画

制
度

を
活

用
し

、
住

環
境

の
改

善
や

防
災

機
こ

の
よ

う
な

地
区

に
お

い
て

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

や
地

区
計

画
制

度
を

活
用

し
、

住
環

境
の

改
善

や
防

災
機

能
の

向
上
を

図
る
。

能
の

向
上

を
図

る
。

特
に

、
徳

島
駅

西
か

ら
文

化
の

森
駅

付
近

の
Ｊ

Ｒ
高

徳
線

・
牟

岐
線

の
沿

線
及

び
そ

の
周

辺
に

お
い

て
は

、
鉄

特
に

、
徳

島
駅

西
か

ら
文

化
の

森
駅

付
近

の
Ｊ

Ｒ
高

徳
線

及
び

牟
岐

線
沿

辺
に

お
い

て
は

、
鉄

道
に

よ
る

市
街

道
に

よ
る

市
街

地
の

分
断

の
解

消
と

と
も

に
基

盤
整

備
を

行
う

必
要

が
あ

る
地

区
が

多
い

。
こ

の
た

め
、

鉄
道

の
地

の
分

断
の

解
消

と
と

も
に

基
盤

整
備

を
行

う
必

要
が

あ
る

地
区

が
多

い
。

こ
の

た
め

、
鉄

道
の

高
架

化
と

と
も

高
架

化
と

と
も

に
、

街
路

整
備

事
業

を
併

せ
て

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

安
全

・
安

心
、

か
つ

利
便

性
が

高
く

賑
に

、
街

路
整

備
事

業
を

併
せ

て
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
安

全
で

か
つ

利
便

性
の

高
い

ま
ち

づ
く

り
を

行
う

も
の

わ
い

の
あ
る

ま
ち
づ

く
り

を
行

う
も

の
と

す
る

。
と

す
る

。

ま
た

、
幹

線
道

路
周

辺
へ

の
市

街
化

圧
力

は
今

後
も

続
く

も
の

と
予

想
さ

れ
、

無
秩

序
な

開
発

や
周

辺
環

境
へ

ま
た

、
幹

線
道

路
周

辺
へ

の
市

街
化

圧
力

は
今

後
も

続
く

も
の

と
予

想
さ

れ
、

無
秩

序
な

開
発

や
周

辺
環

境
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

よ
う

な
地

区
に

つ
い

て
は

、
土

地
区

画
整

理
事

業
や

地
区

計
画

制
度

を
活

用
し

、
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

。
こ

の
よ

う
な

地
区

に
つ

い
て

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

や
地

区
計

画
制

度
を

活
用

し
、

秩
序

あ
る
開

発
を
誘

導
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

辺
環

境
と

の
調

和
を

図
る

。
秩

序
あ

る
開

発
を

誘
導
す

る
こ

と
に

よ
り

、
周

辺
環

境
と

の
調

和
を

図
る

。

2)
市
街
地

整
備
の

目
標

2
)

市
街

地
整

備
の

目
標

徳
島
市

の
新
町

西
地

区
に

お
い

て
、

市
街

地
の

整
備

を
進

め
る

。
お

お
む

ね
１

０
年

以
内

に
実

施
を

予
定

し
て

い
る

市
街

地
開

発
事

業
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

・
徳

島
市

新
町

西
地

区
市

街
地

再
開

発
事

業

4
-4

自
然
的

環
境
の

整
備

又
は

保
全

に
関

す
る

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

3
-
4

自
然

的
環

境
の

整
備

又
は

保
全

に
関

す
る

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

1)
基
本
方

針
1
)

基
本

方
針

本
区

域
は

、
吉

野
川

、
勝

浦
川

、
那

賀
川

等
の

河
口

部
の

広
大

な
沖

積
平

野
と

東
西

に
帯

状
に

配
列

す
る

山
地

本
都

市
計

画
区

域
は

、
吉

野
川

、
勝

浦
川

、
那

賀
川

等
の

河
口

部
の

広
大

な
沖

積
平

野
と

東
西

に
帯

状
に

配
列

に
よ

り
形

成
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

市
街

地
や

そ
の

近
傍

に
徳

島
市

の
眉

山
や

城
山

に
代

表
さ

れ
る

よ
う

な
自

然
す

る
山

地
に

よ
り

形
成

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
徳

島
市

の
眉

山
や

城
山

に
代

表
さ

れ
る

よ
う

に
市

街
地

や
そ

の
近

環
境

及
び

多
様

な
機

能
を

果
た

す
都

市
農

地
が

残
さ

れ
、

一
方

、
海

岸
線

に
は

国
立

公
園

や
国

定
公

園
に

指
定

さ
傍

に
自

然
林

が
残

さ
れ

、
一

方
、

海
岸

線
に

は
国

立
公

園
や

国
定

公
園

に
指

定
さ

れ
る

な
ど

景
勝

に
優

れ
た

自
然

れ
る

な
ど
景

勝
に
優

れ
た

自
然

も
豊

富
に

有
し

た
地

域
で

あ
り

、
住

民
の

自
然

環
境

に
対

す
る

意
識

も
高

い
。

も
豊

富
に

有
し

た
地

域
で

あ
り

、
住

民
の

自
然

環
境

に
対

す
る

意
識

も
高

い
。

こ
の

た
め

、
市

街
地

の
開

発
等

に
当

た
っ

て
は

、
現

況
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

配
慮

し
、

調
和

を
図

り
な

が
ら

こ
の

た
め

、
市

街
地

の
開

発
等

に
あ

た
っ

て
は

、
現

況
の

豊
か

な
自

然
環

境
に

配
慮

し
、

調
和

を
図

り
な

が
ら

計
画

的
に

行
い

、
保

全
に

努
め

る
と

と
も

に
、

市
街

地
の

外
側

で
は

、
公

園
、

農
地

等
の

整
備

及
び

自
然

環
境

の
計

画
的

に
行

い
、

保
全

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
や

防
災

施
設

と
し

て
の

機
能

再
生

な
ど

地
域

の
状

況
に

応
じ

て
検

討
す

る
。

ま
た

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
や

防
災

施
設

と
し

て
の

機
能

も
も

有
す

る
都

市
公

園
・

緑
地

を
計

画
的

に
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
健

康
で

安
全

か
つ

文
化

的
な

都
市

づ
く

り
に

有
す

る
都

市
公

園
・

緑
地

を
計

画
的

に
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
健

康
で

安
全

か
つ

文
化

的
な

都
市

づ
く

り
に

努
努

め
る

も
の

と
す

る
。

め
る

も
の
と

す
る
。

さ
ら

に
、

気
候

変
動

に
よ

る
自

然
環

境
の

悪
化

を
防

止
す

る
た

め
、

魅
力

あ
る

都
市

空
間

や
水

辺
空

間
な

ど
に

ま
た

、
水

辺
空

間
や

道
路

・
建

物
等

施
設

の
緑

化
に

よ
り

、
既

存
の

自
然

緑
地

や
機

能
的

に
配

置
さ

れ
た

都
市

お
け

る
地

域
の

個
性

あ
る

美
し

い
景

観
の

保
全

、
再

生
、

創
出

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

森
林

、
農

地
、

河
川

に
公

園
な

ど
都

市
の

緑
地

の
連

続
性

を
確

保
し

、
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
の

緩
和

や
自

然
環

境
、

生
態

系
の

保
全

お
け

る
水

の
涵

養
機

能
の

維
持

、
向

上
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

健
全

な
水

循
環

の
維

持
、

回
復

を
図

る
も

の
と

す
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。

る
。

ま
た

、
道

路
・

建
物

等
施

設
の

緑
化

を
推

進
し

、
既

存
の

自
然

緑
地

や
機

能
的

に
配

置
さ

れ
た

都
市

公
園

な

ど
、

都
市

の
緑

地
の

連
続

性
の

確
保

に
よ

る
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
現

象
の

緩
和

や
生

態
系

の
保

全
な

ど
、

良
好

な

景
観

形
成

、
生

物
の

生
息

場
の

提
供

、
気

温
上

昇
の

抑
制

等
、

自
然

環
境

が
有

す
る

多
様

な
機

能
を

活
用

し
魅

力

あ
る

地
域
づ

く
り
を

進
め

る
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
に

関
す

る
取

り
組

み
に

努
め

る
も

の
と

す
る

。
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-

な
お
、

長
期
間

未
着

手
と

な
っ

て
い

る
都

市
計

画
公

園
に

つ
い

て
は

、
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

等
都

市
を

取
り

巻
く

環
境

の
変
化

に
応

じ
、

必
要

性
・

実
現

性
の

観
点

か
ら

、
適

時
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。

・
緑
地

の
確
保

目
標

水
準

（
お

お
む

ね
２

０
年

後
）

・
緑

地
の

確
保

目
標

水
準

（
お

お
む

ね
２

０
年

後
）

緑
地
確
保

目
標

都
市

計
画

区
域

に
対

す
る

割
合

緑
地

確
保

目
標

都
市

計
画

区
域

に
対

す
る

割
合

約
９

，
２
０

０
h
a

約
１

７
．

４
%

約
９

，
２

０
０

h
a

約
１

７
．

５
%

・
都
市

公
園
等

の
施

設
と

し
て

整
備

す
べ

き
緑

地
の

目
標

水
準

・
都

市
公

園
等

の
施

設
と

し
て

整
備

す
べ

き
緑

地
の

目
標

水
準

本
区

域
に
お

い
て

都
市

公
園

等
の

施
設

と
し

て
整

備
す

べ
き

緑
地

の
目

標
水

準
は

次
の

と
本

区
域

に
お

い
て

都
市

公
園

等
の

施
設

と
し

て
整

備
す

べ
き

緑
地

の
目

標
水

準
は

次
の

と
お

り
と

す
る

。

年
次

Ｈ
２

２
（

基
準

年
）

Ｈ
３

７
年

次
平

成
１

７
年

度
末

平
成

３
２

年
度

末

目
標
水

準
９

．
５

m
2
/
人

（
実

数
）

１
０

．
９

m2
/
人

目
標

水
準

８
．

０
m2
/
人

（
実

数
）

１
０

．
７

m2
/
人

2)
主
要
な

緑
地
の

配
置

の
方

針
2
)

主
要

な
緑

地
の

配
置

の
方

針

ａ
）
環
境

保
全
系

統
ａ

）
環

境
保

全
系

統

都
市
の

自
然
的

骨
格

を
形

成
す

る
山

林
、

河
川

（
吉

野
川

、
勝

浦
川

、
那

賀
川

水
系

）
、

海
岸

（
鳴

門
市

島
田

都
市

の
自

然
的

骨
格

を
形

成
す

る
山

林
、

河
川

（
吉

野
川

、
勝

浦
川

、
那

賀
川

水
系

）
、

海
岸

（
鳴

門
市

島
田

島
か

ら
阿

南
市

橘
湾

に
至

る
）

等
の

既
存

緑
地

を
適

切
に

保
全

す
る

と
と

も
に

、
市

街
地

内
で

シ
ン

ボ
ル

と
し

島
か

ら
阿

南
市

橘
湾

に
至

る
）

等
の

既
存

緑
地

を
適

切
に

保
全

す
る

と
と

も
に

市
街

地
内

で
シ

ン
ボ

ル
と

し
て

て
溶

け
込

ん
で

い
る

緑
（

徳
島

市
の

眉
山

及
び

城
山

等
）

の
保

全
を

図
る

。
さ

ら
に

、
公

共
施

設
の

緑
化

や
ビ

溶
け

込
ん

で
い

る
緑

（
徳

島
市

の
眉

山
及

び
城

山
等

）
の

保
全

を
図

る
。

さ
ら

に
、

公
共

施
設

の
緑

化
や

ビ
オ

オ
ト
ー

プ
に
よ

り
、

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

現
象

の
緩

和
や

自
然

環
境

、
生

態
系

の
保

全
を

図
る

。
ト

ー
プ

に
よ

り
、

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

現
象

の
緩

和
や

自
然

環
境

、
生

態
系

の
保

全
を

図
る

。

ま
た

、
鳴

門
市

の
ド

イ
ツ

村
公

園
等

、
歴

史
的

文
化

的
に

意
義

の
高

い
文

化
財

の
集

積
地

域
を

緑
化

保
全

す
ま

た
、

鳴
門

市
の

ド
イ

ツ
村

公
園

等
、

歴
史

的
文

化
的

に
意

義
の

高
い

文
化

財
の

集
積

地
域

を
緑

化
保

全
す

る
。

る
。

ｂ
）
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
系

統
ｂ

）
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
系

統

都
市

公
園

は
、

自
然

、
文

化
、

人
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
で

あ
り

、
多

様
化

す
る

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
需

要
都

市
公

園
は

、
自

然
、

文
化

、
人

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

で
あ

り
、

多
様

化
す

る
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

需
要

に
対
応

す
る
た

め
、

地
域

の
特

性
を

活
か

し
た

特
色

あ
る

緑
地

を
保

全
、

整
備

、
配

置
す

る
。

に
対

応
す

る
た

め
、
地

域
の

特
性

を
活

か
し

た
特

色
あ

る
緑

地
を

保
全

、
整

備
、

配
置

す
る

。

徳
島

市
の

自
然

の
景

勝
地

で
あ

る
日

峯
大

神
子

地
区

、
市

街
地

に
隣

接
し

た
文

化
的

意
義

の
高

い
阿

波
史

跡
徳

島
市

の
自

然
の

景
勝

地
で

あ
る

日
峯

大
神

子
地

区
、

市
街

地
に

隣
接

し
た

文
化

的
意

義
の

高
い

阿
波

史
跡

公
園

や
徳

島
市

総
合

動
植

物
公

園
を

中
心

と
し

た
地

区
、

鳴
門

市
の

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

公
園

を
中

心
と

し
た

地
区

、
鳴

門
市

の
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
場

と
し

て
の

鳴
門

ウ
チ

ノ
海

場
と
し

て
の
鳴

門
ウ

チ
ノ

海
総

合
公

園
を

中
心

と
し

た
ウ

チ
ノ

海
地

区
等

に
お

い
て

緑
地

の
保

全
を

図
る

。
総

合
公

園
を

中
心

と
し

た
ウ

チ
ノ

海
地

区
等

に
お

い
て

緑
地

の
保

全
を

図
る

。

ま
た

、
県

南
部

の
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
拠

点
と

し
て

「
健

康
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
南

部
ま

た
、

県
南

部
の

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

拠
点

と
し

て
「

健
康

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

南
部

健
康
運

動
公
園

を
中

心
と

し
た

地
区

の
緑

地
の

整
備

を
行

い
、
良

好
な

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

環
境

を
創

造
す

る
。

健
康

運
動

公
園

を
中

心
と

し
た

地
区

の
緑

地
の

整
備

を
行

い
、
良

好
な

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

環
境

を
創

造
す

る
。

ｃ
）
防
災

系
統

ｃ
）

防
災

系
統

地
震

、
津

波
に

よ
る

広
域

的
か

つ
大

規
模

な
災

害
に

対
応

す
る

た
め

、
蔵

本
公

園
、

鳴
門

総
合

運
動

公
園

及
災

害
の

抑
止

あ
る

い
は

災
害

時
の

活
動

拠
点

や
避

難
地

と
し

て
、

ま
た

、
火

災
や

工
場

地
帯

と
の

緩
衝

地
と

び
南

部
健

康
運

動
公

園
な

ど
広

域
防

災
拠

点
や

避
難

場
所

と
な

る
都

市
公

園
を

確
保

し
、

機
能

強
化

に
よ

り
地

し
て

防
災

機
能

を
有

す
る

緑
地

を
確

保
、

整
備

す
る

。

域
防

災
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
緊

急
物

資
の

確
実

な
供

給
体

制
を

構
築

す
る

た
め

、
公

園
に

お
け

る
物

自
然

災
害

防
止

の
た

め
、

他
法

令
と

協
力

し
な

が
ら

眉
山

山
稜

、
津

乃
峰

山
麓

な
ど

市
街

地
隣

接
の

樹
林

地

資
の
集

積
拠
点

機
能

を
強

化
す

る
。

帯
等

の
環

境
の

保
全
を

図
る

。

災
害

の
抑

止
あ

る
い

は
災

害
時

の
活

動
拠

点
や

避
難

地
と

し
て

、
ま

た
、

火
災

や
工

場
地

帯
と

の
緩

衝
地

と
ま

た
、

地
震

、
津

波
及

び
火

災
等

に
よ

る
災

害
に

対
応

す
る

た
め

、
蔵

本
公

園
、

鳴
門

総
合

運
動

公
園

及
び

し
て

津
田

、
沖

洲
地

区
等

の
既

存
の

工
業

地
の

他
、

徳
島

飛
行

場
（

徳
島

阿
波

お
ど

り
空

港
）

や
本

州
四

国
連

南
部

健
康

運
動

公
園

な
ど

広
域

防
災

拠
点

や
避

難
場

所
と

な
る

都
市

公
園

を
確

保
し

、
機

能
強

化
に

よ
り

地
域

絡
道

路
周

辺
部

の
緩

衝
緑

地
等

の
整

備
、

保
全

を
図

る
と

と
も

に
、

学
校

等
既

存
の

公
共

空
地

や
、

避
難

路
と

防
災

力
の

向
上

を
図

る
ほ

か
、

学
校

等
既

存
の

公
共

空
地

を
保

全
す

る
と

と
も

に
、

避
難

路
と

な
る

市
街

地
の

な
る
市

街
地
の

広
幅

員
道

路
の

緑
化

及
び

河
岸

、
海

岸
の

緑
道

の
整

備
、

保
全

を
図

る
。

広
幅

員
道

路
の

緑
化
及

び
河

岸
、

海
岸

の
緑

道
の

整
備

を
図

る
。

さ
ら

に
は

、
他

法
令

と
調

整
し

な
が

ら
眉

山
山

稜
、

津
乃

峰
山

麓
な

ど
市

街
地

隣
接

の
樹

林
地

帯
等

の
環

境
津

田
、

沖
洲

地
区

等
既

存
の

工
業

地
の

他
、

徳
島

飛
行

場
や

本
州

四
国

連
絡

高
速

道
路

周
辺

部
の

緩
衝

緑
地

の
保

全
を

図
る

。
等

の
整

備
、

保
全

を
図

る
。
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ｄ
）
景
観

構
成
系

統
ｄ

）
景

観
構

成
系

統

緑
な

す
特

徴
的

な
山

々
、

清
く

豊
か

な
水

流
を

誇
る

河
川

、
美

し
い

海
岸

線
等

（
鳴

門
市

及
び

阿
南

市
の

国
緑

な
す

特
徴

的
な

山
々

、
清

く
豊

か
な

水
流

を
誇

る
河

川
、

美
し

い
海

岸
線

等
（

鳴
門

市
及

び
阿

南
市

の
国

立
、

国
定

公
園

等
）

風
致

に
富

む
特

徴
あ

る
郷

土
景

観
を

構
成

す
る

緑
地

、
ま

た
、

都
市

の
中

で
「

顔
」

と
な

立
、

国
定

公
園

等
）

風
致

に
富

む
特

徴
あ

る
郷

土
景

観
を

構
成

す
る

緑
地

、
ま

た
、

都
市

の
中

で
「

顔
」

と
な

る
地

区
景

観
を

形
成

す
る

緑
地

（
徳

島
市

の
徳

島
中

央
公

園
等

）
の

確
保

、
保

全
を

図
る

。
る

地
区

景
観

、
ラ

ン
ド

マ
ー

ク
や

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
を

形
成

す
る

緑
地

（
徳

島
市

の
徳

島
中

央
公

園
等

）
の

確

保
、

保
全

を
図

る
。

3)
実
現
の

た
め
の

具
体

の
都

市
計

画
制

度
の

方
針

3
)

実
現

の
た

め
の

具
体

の
都

市
計

画
制

度
の

方
針

・
公
園
緑

地
等
の

整
備

目
標

及
び

配
置

方
針

の
概

要
・

公
園

緑
地

等
の

整
備

目
標

及
び

配
置

方
針

の
概

要

単
位

：
m
2 /
人

単
位

：
m
2
/人

公
園
緑

地
等

の
整

備
目

標
公

園
緑

地
等

の
整

備
目

標

区
分

配
置

方
針

の
概

要
Ｈ

２
２

Ｈ
３

７
区

分
配

置
方

針
の

概
要

基
準

年
目

標
年

(
基

準
年

)
(Ｈ

１
７

）
(Ｈ

３
２

)

街
区

公
園

住
民

単
位

に
誘

致
距

離
、
人

口
等

を
考

慮
し

て
適

切
に

配
置

す
る

。
０

．
５

０
．

６
街

区
公

園
住

民
単

位
に

誘
致

距
離

、
人

口
等

を
考

慮
し

て
適

切
に

配
置

す
る
。

０
．

５
０

．
６

近
隣

公
園

各
住

区
に

１
箇

所
を

配
置

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
０

．
６

０
．

８
近

隣
公

園
各

住
区

に
１

箇
所

を
配

置
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

０
．

６
０

．
８

地
区

公
園

４
住

区
に

１
箇

所
を

配
置

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
０

．
４

０
．

５
地

区
公

園
４

住
区

に
１

箇
所

を
配

置
す

る
こ

と
を

目
標

と
す

る
。

０
．

４
０

．
６

総
合

公
園

文
化

の
森

総
合

公
園

、
徳

島
中

央
公

園
を

中
核

と
し

て
人

口
規

模
２

．
０

２
．

３
総

合
公

園
文

化
の

森
総

合
公

園
、

徳
島

中
央

公
園

を
中

核
と

し
て

人
口

規
模

１
．

８
２

．
３

を
考

慮
し

て
配

置
す

る
。

を
考

慮
し

て
配

置
す

る
。

運
動

公
園

鳴
門

総
合

運
動

公
園

、
蔵

本
公

園
を

中
核

と
し

人
口

規
模

を
考

慮
０

．
９

１
．

２
運

動
公

園
鳴

門
総

合
運

動
公

園
、

蔵
本

公
園

を
中

核
と

し
人

口
規

模
を

考
慮

０
．

７
１

．
２

し
て

配
置

す
る

。
し

て
配

置
す

る
。

特
殊

公
園

恵
ま

れ
た

自
然

を
利

用
し

て
、

市
街

地
に

近
く

住
民

に
親

し
ま

れ
２

．
２

２
．

３
特

殊
公

園
恵

ま
れ

た
自

然
を

利
用

し
て

、
市

街
地

に
近

く
住

民
に

親
し

ま
れ

１
．

３
２

．
９

て
い

る
名

所
や

展
望

地
に

つ
い

て
配

置
す

る
。

て
い

る
名

所
や

展
望

地
に

つ
い

て
配

置
す

る
。

広
域

公
園

既
存

の
日

峯
大

神
子

広
域

公
園

の
保

全
を

図
る

。
１

．
３

１
．

４
広

域
公

園
既

存
の

日
峯

大
神

子
広

域
公

園
の

保
全

を
図

る
。

１
．

３
１

．
３

緑
地

河
川

敷
や

海
岸

線
を

緑
地

と
し

て
緑

の
保

全
を

図
る

。
１

．
５

１
．

７
緑

地
河

川
敷

や
海

岸
線

を
緑

地
と

し
て

緑
の

保
全

を
図

る
。

１
．

５
１

．
７

緑
道
等

河
川

、
海

岸
敷

き
を

利
用

し
て

各
公

園
緑

地
を

有
機

的
に

結
合

さ
０

．
０

０
．

２
緑

道
等

河
川

、
海

岸
敷

き
を

利
用

し
て

各
公

園
緑

地
を

有
機

的
に

結
合

さ
０

．
０

０
．

２

せ
る
よ

う
配

置
す

る
。

せ
る

よ
う

配
置

す
る

。

・
緑

地
保

全
地
区

等
の

指
定

目
標

及
び

指
定

方
針

の
概

要
・

緑
地

保
全

地
区

等
の

指
定

目
標

及
び

指
定

方
針

の
概

要

地
区
の
種

類
指

定
方

針
の

概
要

指
定

目
標

地
区

の
種

類
指

定
方

針
の

概
要

指
定

目
標

市
街

地
か

ら
眺

望
さ

れ
る

景
観

の
優

れ
た

山
地

等
に

つ
い

て
引

き
市

街
地

か
ら

眺
望

さ
れ

る
景

観
の

優
れ

た
山

地
等

に
つ

い
て

引

風
致

地
区

続
き

維
持

を
図

る
と

と
も

に
、

樹
林

の
枯

死
等

指
定

後
そ

の
環

境
約

１
，

２
０

０
ｈ

ａ
風

致
地

区
き

続
き

維
持

を
図

る
と

と
も

に
、

樹
林

の
枯

死
等

指
定

後
そ

の
環

約
１

，
２

０
０

ｈ
ａ

が
大

き
く

変
化

し
て

い
る

地
区

に
つ

い
て

は
、

維
持

等
に

つ
い

て
境

が
大

き
く

変
化

し
て

い
る

地
区

に
つ

い
て

は
、

維
持

等
に

つ
い

検
討

を
行

う
も

の
と

す
る

。
て

検
討

を
行

う
も

の
と

す
る

。

4)
主
要
な

施
設
の

整
備

目
標

4
)

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

優
先
的

に
お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

実
施

す
る

こ
と

を
予

定
す

る
主

要
な

事
業

は
次

の
と

お
り

と
す

る
。

優
先

的
に

お
お

む
ね
１

０
年

以
内

に
実

施
す

る
こ

と
を

予
定

す
る

主
要

な
事

業
は

次
の

と
お

り
と

す
る

。

単
位

：
h
a

単
位

：
ha

種
別

公
園

名
規

模
種

別
公

園
名

規
模

運
動
公

園
南

部
健

康
運

動
公

園
７

０
．

０
運

動
公

園
南

部
健

康
運

動
公

園
７

０
．

０

総
合
公

園
ド

イ
ツ

村
公

園
５

４
．

３
総

合
公

園
ド

イ
ツ

村
公

園
５

４
．

３
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徳島東部都市計画区域区分の変更について

１．基本方針

徳島東部都市計画区域は、県都徳島市を中心に５市３町からなり、その大部分は吉野川、勝
浦川、那賀川などの沖積平野に発展した都市で、東部は紀伊水道に臨み、北部、南部は山々の
緑を背にした自然豊かな都市圏である。本区域の面積は県全体の約１３％にすぎないが、人口
は県全体の約６５％を占めており、本県の行政、経済、文化の中心地域である。

平成２５年度～２６年度に都市計画法第６条に定める基礎調査を行った結果、都市の健全な
発展と秩序ある整備を図る上で一部区域区分を修正する必要が認められるので、次の箇所につ

いて見直しを行うものである。
(1)既成市街地と連続し、現に市街地を形成している区域や計画的な市街化が見込まれる区

域のほか、インターチェンジ周辺で市街地を形成する区域を市街化区域に編入する。
(2)現に市街化されておらず、営農が継続されることが確実であり、計画的な市街地整備の

見込みがない区域を市街化調整区域に編入する。
(3)区域区分界で、周辺の状況の変動等により不合理となったものを適切かつ合理的に変更

する。

２．今回見直しまでの経緯

・昭和４６年 ５月 当初決定
・昭和５４年１１月 第１回見直し

・昭和６２年 ９月 第２回見直し
・平成 ８年 ３月 第３回見直し
・平成１６年１２月 第４回見直し
・平成２４年 ５月 第５回見直し

３．人口の推計

平成２２年 平成３７年

都市計画区域 約５１３千人 約４７９千人

市街化区域 約３４４千人 約３２０千人

市街化調整区域 約１６９千人 約１５９千人

４．市街化区域の規模

市街化区域面積 今回追加 今回削除 増減 市街化区域面積
（変更前） （変更後）

約８,７９７ha 約４９ha 約４３ha 約６ha 約８,８０３ha
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市
街

化
区

域
編

入
市

街
化

調
整

区
域

編
入

1
徳

島
市

津
田

約
1
0
.7

h
a

準
工

業
地

域
工

業
専

用
地

域
当

地
区

の
周

囲
で
は
既

に
工

業
地

が
形

成
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
地

区
内

に
は
津

田
ＩＣ

の
整

備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後

周
囲

の
土

地
と
一

体
と
な
っ
て
ＩＣ

を
活

か
し
た
土

地
利

用
を
行

う
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

2
徳

島
市

沖
洲

約
2
.1

h
a

工
業

地
域

既
に
周

辺
の
工

業
地

と
一

体
的

に
利

用
さ
れ
て
お

り
、
市

街
化

区
域

に
隣

接
し
た
地

区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区

域
区

分
の
明

確
化

を
図

る
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

区
域

区
分

の
明

確
化

3
鳴
門
市

大
麻

約
0
.2

h
a

無
指

定
周

辺
の
農

業
振

興
地

域
内

農
地

と
一

体
と
な
っ
た
田

で
あ
り
、
営

農
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
確

実
で
、
計

画
的

な
市

街
地

整
備

の
見

込
み

も
な
い
た
め
、
市

街
化

調
整

区
域

に
編

入
（
逆

線
引

き
）
す

る
。

4
小

松
島

市
日

開
野

弥
三

次
約

1
.7

h
a

第
一

種
住

居
地

域
市

街
化

区
域

に
隣

接
す

る
当

地
区

で
は
既

に
市

街
化

が
進

み
、
ま
た
周

辺
に
は
中

学
校

や
警

察
署

が
立

地
す

る
な
ど
一

定
の

都
市

機
能

の
集

約
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
都

市
的

土
地

利
用

を
行

う
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

5
小

松
島

市
野

神
南

・
鎌

須
約

7
.3

h
a

無
指

定
周

辺
の
農

業
振

興
地

域
内

農
地

と
一

体
と
な
っ
た
田

で
あ
り
、
営

農
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
確

実
で
、
計

画
的

な
市

街
地

整
備

の
見

込
み

も
な
い
た
め
、
市

街
化

調
整

区
域

に
編

入
（
逆

線
引

き
）
す

る
。

6
小
松
島
市

浜
塚

約
2
.9

h
a

無
指

定
周

辺
の
農

業
振

興
地

域
内

農
地

と
一

体
と
な
っ
た
田

で
あ
り
、
営

農
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
確

実
で
、
計

画
的

な
市

街
地

整
備

の
見

込
み

も
な
い
た
め
、
市

街
化

調
整

区
域

に
編

入
（
逆

線
引

き
）
す

る
。

7
小

松
島

市
元

根
井

約
0
.2

h
a

準
工

業
地

域
既

に
周

辺
の
工

業
地

と
一

体
的

に
利

用
さ
れ
て
お

り
、
市

街
化

区
域

に
隣

接
し
た
地

区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
区

域
区

分
の
明

確
化

を
図

る
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

区
域

区
分

の
明

確
化

8
阿

南
市

下
大

野
約

2
7
.1

h
a

工
業

地
域

当
地

区
は
既

に
工

業
地

が
形

成
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
地

区
内

に
は
阿

南
ＩＣ

の
整

備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
ＩＣ

を
活

か
し
た
都

市
的

土
地

利
用

を
行

う
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

9
阿

南
市

宝
田

約
7
.1

h
a

第
一

種
住

居
地

域
準

工
業

地
域

市
街

化
区

域
に
隣

接
す

る
当

地
区

で
は
医

療
や

福
祉

の
施

設
が
立

地
す

る
な
ど
一

定
の
都

市
機

能
の
集

約
が
見

ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今

後
も
都

市
的

土
地

利
用

を
行

う
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

1
0

阿
南
市

新
浜

約
3
1
.1

h
a

無
指

定
周

辺
の
農

業
振

興
地

域
内

農
地

と
一

体
と
な
っ
た
田

で
あ
り
、
営

農
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
確

実
で
、
計

画
的

な
市

街
地

整
備

の
見

込
み

も
な
い
た
め
、
市

街
化

調
整

区
域

に
編

入
（
逆

線
引

き
）
す

る
。

1
1

松
茂
町

山
南

約
2
.3

h
a

無
指

定
周

辺
の
農

業
振

興
地

域
内

農
地

と
一

体
と
な
っ
た
田

で
あ
り
、
営

農
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
確

実
で
、
計

画
的

な
市

街
地

整
備

の
見

込
み

も
な
い
た
め
、
市

街
化

調
整

区
域

に
編

入
（
逆

線
引

き
）
す

る
。

1
2

北
島

町
鯛

浜
約

0
.3

h
a

商
業

地
域

第
二

種
住

居
地

域
既

に
隣

接
す

る
市

街
化

区
域

と
一

体
と
な
っ
た
土

地
利

用
が
行

わ
れ
て
お

り
、
区

域
区

分
の
明

確
化

を
図

る
た
め
、
市

街
化

区
域

に
編

入
す

る
。

区
域

区
分

の
明

確
化

合
計

約
4
9
.2

h
a

約
4
3
.8

h
a

備
考

編
入
理
由

箇
所
別
調
書

図
面

番
号

市
町
村
名

地
区

名
用

途
地

域
（
案

）
面

積
（
ｈ
ａ
）
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